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　授じゆ業ぎよう中ちゆう、鹿しか川がわ成なる実みはペン回しの練習に励はげんでいた。

　中学三年生の十一月にそんな授業姿し勢せいで大だい丈じよう夫ぶなのだろうかと、本人がまず心配していた。しながらも指先は止まらない。くるりくるりと、ペンが不安定に回転する。

　四時間目の授業は数学だった。だみ声で、サッカー部顧こ問もんを兼けん任にんする男だん性せい教きよう師しがチョークを削けずるような力強さで黒板に数式を書いている。イグアナを彷ほう彿ふつとさせる顔つきは平べったく、新学期から買い換かえた縁ふちなし眼鏡めがねが似合っていなかった。

　成実の耳にその難なん解かいな数式は入ってこない。成実は『勉強とは頭のいいやつがするものだ』という妙みような持じ論ろんを持っている。欠点を補おぎなうより、持って生まれた長所を高める方が前向きだという理り屈くつに基もとづき、成実はそう信じている。よって、自分は勉強する必要がないのだ。

　そう来ると自分の長所ってなんだろうと成実は考え込こむ。しかし、大して悩なやまない。

　ペン回しを熱心に練習するところだ。

　そんな結論で納なつ得とくできてしまう楽観こそ、成実の長所かも知れなかった。

　板書を書き写す時間となり、数学教師の言葉が途と切ぎれる。そしてその視し線せんが無人の席にじろりと注がれる。機械的にノートに写していた成実も、その目線に釣つられて席を一いち瞥べつする。

　そして、その友人のことを思った。

　偶たまには見舞いでも行ってやろうか。あいつ、家に行くと嫌いやがるもんな。

　へらへらと笑いながら、成実は放課後の予定を一つ決めた。

　それから授業が終わって机つくえに上半身を突つっ伏ぷす。夏場に道路で干ひからびたカエルのように潰つぶれている成実が、ふと顔を上げる。まだまだ授業は続くというのに、帰り支じ度たくをしている生徒がいたのだ。男子だけでなく女子にも羨せん望ぼうの目で見られる髪かみが、サラサラと流れている。

　巣す鴨がも涼りようだった。少し斜ななめに切きり揃そろえた前髪を弄いじりながら、廊ろう下かを歩いている。手には鞄かばんがあり、早退に対する後ろめたさは微み塵じんもないようだった。いつものことであり、他の生徒も大して注目はしない。一瞥こそするものの、誰だれもがすぐに友人との会話に戻もどっていく。

　成実も例外ではなかった。ただ他と違ちがい、彼女の行き先になんとなく、見当がついただけだ。

　まぁいいじゃんね、と成実は皮肉混まじりに笑う。

　その視線の先には椅い子すに埃ほこりが積もった無人の席が一つ。

　あいつと比くらべりゃぁ、巣鴨さんも、アタシも優ゆう等とう生せいだ。

　なにしろこの教室には三ヶ月弱、一度も学校に来ていないやつがいるのだから。
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　あんあんあんとか寝ね起おきに聞こえてきた。「とっても大好き……」と寝ぼけつつも呟つぶやいて身体からだを起こすと、巣す鴨がもがエロビデオを鑑かん賞しようしていた。

　俺おれは再ふたたび、色々な意味でぶっ倒たおれた。







　目覚めるのに数分を要した。制せい服ふく姿すがたの巣鴨は相変わらず床ゆかに座すわりこみ、テレビ画面に釘くぎ付づけだ。こちらに背せ中なかが向いているので表ひよう情じようは窺うかがえない。知ることが怖こわかった。

　そもそも巣鴨はちょっと怖こわいオンナだ。その背中に声をかけるかも躊躇ためらう程てい度どに。

「あ、石と竜か子げくん起きた。おはよう」

　巣鴨が振ふり向く。常つねに崩くずれない柔にゆう和わな顔つきは、一見、人当たりが良い。でも裸はだかのおねーちゃんが画面いっぱいに映うつっている背はい景けいに照らされるそれは、悪あく夢むの表情だった。

　そしてＤＶＤのパッケージを扇おうぎ状じように持たないでくれ。泣くぞ。

　でも泣いたら巣鴨が喜びそうだから堪こらえた。

「お、お前なぁ！」

「おはよ」

　有無を言わさぬように挨拶あいさつを重ねてきた。こ、怖いよぅ。あんまり冗じよう談だんでもなく。

「お、おはよう」

「うん。本当はこんにちはだけど」

　挨拶は終わったとばかりに巣鴨が画面に向き直る。終わってない！

「なんで家に、なんでビデオ！」

　そもそもどうやって入ってきたんだ！　窓まどでもかち割わったのだろうか、やりかねない。

　せっかく侵しん入にゆう者しやに備そなえて、色々と自作の罠わなをこさえておいたのに。寝ていては使えない。

　……むしろ使ったら壮そう絶ぜつな報ほう復ふくをされかねないので、結果オーライなのは内ない緒しよだ。

「石竜子くんのお見み舞まいに来たの。あとこれ石竜子くんのやつ」

　知ってるよそれは！　なんで鑑賞しているんだ！

「石竜子くんはこういうの隠かくさないの？　棚たなに積んであったけど」

「……部屋に入るようなやつがいないからな」

　母親は何年、俺の部屋に入らなくなっただろう。今日も集会だか勧かん誘ゆうだかに出かけている。『あの日』から一いつ層そう、布ふ教きよう活かつ動どうに傾けい倒とうして息子の失点を取り返そうと躍やつ起きになっていた。やれやれだ。

　あとは女子を部屋に上げた、というか勝手に上がってきたのは二度目だ。一人目は成なる実み。

　あいつは写真集の方を発見して食いついていた。女子も案外、興きよう味みあるのだろうか。

「ねぇねぇ石と竜か子げくん」

「な、なんでぃ」

「この人、私に似にてるよね」

　巣す鴨がもが嬉き々きとして、画面で素すっ裸ぱだかを披ひ露ろう中ちゆうの女じよ性せいを指差す。

　口から噴ふき出した飛ひ沫まつには魂たましいが宿っていそうだった。派は手でに噎むせて胸むねを押おさえる。

「同じ人のやつばっかり持ってるし」

「そ、ソンナコトナイサ！」

「おっぱいはこれくらい大きい方がいいのかぁ。うーん、もうちょっとかな」

　巣鴨が自分の胸を堂々と触さわりながら、画面のおねーちゃんと見み比くらべている。
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　あんなに死にたくないと思っていた自分が実に不思議だが、もう死にたかった。

「成長期もこれからだし、多分大だい丈じよう夫ぶだよ」

「ソリャ、ヨカッタネ」

　もうなにが大丈夫なのかと。こっちは叫さけんで走り出したいというのに。

「あと、石竜子くんって学校の水着が好きなの？」

「なにも聞こえない、聞いてない」

　布ふ団とんをかぶり直して転がる。強く目を瞑つぶる。世界は真っ黒だ。それでいいんだ。

「これって前に私の裸見たから？　あのとき水着持ってたもんね」

「そんな昔のことは忘わすれたよ」

「明日、学校の黒板にビデオのタイトル全部書いたら何人の男子が反はん応のうするかなぁ」

「分かった話すから。取り敢あえず、それ止めて」

　負けた。布ふ団とんを蹴けって起きた後、巣す鴨がもに頼たのむ。意外と素す直なおに頷うなずいた。

「うん」

　巣鴨がリモコンを操そう作さして停止させる。この女じよ優ゆうはちょいと前に引いん退たいしてしまったので、これが最後の作品なんだよなぁと若じやつ干かん惜おしい気持ちで眺ながめていたら一時停止だった。いや再さい生せい自じ体たいを終しゆう了りようしてくれよ。これ背はい景けいにして話すのかよ。

　巣鴨が遠えん慮りよなくベッドに上がってくる。座すわりこまれて、距きよ離りを詰つめられて、戸と惑まどう。

「お前、なにしに来たんだ。俺おれを苛いじめに来たのか」

「石と竜か子げくん、私のこといじめっ子とか誤ご解かいしてない？」

　どこに誤解がある。笑顔で人の傷きずに爪つま先さき突つっ込こんでえぐりそうな雰ふん囲い気きだぞ。

「学校に来ないからお見み舞まい。さっき言ったよね？」

「言った、けど」

「はいお見舞いの品」

　巣鴨がなにかを握にぎったこぶしを突き出してくる。開くと、その手のひらには指輪が載のっていた。純じゆん白ぱくで、漫まん画がによくある新しん婦ぷ用ようの婚こん約やく指ゆび輪わみたいだった。指輪なんてロクに見たことないが、光り方が安っぽくない。

「これが見舞いの？　そんな雰囲気、じゃないけどな」

　これではまるで婚約指輪そのものではないか。

「うん。肌はだ身み離はなさないでね」

　ぎゅっと、手を握られてそのついでに渡わたされた。不意打ちに触ふれられて、摑つかまれて、巣鴨の指が絡からんで、挙きよ動どう不ふ審しんになる。断ことわる理由は、ないような気もして受け取るのはいいけど。

　……指輪、ねぇ。肌身離さずという表ひよう現げんに、引っかかるニュアンスを感じた。

「学校来ないのは、嫌きらいなの？」

　唐とう突とつに話題が戻もどるやつだな。会話が一方的すぎる。

「そうじゃなくて、だな」

　あれだけのことがあってから、平気で学校に出かけられるやつの神しん経けいが理り解かいしがたい。

　登とう校こう途と中ちゆうに襲おそわれたらどうする。教室の生徒や教きよう師しにあの殺し屋絡がらみの連中がいたらどうする。もうあんな殺し合いなんて二度とご免めんだ。叶かなうなら誰だれとも会いたくないのが本音だ。

　だけど、引き籠こもっているだけではなにも変えられない。それは分かってる、だから。

「文化祭も来ないの？」

「……分からん」

　もうそんな時期か。と言っても今年は受験だし、みんな、そこまで興きよう味みはないだろう。

「腕うで治ったんだね」

「あぁ、これか。まだ所々痛いたむけど……皮を摘つまむな」

　無理に寄よせた腕の皮を摘んで引っ張ぱってくる。痛いから。それから俺おれの頰ほおにぺたぺた触れてくる。遠えん慮りよなく触さわってくるので、どぎまぎしてしまう。でもこいつは、こう、なんかダメだ。

　安あん易いに心を許ゆるしてはいけないと、俺の理り性せいが叫さけんでいる。かなり無理して。

「なんか瘦やせちゃったね。引き籠こもってるのに」

「まぁ、あんまり食べないからな」

　昼飯として給食もないわけで、むしろ瘦せた。病院に入院している間もストレスで胃が荒あれて、無理に吞のみこんだ食事も戻もどしてしまっていた。ほとんど点てん滴てき頼だのみだった。

「じゃあご飯にしようかな」

「は？　なにが？」

「一いつ緒しよに出かけない？」

　巣す鴨がもが手のひらを突つき出してくる。お手でも求めるように。

「どゆこと？」

「え？　デートに誘さそってるの」

　デート。その単語を意い識しきした瞬しゆん間かん、胸むねが熱くなった。血けつ液えきが偏かたより、頭がふらりとする。

　急にそんなこと言われて、目の色を変えそうになるほど驚おどろいた。比ひ喩ゆじゃねーぞ。

「石と竜か子げくん、デートしたことないでしょ？」

　ぐぁ。なぜこいつの言葉は一々、俺の柔やわらかいところを爪つめで引っ搔かくのだ。

「いや、ある……かも」

　成なる実みと昼飯を食べたりすることが含ふくまれるなら、あるだろう。

「でも外は、なぁ」

「外はなに？」

　巣鴨の大きな目が俺を覗のぞきこむ。見つめられていると、三さん半はん規き管かんが乱みだれそうだった。

　それに加えて息苦しくなるのはなぜだろう。少なくとも、切ない恋こい心ごころではなさそうだ。

「外に出ると、私のはしゃぐ姿すがたが見られるよ」

「み、見たい、か？」

「こんな感じ」

　巣鴨が床ゆかに降おりて、両腕を広げながら一回転する。制せい服ふくのスカートが円えん盤ばん状じようを描えがくように捲めくれ上がり、狙ねらい澄すましたように奥は覗けなかった。勿もち論ろん、目を凝こらしても見えなかったのだ。

「見えそうで見えないところがコツ」

「全部狙ってたのかよ」

　それで尚なお、効こう果かがあるのはどういうわけだ。中学生だからだ。ちくしょう。

「で、外はどぅ？」

　また目の前に滑すべりこんでくる。見えそうで見えない生殺しが延えん々えん体験できるって？

　そいつぁ魅み力りよく的てきなご提てい案あんだ、けど。

「外は、怖こわいから」

　正直に心しん境きようを白はく状じようする。いつ狙ねらわれるか分かったものじゃない。

　得体の知れない組そ織しきに関わって、命を狙われる危き険けんがある。

　ずっと憧あこがれていた状じよう況きようの一つだけど、実じつ際さいに降ふりかかると神しん経けいがすり減へる。部屋のカーテンも開けられなくなる程てい度どに。

「じゃあ私が守ってあげるよ」

　なんて胡う散さん臭くささだ。しかし同時に、なんという頼たのもしさだ。

　巣す鴨がもに勝てるやつなんて思い浮うかばない。勝負という俗ぞくな出来事から、頭一つ上の次元にいる雰ふん囲い気きだ。同じ中学三年生とは思いがたい。

「い、いやいや。うん、分かった考えとく。でも今日は、遠えん慮りよする」

「ふーん。残念」

　口ぶりはまったく残念を物語っていない。

「中でデートする？」

「いや、意味分かんない」

「そっか」

　すぐに立ち上がって、スカートの尻しりを払はらう。部屋の入り口へ向かって歩き出す。

　断ことわられたら、あっさりと帰るつもりのようだった。

「じゃあ出かけたいときは言ってね。ちゃんと守ってあげるから」

「お、おぅ。よろしく」

　こいつの『守る』に縋すがると、檻おりの中に入れられてしまいそうだった。

　しかし、頼たよりがいだけは他の誰だれよりもある。これも金持ちの力だろうか。

　実は巣鴨自身も超ちよう能のう力りよく者しやだったりして。まずなさそうだが。

　……ああそうそう。今いま更さら言うのもなんだが、俺おれは超能力者だ。『リペイント』という能力を所有している。効果は目の色を変えること。それと訳わけあって右目は失った。

　はい説明お終しまい。

　巣鴨を追って廊ろう下かに出る前、部屋の入り口の床ゆかを見下ろす。網あみが広がっている。その仕し掛かけにほつれや、破は壊かいの跡あとが見られないことにホッとしてから部屋を出た。作るの苦労したからな。

　廊下では白しろ桃ももの色合いの浴衣ゆかたを着た女じよ性せいが壁かべに寄よりかかっていた。確たしか、白シロヤギさんだったか。その足もとには病院で見かけたとき同様、巨きよ大だいラジカセがある。脇わきには丸まった大きな紙を抱かかえている。端はしっこを見ると、町の地図のようだった。

　耳もとのヘッドホンも健けん在ざいだ。そして顔はなぜか若じやつ干かん、赤面しているようにも見えた。

「あ、いたんすか」

　超ちよう恥はずかしいんですけど。今までのやり取りを聞かれていたようだし。

「仕事ですから」

　初めて声を聞いた気がする。綺き麗れいな声だった。冷ややかとは異ことなる、涼すずやかな印象が漂ただよう。

　しかし、横顔がすっげぇ美人だ。薄うす化げ粧しようで、近所のヤンキーねーちゃんの濃こい化粧と比くらべてしまう。ねーちゃんも顔は悪くないけど、見た目に世間への反はん逆ぎやくが入りすぎて少し怖こわい。

　数学の教科書を開いている。恐おそらく俺おれのやつだろう。教科書を両手で閉とじて、俺に投げてくる。なんでこんなの読んでいたんだろう、と首を傾かしげていると話しかけてきた。

「お借りしました。中学生の算数も今となっては難むずかしいものですね」

　そう言って、微笑ほほえむ。意外だった。表ひよう情じようをあまり変えない人だと、勝手に思っていたから。

「私が教えてあげようか？」

　巣す鴨がもが横から口を挟はさむと、白ヤギさんは「結けつ構こうです」と途と端たんに冷ややかな態たい度どで拒きよ否ひした。その態度に主しゆ従じゆうは見えない。この二人、気安い関係なのだろうか。

「じゃあ帰るね。また来るから」

　来るのか。なんとも微び妙みような表ひよう情じようで、階かい段だんを下りていく巣鴨たちを見送る。

　二人が去った後（鍵かぎをどうしたんだろうとか考えたけど、結けつ論ろんを出すのが怖くなった）、自室の椅い子すに座すわって、くるくると回る。一時停止のままになっていたビデオの画が像ぞうを消したくて手を伸のばしたけれど、肘ひじから先が少し痛いたんだので引っこめた。

　代わりにその手で、机つくえの上に載のったパソコンの電でん源げんを入れる。

　巣鴨たちの空気や匂においに釣つられないよう、胸むねを張はって天てん井じようを見上げて、息を吸すう。

「さて。今日も本当の世せ界かい変へん革かく計けい画かくについて考えよう」

　パソコンが立ち上がるまでの時間、実に頭の悪いことを独ひとり呟つぶやき続けた。
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　生せい来らいの小器用さと練習の甲か斐いもあり、二週間で箸はしは使えるようになった。

　しかしナメクジは、食事の際さいに味わう違い和わ感かんに辟へき易えきしていた。

　例えばラーメンを食べるときも片かた手てで箸を使うだけで精せい一いつ杯ぱいだから、どんぶりはそのままだ。そうした不作法に、落ち着かないものを感じてしまうのだ。ナメクジは据すわりが悪いまま食事を取ることに抵てい抗こうを抱いだき、最近は串くしに刺ささったものを主に選ぶことにしていた。それなら片手でもさほど違和感がない。その日もパチンコ屋の駐ちゆう車しや場じように訪れた、移い動どうヤキトリ屋で遅おそい昼飯を取っていた。せっかく練習した箸も出番に恵めぐまれない。

　長なが袖そでの右側がひらひらと風に舞まう。そこに視し線せんが集うのも慣なれてきた。ナメクジは買った三本のつくねの内、一本目をすぐに平らげる。残った串を正面、パチンコ屋の壁かべに向けて投げた。

　竹串は先せん端たんから真っ直ぐ壁に当たり、容易たやすく弾はじかれて駐車場に転がった。舌した打うち混まじりにヤキトリ屋の側から離はなれて、串くしを拾う。その後、また同じ位置に戻もどってふとぼやいた。

「ラーメン食べたい」

「食べにいきゃあいいじゃないですか」

　車の中でヤキトリを焼いている若わかい男が、ナメクジの独ひとり言に反はん応のうする。ナメクジは二本目のつくねをかじりながら、それを無む視しした。行けるなら行っている。口の中でだけ答えた。

　右みぎ腕うでの袖そで口ぐちを見下ろす。失い方の特とく異い性せい故ゆえか、幻げん肢し痛つうに襲おそわれないことだけが幸いだった。

　殺し屋は廃はい業ぎように等しい。仲間と利き手を失い、更さらには信用も失しつ墜ついした。ナメクジに残されたものは僅わずかな貯たくわえと、巣す鴨がも涼りようへの復ふく讐しゆう心しんだけだった。まばたきをした刹せつ那なに心を病んでしまいそうなほどの膨ぼう大だいな復讐心は時を重ねても消えることはない。しかしその復讐も果たせる光こう明みようが見えないまま、悪戯いたずらに季節が巡めぐっていく。正直、この三ヶ月は腕を失った生活を受け入れることと慣なれることに精一杯で、行動に移うつることはできなかった。

　それに巣鴨涼の周辺には常つねに、『白ヤギ』が護ご衛えいとして控ひかえている。

　カワセミに比ひ肩けんすると言われるその能のう力りよくの前に、ナメクジは無力に等しかった。

　あの気が触ふれた女、巣鴨のことだから、自分以外にも大おお勢ぜいの恨うらみを買っていることだろう。ナメクジもその一人である。彼かの女じよはこの数ヶ月の間に、正せい攻こう法ほうではとても大たい願がん成じよう就じゆといかないことを悟さとった。それも日にち常じよう生せい活かつの中でだ。

　隻せき腕わんとなった自分の弱さには笑うしかなかったのだ。最初は腕を振ふるうだけでバランスを失い、その場で転てん倒とうする具合だった。腕があるという前ぜん提ていで頭が働き、染しみついてしまっている感覚の基もとに身体からだを動かしても成立しない。腕というのは存ぞん外がいに重く、それを失ったことでナメクジの身体バランスは大きく歪ゆがんでしまった。訓練で多少は慣れて、腕が『ない』という意い識しきを脳のうが持つようになったが、それでも以前とは比くらべものにならない弱体化だった。

　殺し合いならともかく、単たん純じゆんな殴なぐり合いでは一いつ般ぱん人じんにも劣おとるだろう。

「藤ふじ木き源げん之の助すけ……とはいかないか」

　自分にも超ちよう能のう力りよくがあれば。

　ナメクジはそんな夢む想そうに溺おぼれるように、目を泳がせる。

　カワセミのような力があれば、或あるいは。最強だのと謳うたわれるやつの能力も、話を聞く限かぎりでは大したものと感じられないのだ。実感すると、恐おそろしいだけで。

　カワセミの能力は単たん純じゆんな切せつ断だんではない。あれはテレポートなのだ。

　あくまでも業界の噂うわさ話ばなしだったが、その能力の正体はあらゆる物体を１センチメートルだけテレポートさせるというものだった。１センチ。一見弱々しく、頼たよりない数字だ。

　しかし人間の指は１センチだけ前へ進めば離はなれてしまうし、目玉も１センチずれることで機能を失う。人体に対する１センチメートルのワープは思いの外、強力なのだ。テレポートというものを喧けん嘩か、もしくは人殺しに利用する場合、こうした使い方がもっとも有ゆう効こうであるとナメクジは羨せん望ぼう混まじりに思う。

「これじゃあ、巣す鴨がもと喧けん嘩かしても負けるかもね」

「うちの肉は鴨ちゃいますよ」

　またヤキトリ屋の男が反はん応のうする。うるせぇ分かってるよ、と口に出さずに毒づいた。

「お客さん、いつも来ますけどなんの仕事してるんすか？」

　しかも触ふれられたくない部分にべたべたと指し紋もんをつけてくる。つくねが喉のどに詰つまりそうになった。自分はなんの仕事をしているのか。生まれてからいつ聞かれても困こまる質しつ問もんだった。

「再さい就しゆう職しよく活かつ動どう中ちゆう」

　無職とも素す直なおに言えなくて、ナメクジはお茶を濁にごす。若わかい男の態たい度ども濁った。

「そりゃ大変ッスねぇ」

　右みぎ腕うでを一いち瞥べつされる。そうなのよと生返事を返してからつくねを食べ終えて、その場を離はなれた。

　これ以上、会話したくないこともあったがその他に、ナメクジには目的があった。

　パチンコ屋の駐ちゆう車しや場じようにはたこ焼き屋も訪おとずれている。その車の貼はり紙に、『焼き方募ぼ集しゆう』と書いてあった。下には営えい業ぎよう時じ間かんと時給まで記しるしてあった。そちらには大して注意を払はらわない。

　殺し屋時代の貯えも残りが心こころ許もとない。早急に生活費を稼かせぐ必要があった。

　しかし隻せき腕わんであるナメクジを雇やとう場所は多くない。少なくとも、会社勤づとめは不ふ可か能のうだった。

　車内では十七、八に見える若い娘むすめがたこ焼きをひっくり返していた。バイトにしては、まだ学校に行っている時間だ。テキ屋の娘だろうか。化け粧しようは濃こいが、手て際ぎわの良さに見み惚とれてしまう。

　ナイフで人体の急所をえぐる手つきに、たこ焼きのひっくり返し方が似にていた。

　あれなら自分にもできそうだ。そんな理由だけでナメクジがたこ焼き屋に近づく。

「あの。片かたっ方ぽしか腕がないけど、雇やとってくれますか」

　先に事じ情じようを明かす。若い娘はナメクジの右腕の袖そでを眺ながめた後、顔の方に注ちゆう視しする。

　腕より顔の方が見つめている時間は長かった。ナメクジはその視線を理り解かいできず、困こん惑わくする。

　一歩引いて事の成り行きを静観していると、娘が親指を立てた。

「採さい用よう」

「そんな簡かん単たんに決めていいの？」

　ナメクジが左手で右腕の袖を持ち上げると、娘は笑いながらたこ焼きをひっくり返す。

「いいよ全然オッケー。なにしろおねえさんはかわいい」

「は？」

「かわいい店員が焼いてれば、男共が買いに来てくれるでしょ」

「……かわいい、ね」

　以前、仲間だったカエルに『顔と身体でも武ぶ器きにしたら？　他に取り柄えないし』と揶や揄ゆされたことを思い出し、ナメクジが俯うつむく。懐なつかしさはなく、奥おく歯ばから苦いものが溢あふれた。

　カエルとヘビ。二人に向けたナメクジの怒いかりは、他人の手によって晴らされた。

　復ふく讐しゆうに酷こく似じしたその感情の解決は、ナメクジの心になにももたらさなかった。

　ナメクジは思う。

　やはり復ふく讐しゆうは、自分の手で果たさなければなんの価か値ちもない。

「おねえさん、名前は？」

「米まい原ばら麻ま衣い」

「縮ちぢめるとマイマイね。オッケーマイマイ、よろしく」

　勝手にあだ名まで決められてしまった。

　ナメクジの次はカタツムリか。呆あきれると同時に、肩かたを揺ゆする。

「たこ焼き屋の経けい験けんは？」

「ない。初めて」

　他のバイトの経験もなかった。ナメクジの仕し事ごと遍へん歴れきは殺し屋だけだ。

「じゃあ今日は呼よび込こみやって」

「呼び込み？」

「たこ焼きいかがですかって。はいがんばって。あっちのヤキトリ屋に負けないでね」

　娘むすめがヤキトリ屋の車の方へナメクジを向けて、背せ中なかを押おす。ナメクジは鼻の先を擦こすり、恥はじ入るように何度か咳せきをした後、唇くちびるを鈍どん重じゆうに動かす。

「たこ焼き、いかがですかぁ」

　ぼそぼそと、誰だれもいない駐ちゆう車しや場じように向けて呟つぶやく。そのか細い声は吹ふき荒すさぶ風が箒ほうきとなって、ゴミのように払われてしまう。ナメクジは頭を搔かく。人がいないのに、誰を呼び込めと言うんだ。

「０点」

　娘がナメクジにダメ出しする。その点てん数すう制せいの評ひよう価かに、ナメクジの胃の底が熱くなる。

　カエルにもよく、そのときの働きを点数で評価されていた。

　最高点は20点で、ほとんどの場合が０点だった。

　それを思い返し、ナメクジは奥おく歯ばを食いしばった。足の指先に力を込めて、やや前へ屈かがむ。

「たー！　こー！　やー！　きぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ！」

　絶ぜつ叫きようだった。本来の意味を完全に見失って、ナメクジは叫さけぶ。

　ヤキトリ屋の若わかい男まで身を乗り出し、なにごとかと様子を窺うかがっている。

　叫び終えてからナメクジは背せ筋すじを伸のばし、雇い主に振ふり返る。

「こんな感じ？」

　呆あつ気けに取られていた娘は少しの間固まっていたが、やがて頰ほおをほころばせる。

「マイマイって、性せい格かくまでかわいいじゃん」

　どういう意味、と眉まゆを吊つり上げて疑ぎ問もんを露あらわにするも娘はおかしそうに笑うだけだった。

　そんなナメクジに『本ほん職しよく』の依い頼らいが舞まいこんできたのは、それから三日後だった。
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「石と竜か子げくんにすっかり警けい戒かいされちゃってるね」

　当たり前だろ。横で口を噤つぐんでいる白シロヤギは内心、呆あきれていた。

　車内の後こう部ぶ座ざ席せきに並ならんで座すわっている少女、巣す鴨がも涼りようは両足がバタバタと落ち着かない。今日も学校を途と中ちゆうで抜ぬけ出して、寄より道した後に家へ帰るという奔ほん放ぽうさに白ヤギは逐ちく一いち、付き合わなければいけない。あくまで護ご衛えいであり、巣鴨涼の家か庭てい教きよう師しでない身の上に感かん謝しやしていた。

　白ヤギが巣鴨の護衛を始めてから数年が経たつ。最初は雇やとい主である巣鴨の父親に対して『この親バカが』と内心で嘲ちよう笑しようしていたものの、すぐにその考えを改めることになった。

　巣鴨涼の精せい神しんは常じよう識しきから逸いつ脱だつしていた。教育でも、洗せん脳のうでもない。天然だった。

　その偏へん執しつ的てきな性せい格かくと有り余あまる行動力の後始末に、自分のような人間は不ふ可か欠けつだったのだ。

「ぱーっと信しん頼らいされる良い方法ってないかな」

「地道な積み重ねが大事かと」

　当たり障さわりのない返事を口にして、車外の景色に目をやる。白ヤギの個こ人じん的てき感かん情じようは、巣鴨涼の性格や行動に嫌けん悪おを示していた。石竜子少年には同情の念さえ抱いだいている。

　もし現げん在ざいまでの給きゆう与よを遙はるかに凌しのぐほどの報ほう酬しゆうで巣鴨涼の殺害を依い頼らいされたら、躊躇ためらわずに寝ね返がえって実行に移うつる。そう考えてはいるが、そんな依頼は何年経ってもやってこない。白ヤギは巣鴨家のお抱かかえ何でも屋になりつつあった。

「そういうので回かい復ふくできるとは思えないよね」

　行動は短たん絡らく的てきにも拘かかわらず、頭の出来は上等であることが少女の幸運であり、また周囲の不幸であると白ヤギは感じていた。常識がないわけではなく、しかしそれを軽々と無む視しする。

「それはそれとして、あの女じよ優ゆうさん。名前なんだっけ。私に見た目似にてる人」

「猪い狩かり友ゆ梨り乃のの……でしょうか」

　名前を口にする際さい、若じやつ干かんながら白ヤギが赤面する。そうしたものに免めん疫えきがなかった。

　そのためか部屋の外で待っていても、壁かべ越ごしに伝わる音声だけで気き恥はずかしさに悶もだえていた。

「石竜子くんがどんな反はん応のうするか知りたいから、殺してみよっかな」

「は？　……猪狩友梨乃、を？」

　うん、と巣す鴨がもが笑顔で顎あごを引く。

「私に似てる人が死んだら、石竜子くんがどういう顔をするか見てみたいの」

　その唐とう突とつにやってくる『飛んだ』発想に、白ヤギは追つい従じゆうしない。思考や意味を追いかけようとしても無む駄だであると、既すでに学がく習しゆう済ずみだった。だから白ヤギは口を噤み、黙っている。

「本当は私が死ぬのが一番だけど。でも、私が死んだら反応見られないもの」

　確たしかにこの少女が死ぬことが一番かも知れない。白ヤギは皮肉げにそんなことを思う。

　巣す鴨がもの父親からは、『危き険けんに晒さらさない範はん囲いで娘むすめのワガママを叶かなえてくれ』と要求されている。

　そして白シロヤギは、その女じよ優ゆうの住所さえ分かれば容よう易いに殺害できる。なんの痕こん跡せきも残さずにだ。それは血の滲にじむような修しゆう練れんの結果として得た技ぎ術じゆつではなく、天てん性せいのもの、超ちよう能のう力りよくによって成し得る。白ヤギの超能力もまた、万ばん能のうの可か能のう性せいを秘ひめている故ゆえに最高の力と称しようされていた。

「あはは、冗じよう談だんだから」

　とてもそうとは思えない。それからしばらく無言だったが、またぽつりと漏もらす。

「でも死んだ人が幽ゆう霊れいになることが証しよう明めいされたらやってみようかな。幽霊ならきっと石と竜か子げくんの反応も見られるし」

　やはり冗談の類たぐいではなかったようだ。もう話す気もなくなり、白ヤギは顔を逸そらす。

　しかし、とふと思った。

　幽霊を殺してしまったら、次はどこへ行くのだろう。

　殺せる自信がある故に、白ヤギはそんなことを考える。
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　あの日、ビルの最上階で『神様』と初めて対面したとき。

　俺おれはまだ、右みぎ腕うでを包帯で吊つり下げていた。もう二週間ほど前の話だ。

　そして宣せん言げんした通り、神様にその場で勝負を挑いどみ、あっさり負けた。







　テーブルに乗のせた足、不ふ可か思し議ぎな目の色、そして乱らん暴ぼうな言こと葉ば遣づかい。

　カワセミがその傍かたわらにいないからこそ許ゆるされる横おう柄へいな態たい度どに対し、シラサギは微笑ほほえんだ。

　カルト教きよう団だんの主。

　そして、光の翼つばさをその背せに従したがえる女が。

　血相を変えているのは両親で、この世の終わりに向けた悲鳴のような金切り声をあげている。

　久しぶりに聞く両親の声がこれとか、萎なえる。

　俺とシラサギはそれを相手せず睨にらみ合う。やつも内心は穏おだやかじゃないだろう。

　怒いかりではなく、戸と惑まどいを覚えているはずだ。

　それが透すけて感じられるのは、俺とこいつが『似にたもの同士』だからだろうか。

「まぁ、勝負ですか」

「その通り。あぁ、今すぐ白黒つけるって話じゃないですよ」

　ここから始めようってことだ。あんたを引きずり下ろすゲームを。

「なにでお相手しましょう？　生憎この部屋に『白黒』をつけられるものなど、オセロぐらいしかありませんが」

　余よ裕ゆうを見せるように腕うでを伸のばし、オセロ盤ばんに目を向ける。

　伸ばした腕に応おうじるように、翼つばさから光の切れ端はしが散る。

　すぐ勝負しないって言ってるのに、聞いちゃいねぇ。……んが、乗ってみてもいいか。

「お、丁度いいな。オセロが一番得意なんだよ」

　大見得切ってなにもせずに帰るのも格かつ好こう悪いからな。

　退たい路ろは巣す鴨がもに『いざとなったら頼たのむ』と言ってある。ここは付き合ってみよう。

　シラサギが口もとを服の長い袖そでで覆おおい、目だけ笑う。服ふく装そうはカワセミのローブと似通った、白く袖そで丈たけが長いものだ。神しん秘ぴ性せいの演えん出しゆつというやつを突つき詰つめると色は白で、ひらひらとした服装に落ち着くのかも知れない。

　シラサギが立ち上がり、部屋の隅すみへ歩き出す。側近的な部下が小走りでそれを取りに向かおうとするのを、シラサギが片かた手てを広げる仕草で制せいした。そして俺おれに見せびらかすように、光の翼を派は手でに広げた。どこまでの大きさを維い持じできるのだろう。そんなことが気になる。

　ちぎれた幾いく重えもの光が大きな翼の形を形成している。シラサギが動く度に、陽炎かげろうの如ごとく揺ゆらめくそれから波が生じ、光の軌き跡せきを描く。すべてを忘わすれて、目を惹ひかれてしまう。

　あぁ、分かる。こいつの光の翼が放つ求心力は、本物だ。いいなぁ、あれ。

　俺の両親が騒さわぐのを中ちゆう断だんして見入るのも、納なつ得とくしかけてしまった。

「オセロなんて久ひさしぶりです」

　盤ばんをテーブルの中央に置く。いたって特とく徴ちようのないオセロ盤だが、使い込こまれているようだ。

「どうぞ」

　シラサギが渡わたしてきたのは黒石だった。やつは名前の通りに、白石を使うつもりらしい。

　そこで俺は踵かかとを下ろし、姿し勢せいを正す。利き腕は使えないので、左手で石を握にぎった。

　塗と装そうがすり減へっている石を用意しながら、シラサギは唐とう突とつな話を始めた。

「オセロは神様の視し点てんで作られたゲームです」

「へぇ、そうなの？　それって雑ざつ学がく？」

　茶化すのを無む視しして、シラサギが続きを語る。

「将しよう棋ぎやチェスと異ことなり、オセロには王様がいません。駒こまは等しい。神様の目から見れば、人には上下の差がないのです」

　もっともらしい作り話を垂たれ流す。その内ない容ようを、喋しやべりながら本当のことだと思いこんでいるように淀よどみがない。噓うそを言っているという雰ふん囲い気きが漂ただよわないのだ、こいつは凄すごい。

　俺の両親やシラサギの秘ひ書しよみたいな男も目を輝かがやかせて、息を吞のんでいる。

　なるほど、なるほど。

　しかし反はん抗こう期きな俺は神様のご高説に対し、至し極ごくもっともな疑ぎ問もんをぶつけてみるのであった。

「じゃあ囲い碁ごは？」

「え？」

「囲い碁ごだって白黒の碁石に差はないぜ。王様も将しよう軍ぐんもいない、どうなんだよ」

　くっくくく。青い、青いぞシラサギ。その手の問答ならかつての俺おれは毎まい晩ばん妄もう想そうしていた。

　中学生舐なめてんのか。

　場の空気が淀よどみ、シラサギの表ひよう情じようから笑顔が気き泡ほうのように抜ぬける。俺は敢あえて言葉を続けた。

「あと、オセロの場合は駒こまじゃなくて石って言うと思うんだが」

　黒石を二枚置いて、前屈みになりながらシラサギの顔を覗のぞきこむ。シラサギは口もとを服の袖そでで覆おおい、黙だまっている。恐おそらく、口もとに感かん情じようが露あらわとなっていて、それを隠かくすためだろう。

「この方と二人きりになりたいので、下がって」

　秘ひ書しよと俺の両親に目配せして、部屋から出ろと命じる。言い訳わけとごまかしを口にすることなく、真っ先に排はい除じよを考える。新しん興こう宗しゆう教きようのお偉えらいさんは間ま違ちがいを認みとめるわけにはいかないのだ。

　俺の両親が震ふるえる声で神様のご機き嫌げんを伺うかがう。こんな不ぶ躾しつけな息子を残して、神様の気を損そこねたらと怯おびえているようだ。額ひたいには脂あぶら汗あせが浮うかんでいる。……瘦やせたよなぁ、どっちも。

　口もとの覆いを払はらったシラサギが、俺の両親に微笑ほほえみかける。

「構かまわないわ。あなた方の息子さんをとても気に入ったの」

「え、マジで。照れちゃうなぁ」

　お互たがい、心にもないことがすらすらと出るものだ。シラサギのタワゴトを真に受けた両親は直立不動で感かん激げきし、よろしくお願いしますと頭を下げた。なにをよろしくされればいいんだ？

　感かん涙るいで頰ほおを濡ぬらしそうな両親と、シラサギの秘書が引っ込む。

　そしてそれを見計らってから、シラサギは服の裾を摘つまむ。先さき程ほどの俺を真ま似ねるように高々と足をあげて、テーブルに踵かかとを叩たたきつけた。ガシガシと乱らん暴ぼうに頭を搔かき、溜たまっていた鬱うつ屈くつのようなものを遠えん慮りよなく吐はき出す。「ぶががががが」とか、野太い声つきで。

　象しよう徴ちようたる光の翼つばさまで背せ中なかに引っこめてしまった。

　その豹ひよう変へん振ぶりに最初は目が滑すべるように戸と惑まどっていたが、やがて、笑う。

「一度やってみたかったって顔だな」

「しょっちゅうやってるわよ。人前ではないってだけで」

　口調まで変わっていた。学校で、同じ教室にいる女子となんら変わりない。

　年とし相そう応おうの喋しやべり方と、傲ごう慢まんに滾たぎる嘲あざけり顔だった。

「あなたのことはカワセミから聞いてる。能のうなしって」

「あんたこそ。カツオちゃんだと紹しよう介かいされたよ」

「ばーぶー」

「イクラちゃんとまでは言ってなかったが」

「目の色を変える『だけ』の能力かぁ」

　だけを強調して、肩かたを揺ゆらす。そのついでにタスキをテーブルの下から取り出す。それで長くていかにも邪じや魔まっ気けな袖そでをタスキがけしてしまう。それから靴くつまで脱ぬぎ散らかして素す足あしを晒さらした。小さな足の裏うらが俺おれに向けられる。親指と人差し指がぱくぱく、開いて閉とじてを繰くり返す。

　巷ちまたで噂うわさされるカリスマ教きよう祖その威い厳げんは皆かい無むとなった。まぁ元からカリスマの意味が分からんし。

　教祖様のこの姿すがたを録画して流せば、問題は解かい決けつしそうだ。……ま、無理だが。

　この部屋に通される前に身しん体たい検けん査さは済すんでいる。当然、手ぶらだった。

　左目を手で覆おおう。その奥おくで、具体的なイメージを省いて瞳ひとみの色を変化させる。

「そうなんだよ。外れくじって感じ」

　手を外す。目の色の変化を見て取り、シラサギが小こ馬ば鹿かにするように足の裏をぱこぱこと合わせて鳴らす。やーどうもどうもと棒ぼう読よみで手を上げてそれに答えた後、反はん撃げきに移うつる。

「でもさぁ」

　病院でのカワセミとの会話から、おおよその察しはついていた。

　現あら人ひと神がみことシラサギの超ちよう能のう力りよく、それは。

「あんたの力だって、その翼つばさを生やす『だけ』。そうだろ？」

　光が迸ほとばしろうと。

　どれだけ神こう々ごうしくとも。

　こいつはその翼で飛び回ることなんか、出来やしない。

　カワセミは以前言った。俺おれとシラサギを一ひと括くくりにして。

　なんの力もない、噓うそをつかなければいけないやつだと。

　だったら、答えは一つだ。

　つまり俺の『リペイント』とまったく同どう質しつの能のう力りよくなのだ。

　かつて集会で見たあの多た彩さいな演えん出しゆつ。あれが逆ぎやくに、なんの能力もないことを示し唆さしている。

　あれだけ色々できるなら、超能力者なんか雇やとう必要ないのだから。

　指まで突つきつけて外れたら恥はずかしいでは済すまないが、幸いなことにシラサギはそれを否ひ定ていしなかった。乗のせていた踵かかとをもう一度、テーブルの端はしにぶつけた。

「どうしてそう思ったの？」

「翼つばさが生えて飛べるなら、そんな良い足してねぇだろ」

　露ろ出しゆつしている健けん脚きやくを褒ほめたたえると、「ありがとう」とシラサギが唇くちびるを歪ゆがませる。

　自じ慢まんの部位のようだ。

「こんにちは、カス野や郎ろう」

「改めましてどうも、スカ女」

「それは正しいけれど、今となっては間ま違ちがっているわね」

「そういう意味の分からん言い回しで信者共を操そう作さするわけだな。参考になるぜ」

　鼻で笑ったシラサギが無む視しして、チェスのような手つきで白石を握にぎる。

「今の私には力がある。信者が大おお勢ぜいいるし、お金で雇やとった面白い連中も盛もりだくさん。これをすべて現げん実じつのものとしたのは、私の翼のお陰かげだもの」

「それは否ひ定ていしない。羨うらやましいぐらいだ」

　ノウハウを是ぜ非ひご教きよう授じゆ願いたい。それはさておき、シラサギの表ひよう情じようは険けわしい。

「それとね、あんたじゃなくてさんを付けろよカス野や郎ろう。私は年下に舐なめられるの大だい嫌きらいなの」

「歳とし幾いくつ？」

「十九」

「ふぅん。カリスマでも発はつ揮きして呼よばせたいと思わせてくれよ」

「じゃあオセロで私が勝ったら呼びなさい」
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「いいぜ。その代わり、俺おれが勝ったら右目くれ」

「いいわよ」

　即そく答とうだった。躊躇ためらいのなさに面食らっていると、シラサギが更さらに攻せめ入る。

「あなた、まさか私が負けると思っているの？」

　豪ごう放ほう磊らい落らく、大だい胆たん不ふ敵てき。そう表されたい、威い圧あつしたい。思おも惑わくが悲しいほどに透すけて見える。

　翼つばさがないと、ただ胸むねを張はって鼻を高くしている女子高生にしか見えなかった。

「それで普ふ通つうのじゃ面白みがないし、ちょっとしたお遊びを加えていい？」

「どんな？」

「一つだけルールを追加するの。始める前に、『そこを取られていたら負け』という場所を選ぶ」

「……どういうこと？」

　口頭だけでは想そう像ぞうしづらい。シラサギもそれは理り解かいしているらしく、盤ばんに石を置いて説明してきた。

「例えばあなたが右みぎ隅すみを選ぶ。ゲーム終しゆう了りよう時じ、その位置を私の駒こま……白石が取っていたら無む条じよう件けんにこちらの勝ち。あなたが取っていて、こちらも指定した場所に白石を置いていたら、普ふ通つうに石の数で勝敗を決める。将しよう棋ぎで言えば、その場から動かない王おう将しようみたいなものね」

　随ずい分ぶんと手て慣なれたように、奇き異いなルールを解説し終える。恐らく、このルールを吞のまなければシラサギはオセロ勝負など受けない。それぐらい、熟じゆく知ちしているのが伝わってくる。

　勝てる勝負しかしない、か。憧あこがれちゃうけど、勝てる勝負があんのかな、この目と俺おれに。

「いいぜ、受けよう」

　どうせ、こんな勝敗は半分どうでもいい。勝てば一番だが、負けても問題ない。

　俺はここにオセロのために来たわけじゃない。

「結けつ構こう。この遊び、私の友人は人ひと質じちオセロと呼よんでいたわ」

「友人なんているのか」

「いたのよ」

　思わせぶりに過か去こ形けいだった。かつての友人か。そいつがこのシラサギを見て、なにを思うんだろう。そして、その人が知る過去を証しよう拠こつきで洗あらいざらい公表したら、シラサギの神様生命は絶たたれるのではないだろうか。一いつ瞬しゆん考えたが、顔を出して教きよう祖そなんてやっている以上、そんなものは全部始末してしまっているだろうな。それこそ人まで。殺し屋がいるぐらいだ。

「でも、なんで人質？」

「さぁ。私は爆ばく弾だんオセロと名づけたかったけど」

　どっちにしても物ぶつ騒そうなことに変わりはない。

「さ、あなたはどこを選ぶの？」

　シラサギが急かすように盤を叩たたく。だが盤上を睨にらんでも、即そつ決けつできる決め手に欠けていた。

「ちょっと考えさせて」

「どうぞどうぞ」

　できればシラサギに先に選ばせたかった。経けい験けんがないから、定じよう石せきを摑つかみたかったのだ。

　まず考えることとして、角を選ぶやり方。これは危き険けんが伴ともなう。一度取ればひっくり返せないが、取られた場合も負けが確かく定ていする。他の場所だと……どうなんだ。

　オセロの基き本ほんぐらいは知っている。壁かべを作るなとか、石は少ない方が有利とか。だけどそれが通じるのだろうか。ある一カ所だけを取ればいい。そんな将棋に似にたルールが混こん在ざいしている。

「……じゃあ、ここで」

　悩なやんだ末、俺は右下の角を選んだ。自分の手元に近いという、ただそれだけの理由で。

　そんなことが安心感に繫つながるなんて。おめでたいとは思うが。

「それなら私もその位置にしようっと」

「はぁ？」

　俺おれの選んだ右みぎ隅すみを、自分の場所だと重ねて指定してきた。そんなのアリかよ。

「それだと……あぁ、そういうことか」

　これで両方が相手の指定した場所を取ったら？　という質しつ問もんはできなくなった。恐おそらくその場合、数で勝負ということになる。それを提てい案あんさせないために、俺に先に選ばせたんだ。そしてその場所を取って確かく定てい石いしにした方が確実に勝つということになる。

　数で勝負なんて眼がん中ちゆうにない、のか？　メチャクチャだな。

　オセロは普ふ通つう、黒が先行だ。それでいいのかとシラサギに目で伺うかがうと、小さく顎あごを引いた。

　一手目。既き存ぞんのオセロとは目的が異ことなる以上、相手の出方が分からない。とにかく普通に打つしかないか。白石の右に置き、石をひっくり返した。

　仮かりに負けても物ぶつ質しつ的てきな損そんはない。負けの記き憶おくが一つ増ふえるだけだ。

　そう思っておこう。

「あんたはなんで神様になった？」

　どうしても聞いてみたかったことを尋たずねる。最初の手を考えているのか、それとも質問に悩なやんでいるのか。シラサギは顎に手をやり、少しの時間を置くが声に迷まよいはなかった。

「私に神様の資し質しつがあったからじゃない？」

　動機をはぐらかすように、理由だけを述のべる。

「気づいたら、私の翼つばさの能のう力りよくが『神様になる力』になっていた。それだけよ」

「言うねぇ」

　喋しやべりながらも打ち続ける。シラサギは明らかに、俺の指定した場所を取ろうとして白石を打っている。右隅の角へ小競り合いを持っていこうと、石の置き方が偏かたよっている。

　シラサギの打ち方は荒あらい。急せいている。普通の勝ち方など眼中にないのだ。しかも中ちゆう盤ばんまで来て、打てる位置に制せい限げんがかけられるのを危き惧ぐするように早期に決着をつけようと突つっ走ぱしっている。こんな急ぎ足のオセロなど俺は知らない。気を抜ぬくと息切れしそうだ。

「あなたは親がウチの教きよう団だんにずっぽりなのが許ゆるせないそうね」

「そんなことまで話したのか、あいつ」

　それをこの状じよう況きようで話題に出すというのは、揺ゆさぶりだろう。動どう揺ようを狙ねらうわけだ。オセロに偶ぐう然ぜんはない。揺ゆれ幅はばがあるとするなら、打ち手の精せい神しん状じよう態たいぐらいなのだ。

「でもなにが気に入らないの？　夢む中ちゆうになれるものがある、素す晴ばらしいじゃない」

　露ろ骨こつに煽あおってくる。乗るな、と理り性せいは諭さとす。しかし、許せないことを無む視しはできない。

「正しくはないだろう、そんな価か値ち観かん。依い存ぞんしすぎだ」

　だからそれのなにがいけないの、と尋たずね返されることを予期して言い返す。

　だが、シラサギはその先読みさえも織おり込こみ済ずみのように、異ことなる台詞せりふを吐はく。

　その白石を置く音と、目の奥おくをえぐるような鋭するどい笑顔に、悪寒が走った。

「物事を正しいとか、間ま違ちがっているという物差しで判はん断だんしているからいけないのよ」

「じゃああんたの物差しは、なんだ？」

「許ゆるせるか、許せないか」

　シラサギが指を二本立てて、片かた方ほうを折り曲げる。それは許せる側か、或あるいは。

「それが一番正直なのよ。正しいとか、正しくないなんて余よ分ぶんで、動機に不実だもの」

「教きよう団だんを作ったのも、か？」

「えぇ。勝手にできたんだけどね、この翼つばさに惹ひかれて」

　あなたの両親もその一部。そう、シラサギは嘲ちよう笑しようした。

　見え見えで、稚ち拙せつな挑ちよう発はつで。けれど、頭に勝手に血が上るのは止めようがない。

「……その物差しを借りて言うが、俺おれはあんたを許せないね」

「そう。私は許してあげているのに」

　白石を強く打ちこんでくる。斜ななめに、雪崩なだれのような形で右みぎ隅すみへ向かっていく戦局は、シラサギの方が有利だ。普ふ通つうの勝敗を決するだけなら、現げん状じようでは石の数も少ない俺が有利に見える。だが、シラサギの打ち筋すじで厄やつ介かいなのは、偏かたよりがある故ゆえにこちらも、その方向へ打たなければいけないことだ。オセロで開始直後から、方向を気にする勝負なんてまずない。最初はメチャクチャに見えた打ち方も、意外と定じよう石せきを守っていることに気づかされる。つまり、相手が打てる場所を限げん定ていしていく打ち方だ。その当たり前を実行することが、異い様ように上う手まい。人間を利用してきた経けい験けんの差が表れているように、引き離はなされる。

　誘ゆう導どうされているのが如によ実じつに分かる。次はここ、次はここと。俺が最さい善ぜんと思って打つ手を、明らかに読み切っている。多分、オセロの実力はドングリの背せい比くらべだ。だから読み切れる。

　黒石を握にぎる指先に焦あせりの汗あせが滲にじむ。オセロじゃなく、囲い碁ごの対局をしている気分だ。

「あなたの親なんて別に解かい放ほうしてもいいのよ。クビでもなんでも言い渡わたしてね。でもそれで元通りといく？」

「わけないだろ」

　揺ゆさぶりを無む視しするように盤ばん上じように集中する。だが盤の形けい勢せいを鳥ちよう瞰かんして、気づく。

　これはもう、詰つんでいるかも。

「あそこまで依い存ぞんしているんだぞ。それが唐とう突とつに失われたら自殺か、それか別の新しん興こう宗しゆう教きように鞍くら替がえするだけだ」

　だから、ただシラサギと教団を倒たおすだけではダメなのだ。

　あいつらの、両親の抱いだく詐さ欺ぎ師しへの夢ゆめを、完かん膚ぷ無なきまでにぶち壊こわしてしまわないと。

　オセロの方は手が止まっている。身しん肉にくを削けずられるように、選せん択たく肢しが狭せばめられている。俺は角の斜め左ぐらいしか打つところがない。だがそこに打ってしまうと、ほぼ確かく実じつに角を取られる。悪手だ。でも、打つしかない。暗雲と豪ごう雨うに晒さらされるように、心が荒すさぶ。

　相手に角を取られても確定石を増ふやせる布ふ石せきとなる場合がある。今回はまさにそれで、一気に右側の石を黒一色に染そめることができる。だが、取られた時点で負けである以上、好手にはならないのだ。完全に誘ゆう導どうされて、袋ふくろ小こう路じに立たされた。

　シラサギも既すでにそれに気づいているからこそ、会話に強く意い識しきを向ける余よ裕ゆうがある。

　この噓うそつきめ。なにがオセロは久ひさしぶりだ、絶ぜつ対たいに噓うそだ。

「分かる？　たとえ私を殺しても、なにも解かい決けつしないこと」

「俺おれの鬱うつ憤ぷんぐらいなら解決するだろ」

　痛いたいところを突つかれて視し界かいが乱みだれる。いくら考えても、他に手がない。

　斜ななめに打つ。シラサギはあらかじめ想定していた手を打ち、俺に選せん択たく肢しを与あたえない。

　ぱんぱんぱんと。演えん舞ぶのように決まりきった手を二人で打ち続けて、角が白色に染まる。

　右手側に刃やいばを突つきつけられたように。身動きできずに詰つみ、だった。

「私の勝ちね」

　ぐぅと、喉のどが奥おくで鳴る。それを必死に吞のみこんでから、だらしなく笑った。

「……チィーッス、シラサギさん」

　完敗の意を示しめすため、挨拶あいさつをやり直した。しかも舎しや弟ていキャラにまで成り下がった。

　シラサギもそれなりに満足したらしく、また踵かかとをテーブルに乗のせた。

　盤ばん上じようすべてが埋うまっていないのに、勝敗を決したオセロなんて珍めずらしい。

　奇き異いではあるが、シラサギの勝利の形は、これしかないのだろう。

　特とく殊しゆなルールに特化した打ち方。

　現げん実じつも同じだ。自分のルールで戦えば、勝利は舞まいこむ。そうしないと勝てないのだ。

　だからシラサギと、もうこのオセロで勝負する気はない。

　今日の目的は、俺という人間をやつに知らしめること。

　これから勝負をしかけようというのに、相手が俺を知らなかったら戦っていることにもならない。だから宣せん戦せん布ふ告こくに来た、それだけだ。そしてその目的は十分に達しただろう。

　なんなら奇き妙みような友ゆう情じようまで育はぐんでもいい。それは噓うそだ。

「勝負に来て負けてやんの。ダセェ」

　シラサギは容よう赦しやがない。仰おつしやるとおりだが、認みとめるのはシャクだった。

「言ったろ。今日は勝負じゃなくて、宣戦布告に来ただけ」

「それで負けてるんだからよりダッセェつの。外でもさん付けを欠かすなよ、デコ助野や郎ろう」

「勿もち論ろんさ」

　お前の名前など口にしてたまるか。

「いずれ、別のゲームで本当の相手をして貰もらう。そのとき、また会おうぜ」

　やつの目を睨にらみながら、再戦を誓ちかう。だがシラサギは即そつ刻こく、拒きよ否ひしてきた。

「嫌いやよ。私は忙いそがしいの。それよりハンバーガー買ってきてくれない？　頼たのんだのにあいつ、ちっとも帰って来ないのよね」

　テーブルに肘ひじを突きながらぶすっと膨ふくれる。

　あいつって、カワセミかな。いかにも寄より道とか好きそうなやつだったな。

「たまには自分の足で買いに行けよ」

　立ち上がりながら言うと、シラサギは苦笑いを浮うかべた。

「行けるならいくけど、信者の前では『わたち、お野菜しか食べられなーい』ってことにしてあるの。そっちの方が神様っぽいでしょ、なんとなく」

「っぽいな」

　シラサギがタスキを外し、靴くつを履はき直す。この部屋の扉とびらを開けた直後、またこいつは『神様』となるのだ。靴を履くか、履かないかだけで切り替かえができるなんて、笑ってしまう。

　髪を搔かき上げると同時に解とき放たれた光の翼つばさが、シラサギを包む。

「じゃあな。くたばれ神様」

「あなたこそ。ちゃんと学校行って、二度と来ないでね」

　笑顔で手を振ふって、別れの挨拶あいさつを交わした。







　そんなことがあった。

　あいつは強い。場数を踏ふんでいるからか、俺おれより肝きもが据すわっている。

　目的である宣せん戦せん布ふ告こくは果たしたが、敗北の記き憶おくが凄せい惨さんに心を毟むしる。

　だけど今までぼやけていた、明めい確かくなイメージができた。敵てきはあいつだ。

　あいつがその翼を神様になる能のう力りよくとしたように。

　この左目を、『シラサギを倒たおす能力』にしてみせる。

「が、勘かん違ちがいしちゃあいけない」

　リペイントの慎つつましさを踏ふまえて、行動に出なければいけないのだ。

　出来の悪い子こ供どもに妥だ協きようする心しん境きようとは、こんなところだろうか。

　入院中、俺がこの能力に関して悟さとったことは単たん純じゆん極きわまる結けつ論ろん。

　この力は戦うことに向いていない。だから、もう戦わない。
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「よっほいよっほいほいほい、へいっ」

「ごらー、ノリノリに踊おどってないでさっさと来い」

　部活仲間の同級生に叱しかられて、脇わきにピンクの画用紙をいくつも抱かかえていた成なる実みが腰こしの横よこ振ふりを中ちゆう断だんする。廊ろう下かのど真ん中で唐とう突とつに踊おどり出した成実は別べつ段だん、機き嫌げんがいいわけではない。平へい常じようであり、単になんとなく踊ってみたくなったというだけだ。その時点で平常ではないのだが。

　中学校の放課後は、来週に迫せまる文化祭の準じゆん備びで浮うき足立っていた。今日が金曜日で、土日を挟はさんでからの月曜日に、文化祭が行われる。雨天中止だが、天てん気き予よ報ほうでは晴れとのことだった。

　高校ほど本ほん格かく的てきに行うわけではないが、出店もするし出しゆつ展てん物ぶつもある。成実はクラスの出し物ではなく、部活の出店に参加するつもりだった。出店の内ない容ようはチョコバナナで、抱えている画用紙は屋台の飾かざりつけに使うものだった。売り上げは部費に回るので、真しん剣けんに取り組む部も多々ある。

　成実の所しよ属ぞくする卓たつ球きゆう部ぶはそもそも部員が少なく、今年の夏に引いん退たいした三年生を合わせても六人しかいない。そのため、成実も駆かり出されていた。来年、新入部員がいなければ廃はい部ぶなのに暢のん気きにチョコバナナ売っていていいのかと成実は思うが、在ざい籍せき中ちゆうは幽ゆう霊れい部ぶ員いんだったので強く言えない。

　同じく働かされている同級生の後を追って廊下を歩いていると、窓まど際ぎわに立つ女生徒が成実の目に留まる。開け放った窓の向こうにはグラウンドが広がっているが、文化祭の準備中なので走り回っている学生の姿すがたはない。が、そもそもその女生徒は目を瞑つぶり、なにも見ていなかった。

　巣す鴨がも涼りようである。ゴム紐ひもで後ろに纏まとめてある長ちよう髪はつが風に揺ゆれていた。周辺は不自然なほど距きよ離りを置いている。成実としてはそれよりも、窓ガラスに手をべったりとくっつけている方が気になっていた。そこは掃除の時間にあたしが拭ふいたんだぞ、と言いたかったのだ。

　今日は珍めずらしく、放課後まで学校にいるようだった。

　成実は巣鴨と面めん識しきがあった。石と竜か子げの入院中、病院に見み舞まいへ訪おとずれていた巣鴨と会い、食堂で食事を奢おごらせたことがある。三回ほど。成実は悪びれない。むしろ『巣鴨さんは噂うわさ通り、本物のオッカネモツィーやー』と諸もろ手てを挙げて喝かつ采さいする始末である。

　しかし巣鴨（金持ち成分含ふくむ）が好きかと尋たずねられれば、成実は首を横に振ふるのだった。

　理由は主に、その容よう姿しにある。

　が、苦にが手て意い識しきがあっても、知り合いを見て見ぬフリをする性せい格かくではなかった。

「そこのキミィ、暇ひまなら働くように」

　成実が肩かたを気安く叩たたいて声をかけると、巣鴨が目を開く。成実に目を向けた。まばたきを繰くり返して、唇くちびるは動かない。焦じれったくて、また成実から話しかけた。

「なにしてんの？」

「瞼まぶたって下ろしてるときの方が自然なんだね」

「は？」

「足の指を上に曲げてると疲つかれるけど、瞼は下ろしていても疲れないなぁと思って。上げていてもまばたきしたがるし、下ろしている方が普ふ通つうなんだなぁって。そう思ってたの」

「……あ、そう」

　骨ほねの髄ずいまで変な女だな。廊ろう下かで唐とう突とつに踊おどる自身を棚たなに上げて、成なる実みは困こん惑わくする。

　以前から巣す鴨がもは誰だれとも話さなかったが、最近は一いつ層そう、周囲から距きよ離りを置かれている。

　夏休み明けの二学期以来、巣鴨涼りようにはある噂うわさがつきまとっている。海うみ島しま達たつ彦ひこの死に関わっているのではないか、という類たぐいの話だった。夏休み中に巣鴨が夜中に出歩いている姿すがたも、海島達彦と一いつ緒しよに町を歩いていたことも同級生たちに目もく撃げきされている。

　そもそも、海島達彦が夏休み中に『事じ故こ死し』したという話自体、二学期の初めには様々な憶おく測そくや噂話が飛び交って収しゆう拾しゆうがつかなかった。海島達彦の死に雰ふん囲い気きに酔よって泣く女子は大おお勢ぜいいたけど、その一方で喜ぶ生徒も少なくはなかった。その理由は海島が目立つこと、女子に人気があること、そして不良だったこと。それらを忌き避ひし、妬ねたむ者は確かく実じつに存そん在ざいしていた。

　その頃ころの成実としては海島よりも、石と竜か子げの入院の方が気がかりだった。顔面には深い切り傷きずが交差し、その上、顔の右半分は包ほう帯たい巻まき。海島達彦の事故死とほぼ同時期に大おお怪け我がで入院していることから、その関かん連れん性せいを怪あやしむ声もあった。成実も石竜子本人に怪我の原げん因いんを尋たずねたことはあるが、返事は痛いたい自じ己こ陶とう酔すいの台詞せりふを無理して演えんじるだけだった。

「今日はあいつの見み舞まいに行かないの？」

　窓まど際ぎわに背せ中なかを預あずけて、成実が巣鴨の横に立つ。

「しょっちゅう行くと、石竜子くんが嫌いやがるから」

　その嫌がる顔を見るのが楽しくて、隠かくしきれないといった様子の笑顔で巣鴨が言う。顔はいいのに性せい格かくで損そんしている典型だな、と成実は横目で評ひよう価かする。夏休みに入る前の石竜子も似にたようなものだったが。

「しかしあいつ、なにやったんだろうね。右目なくなったって聞いたよ。いたー」

　その激げき痛つうを想そう像ぞうして成実が身み震ぶるいする。もし自分にそんな事じ態たいが降ふりかかったら発はつ狂きようしそうだ。そういう意味で成実の目には、大人おとなしく入院している石竜子が強く見えたものだ。

「あいつ、発言は痛いけどヘタレだから危き険けんなことに首突つっ込こまないと思うんだけどなー。かくいうあたしも小学生のときは、神の啓けい示じとか結けつ構こう聞いてたんだぜ」

　冗じよう談だんめかして薄うすっぺらい胸むねを張はる。巣鴨は無言で、表ひよう情じよう一つ変えない。

「あれ、冗談だったんだけど。笑うとこよかもちん」

「かもちん？」

　巣鴨が自分の顎あごを指差す。成実は即そつ興きようのあだ名に盛せい大だいに頷うなずく。

「かもちん」

「カモカモ」

　もう一度、巣す鴨がもが顔を指す。

「かもかも？」

「カモカモ」

　独どく特とくのテンポの会話が繰くり広げられる。しかも成なる実みは引かなかった。

「かもちんの方がいいって」

「カモカモだよ、私」

「じゃあかもかもちんにしとこう、なっ」

　折せつ衷ちゆう案あんを出してみた。巣鴨は口の中で何度かそれを復ふく唱しようした後、緩ゆるく首を振ふる。

「言いづらい」

「よし分かった、鴨かも系けいのあだ名は止めた。下の名前とかを基き本ほんにしよう」

　成実が適てき当とうに提てい案あんすると、今度は少し激はげしく拒きよ否ひするように、巣鴨が頭を振ふった。

「下の名前は男みたいだから好きじゃないの」

「ふぅん」

　巣鴨の下の名前など知らなかった。愛想笑いでごまかしつつ、成実が鼻を搔かく。

　すっかり話し込こむ姿し勢せいとなってしまい、部活の仲間は先に行ってしまった。

「………………………………………」

　実のところ、神の啓けい示じの下りは冗じよう談だんではなかった。誰だれも信用しないだろうから茶化しているものの、当時の成実は本当に、謎なぞの声を聞く機会が幾いく度どもあったのだ。自じ宅たくにいる際さい、聞き覚えのない声に謎の言葉を呟つぶやかれて、成実は大いに困こん惑わくと恐きよう怖ふを覚えたものだった。

　高学年で分別のつく年とし頃ごろだったのが幸いし、周りに触ふれ回ることはなかったのが石と竜か子げとの違ちがいだった。唐とう突とつに聞こえなくなってからは、『そういう年頃だった』と解かい釈しやくして、気に留とめないようにしている。

　しかし石竜子の目玉のような、小さな奇き跡せきと遭そう遇ぐうしたことで最近はその答えに疑ぎ問もんを持つこともあった。もしかすると、自分にも謎の超ちよう能のう力りよくがあるのかも知れない。

「錬れん金きん術じゆつとかいいなぁ。葉っぱを金に変えたいぜ」

「それ、錬金じゃなくてタヌキの術」

　成実の欲よく望ぼう全ぜん開かいの独ひとり言に巣鴨が突つっ込こむ。それから唐とう突とつに、成実の胸むねに手を伸のばした。

　ぺたぺたと確たしかめるように触れる。

「おぅ？　おおぅ？」

　成実が抱かかえていた画用紙を床に落としながら、両手を上げて仰のけ反ぞる。巣鴨は指先を見つめながら、ぽつりと言った。

「薄うすいね」

「うるせぇこの野や郎ろう」

「あなたってＡＶ観みたことある？」

「はぁ？」

　行動と共に会話が唐とう突とつに飛んで、成なる実みが狼ろう狽ばいする。その上、尋たずねられた内ない容ように対して眉み間けんにシワが寄よる。

「ないよ、そんなもん」

　殊こと更さら不ふ機き嫌げんそうに成実が答えるが、巣す鴨がもはそれを聞いていないように別の事こと柄がらを口にする。

　話題が繫つながっているのか、いないのか。それも不ふ明めい瞭りようだった。

「大きくする方法を研究中だけど、参考にならなかった」

　いやあんた十分に大きいから。
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「はいはい仰おつしやるとおりでさぁ」

　成実がやさぐれる。巣鴨は意に介かいさず、独どく特とくのテンポで成実に尋ねる。

「ところであなたの名前ってなんだっけ」

　今いま更さらかい。

「なるぴーって呼よんでいいよ」

　成実としてはもう一度自じ己こ紹しよう介かいなど面めん倒どうなので、色々とすっ飛ばす。

　すると巣鴨は穏おだやかな顔つきで言う。

「なるぴーさんって変な人だね」

　あんたに言われたくねぇよ。
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「……言っておくけど、私はなんでも屋じゃない」

　医者の元でリハビリを終えた帰り道、ナメクジの元に仕事の電話が舞まいこんできた。時じ刻こくは午後四時過すぎ、冬も間近な十一月とあって気温は下りのエスカレーターに乗っているように、一時間刻きざみで低くなっている。歩道の信号待ちで立ち止まりながら、ナメクジは向かい側のビルを見上げた。一階のクリーニング屋の看かん板ばんは右に傾かたむき、ビル自体も老ろう朽きゆう化かして煤すすけている。

　手前も向かい側も、信号の色が変わるのを待つのはナメクジ一人だった。

『知ってるよー。殺し屋だろ』

「そう。だから女の拉ら致ちなんて専せん門もんじゃない。気乗りしない」

『あーあれか。やっぱり王子様を救う方が盛もり上がるのか？』

「そんな頼たよりない王子にはときめかない」

　そもそも拉致と救うは意味が違ちがいすぎる。

『だよなぁ。俺おれも壁かべを蹴けり破やぶるお姫ひめ様さまの方が好きだぜ』

　電話の向こうの男は軽けい薄はくに、明めい朗ろうな笑い声を伝えてくる。ナメクジとしては即そつ刻こく、電話を切って耳みみ障ざわりなその声と縁えんを切りたかったが、信号が変わるまでは付き合おうと決めていた。

　その信号が変わる。ナメクジ一人で横おう断だん歩ほ道どうを歩き出す。

　風に吹ふかれて揺ゆれる右みぎ腕うでの袖そでを一いち瞥べつした。

「あんた知ってんの？　私、腕なくしたけど」

　ついでに仲間も失った。そちらに関しては言げん及きゆうしなかった。

『知ってるよ。大だい丈じよう夫ぶだって、お前が失敗したら次のやつに声がかかるだけだから』

　俺らのことは心配するな、と野太い声が明るく言う。初めからしてねぇよ。

「私で何人目？」

『七人目』

　諦あきらめろよ。どれだけ厳げん重じゆうな場所に住むお姫様なのやら。

　ナメクジは嘆たん息そくした後、一いつ旦たん電話を切ることにした。

「これからバイトがあるの。また後でかけ直す」

　相手の了りよう解かいを省いて通話を断たつ。そして携けい帯たい電でん話わをしまいかけて、思い立ったようにすぐ取り出す。親指で操そう作さして、アドレス帳を表ひよう示じした。ナメクジの目が細められる。

　並ならんだ名前をスクロールさせていき、ヘビとカエルの名前、番号を削さく除じよした。死人の番号などいつまでも登録していては、未練があるようで不ふ快かいだった。電話を上着のポケットにねじ込こみ、手もそのまま突つっ込みながらナメクジはパチンコ屋の駐ちゆう車しや場じようへ向けて歩いた。

　歩いている最中、考えることは先さき程ほどの電話についてだ。

　電話の相手は仕事の斡あつ旋せんを専せん門もんとする男だった。ナメクジはその男の本名は知らないし、直ちよく接せつ顔を合わせたこともない。やり取りはすべて電話越ごしではあるが、その軽けい薄はくな態たい度どと、陽気な語り調子で殺人の依い頼らいを紹しよう介かいしてくる声から人じん物ぶつ像ぞうを特定するのは容易たやすい。そして漢字の読み間ま違ちがえが多く、時にわざと相手の名前を誤ご読どくして相手をからかう意地の悪さも窺うかがえた。

　三ヶ月前に関わった廃はいビルの一件けん、『アメンボ殺し』の紹介もこの男からだった。請うけたのはカエルなので、ナメクジとしては恨うらむのも筋すじ違ちがいではある。そもそも恨んだところで、男を愉ゆ快かいな気持ちにさせるだけだとナメクジも理り解かいしていた。親指を嚙かみ、気を落ち着かせる。

「……ていうか、無理だし」

　これまでに六人が失敗しているような依頼を自分が達成できるとは思えない。

　話を聞く、聞かないに関わらず、断ことわるのが賢けん明めいと判はん断だんした。

　横断歩道を渡わたってすぐ、再ふたたび電話が鳴る。舌した打うち混まじりに電話に出ると、先さき程ほどと同じ声がナメクジの左耳を覆おおった。見上げていた、煤すすけたビルの壁かべに背せ中なかを寄よせて、溜ため息いきを吐つく。

『後にすると俺おれちょっと用事あってさぁ、だから今話そうね』

「切った直後にまた電話するとか、女に嫌きらわれるよ」

『いや勝手に切ったのはそっちだろ？　だから勝手にかけるのはこっちの都合だ』

「だからの使い方がおかしい」

『なんだバイトって国語の先生か』

「もういい。本題に入って」

　壁かべに頭を打ちつけてから、ナメクジが不ふ機き嫌げんな声を出す。バイトに遅おくれそうだった。

『本題もなにもさっき話したじゃないか。女を連れてきてくれって』

「無理。六人失敗してるのに」

『下手な鉄てつ砲ぽうもなんとやらだ。何度失敗の報ほう告こくしても、またすぐ依頼してくるんだよね』

　へぇ、とナメクジが多少の興きよう味みを抱いだく。そこまで執着するほどの依頼は滅めつ多たにない。振ふられた男が女に復ふく讐しゆうしようとでもしているのかなと、そんな予想をしながらナメクジが尋たずねる。

「一いち応おう聞いてみるけどその女って有名人なの？　名前は？」

　男が低てい俗ぞくな笑い声をあげる。不ふ快かいなその声に、また電話を切りそうになった。

『猪い狩かり友ゆ梨り乃の。芸名だろうけどね』

「芸名？」

『知らん？　女じよ優ゆうだよ』

　ナメクジは道路に目を泳がせて、記き憶おくを探さぐり、思い出せないと結けつ論ろんする。

「知らん」

『ま、知らんわなぁ。ＡＶ女優だもん』

「……そりゃ、疎うといわね」

　一いつ瞬しゆん言葉に詰つまった。その反はん応のうを男は面白がり、また下品に笑う。

　先さき程ほどの笑い声の正体を察して、ナメクジが携けい帯たい電でん話わを握にぎりしめる。

『あ、元ね。急に引いん退たいしちゃったけど、ちょっと前は人気あった子なんだぜ』

「結けつ構こうなことね」

『どんな子か知りたいならサンプル送ろうか？』

「いらない。どうせ仕事も請うけないから」

『まぁそう言わんと。写真ケータイに送ったから』

　着々と受ける方向で話を固めていこうとする男に、ナメクジが辟へき易えきする。

　ナメクジは冷えてきた太ももを擦こすり合わせながら、請ける、請けないを無む視しして会話する。

「その女じよ優ゆうさんを拉ら致ちしてなにするわけ？　見当もつかないんだけど」

『さぁねぇ。撮さつ影えい会かいでもすんじゃね？　それなら俺おれ、呼よんでほしいなぁ』

「くたばれ」

『やましい気持ちなんかないって。サインが欲ほしいだけだよー』

　幼よう児じのように足をばたつかせる音が聞こえてきた。

『ただなんかな、すげーこと言ってた』

「え？」

『そいつを利用すれば世界をひっくり返せるとか危あぶないこと言ってたのよ。依い頼らい者しやさんがね、電話越ごしにそんなこと言うわけ。オヂサン怖こわいわー』

「……利用？」

　その言葉にナメクジの眉まゆが寄よる。巣す鴨がもを連想して、不ふ快かいを生む言葉だった。

『とにかく顔写真見てみろって。惚ほれるかもしんねーから』

「アホか」

　性せい別べつ考えろ。そう言いつつ、あまりにしつこく勧すすめられるので少々の興きよう味みから、ナメクジが携帯電話を操そう作さする。新着メールを開き、送そう附ふされている画が像ぞうを表ひよう示じした。

　そこでナメクジの吐と息いきが止まる。まばたきも、擦り合わせていた太ももも、停止する。

　それだけの衝しよう撃げきを一枚まいの画像から受け取っていた。

　液えき晶しように映るその女性は、巣鴨涼りように似にていたのだ。

　それがナメクジのスイッチを押おす。

　切れ長の瞳ひとみが道路を険けわしく睨にらみつけて、口もとが引き締しまる。ばぐばぐばぐと、なにかを咀そ嚼しやくでもするように顎あごが激はげしく動き、頭皮から汗あせが噴ふき出す。

　そして脳のうに赤い亀き裂れつが走った瞬しゆん間かん、ナメクジの頰ほおが吊つり上がる。

　瞳どう孔こうが開き、まばたきを忘わすれた彼女はその目元とちぐはぐに、笑った。

「……がも、……がも、……がも」

『ん？　なにぼそぼそ言ってんすかぁ？』

「やる」

『おぅ？』

「請うける。できるか保ほ証しようはしないから、八人目を探さがしておいた方がいいけど」

　今度は男の方が言葉に詰つまった。唐とう突とつなナメクジの心変わりに、警けい戒かいを抱いだくようでもある。

　ナメクジの方は引きつった笑顔を浮うかべたまま、動かない。目玉も飛び出たままで、顔つきは餓が鬼きかグールのようでもある。飢うえながら、瞳ひとみだけが生気に濡ぬれて露ろ出しゆつしている顔だった。

『んー、あー、どうした急に。ドキドキするもの見つけたか？』

「なにそのアホっぽいキャッチコピー。しねぇよドキドキ」

　仕事先で恐きよう怖ふに駆かられたとき、ナメクジの心しん臓ぞうはそんな悠ゆう長ちように音を立てない。

　バクバクと鳴るのだ。そして決まって血の流れが加速し、頭ず痛つうを発はつ症しようする。

「詳しよう細さいは後で、うんファックスでいいから。よろしく」

『上う手まくいくといいなー。ほら七って縁えん起ぎがいいだろ？　この間も麻雀マージヤンで七萬チーワンがさぁ……』

　無む駄だ話ばなしに付き合っている時間はなかった。すぐに電話を切る。

　そしてナメクジは、液えき晶しように表ひよう示じされた通話時間と番号に舌したを出した。

「ひ、っひ、ばぁか、っひ」

　胃でも痙けい攣れんしているように声は上うわ擦ずり、安定しない。

　依い頼らいを請けたものの、ナメクジにそれを達成するつもりは毛頭なかった。

　むしろメチャクチャにしてしまうつもりだった。

　この誘ゆう拐かい相あい手てと出会ったとき、殺さない自信もない。

　そして、なにより。

　今の自分を包む『それ』に身を委ねれば、その答えは分かりきっていた。

　片かた腕うでを失った日から、ナメクジにとって絶ぜつ対たいの価か値ち観かんとなったことがある。

　それはどんな理由の元であっても『利用する者』を、許ゆるさないということだ。
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「うーむ」

　読み終えた小説を棚に戻しながら感心する。その本には興味深い点として、狼の記述があった。狼は孤独だというのだ。よくある表現だが、本来の狼は群れる生き物だ。その中で、たまたまはぐれたやつや、群れから追い出されたやつが日本ではいい意味で扱われるというのも面白い。こうした解釈は、今の俺と、そしてこの左目になにより必要なものだった。

　自室に籠こもって本ばかり読み耽ふけっていると目が乾かわいて痛いたむ。時計を確たしかめると、午後五時に差しかかろうとしていた。家の前の通りを歩く、中学生たちの大きな話し声が二階にまで届とどいた。部活の生徒以外も、文化祭の準じゆん備びで学校に残っていたのだろう。

「髪かみうぜぇ」

　首にかかっている後ろ髪を払はらう。退たい院いんした後も床とこ屋やに行ってないので、髪が伸のび放題だった。雑ざつ草そうを彷ほう彿ふつとさせる繁はん殖しよく具ぐ合あいで、櫛くしもロクに入れていないから寝ね癖ぐせが定着してしまった。

　だけど床屋は髪を切られている最中、不意に動けないうえに背せ中なかを取られるから、どうしても行きたくなかった。そうなると自分で切るしかないが、失敗を考えると尻しり込ごみしてしまう。

　巣す鴨がもが見舞いに来てから三日経たった。その間、成なる実み以外は誰だれもやってこなかった。その成実も冷れい蔵ぞう庫この中にあったハムを食べてから、さっさと帰った。なにしに来たんだ、あいつは。

「ハムを食いに来たんだろうな」

　あっという間に答えが出た。ま、あいつはどうでもいい。俺おれの悩なやみとなんにも関係がない。

　それでいいのだ。下へ手たに関わって海うみ島しまみたいになったらかなわない。

　椅い子すに座すわり直して、背もたれを軋きしませる。放っておいたデスクトップのパソコンの画面を見て、マウスを操そう作さする。真っ暗だった画面が切り替かわって、ネットオセロの待合室のページが表ひよう示じされた。しばらく時間が経たって夕方にさしかかっているからか、先さき程ほどより人が増ふえていた。

　中学に入ってから部活には参加していないが、その代わりとばかりに放課後の時間を埋うめていたのはネットオセロだった。家にそのまま帰るのが嫌いやだから一時間ぐらい、漫まん画が喫きつ茶さに寄よって暇ひまを潰つぶしていたことが趣しゆ味みの始まりだった。備そなえつけのパソコンのデスクトップアイコンに、オンラインゲームの一いつ環かんとしてオセロがあったのだ。

　将しよう棋ぎ、チェス、囲い碁ごといったゲームのルールも知っていたし、実じつ際さいに遊んだこともあるが、もっとも勝しよう率りつが良かったのはオセロだった。相あい性しようが良いのかも知れない。

　だからシラサギとのオセロ勝負も自信がなかった、と言えば噓うそになる。

　特とく殊しゆルールを用いないオセロなら、きっと負けはしない。だけどあいつはきっと、その特殊なルールでしか勝負しないだろう。それがもっとも勝率を高めると知っているからだ。

　紛まがい物の力しか持たない俺たちは、すべての局面で打ち勝つことはできない。

　待合室を一通り検けん索さくしてみたが、ライバル共と知り合いは入室していないようだった。みんな俺ほど暇ではないというわけで、少々寂さびしい。いや、俺だって暇じゃあいけないのだが。

「あ、一人来た」

『ババジュク』が入室してきた。こいつはライバルの方に該がい当とうする。顔文字全開で読みづらい挨拶あいさつ文ぶんを送ってきたので、無ぶ難なんな返事をしておく。またすぐ顔文字だらけの返事が来たので、こっちは無む視しした。本人も意味分かって文章打ってるのかこれ、と疑ぎ問もんである。

　名前の由来は知らないが、このババジュクというやつは特殊ルール専せん門もんの打ち手だ。一秒以内に打たなければ負けという早打ちのルールでしか勝負しない変わったやつで、しかしその勝負においては現げん在ざいまで負けなしの戦せん績せきを誇ほこる。あまりに強いので、機械に打たせているのではないかという噂うわさだった。

　俺おれはこいつに三戦挑いどみ、全敗を喫きつしている。どうも俺は考えながら打つ方が性しように合うようだ。

　急かされると慌あわてふためいてしまう。基き本ほん、ヘタレだからな！　がははは！　笑えねぇ。

『げんきぃー？』

　顔文字ばかりだと返事が来ないので、簡かん潔けつな文章になった。普ふ段だんの会話の文面から察するに女性のようだが、成りすました男性の線もあり得る。女性の方が周囲の男の待たい遇ぐうがいいからな。俺の方は『ＳＤＣ』で登録して、態たい度ども普段そのままである。

　つまり、ちょっとイタイと周囲に思われている。そういう部分もあの事じ件けん以来、すっかり大人おとなしくなってしまったよなぁと寂さびしくさえある。もうあそこまで天然で自じ信しん過か剰じようではいられない。逆ぎやくにあの自信が今必要で、演えん技ぎしなければいけない状じよう況きように傾かたむいてきているが。

『げんきー。やっほー』

　画面越ごしに手を小さく振ふる。なんとなく相手も振っていそうだった。

『週部する？』

『しゅうぶ？』

『変へん換かん間ま違ちがえた。勝負ね、しょーぶ』

　勝負ねぇ。頰ほお杖づえを突つきながら一考し、断ことわることを決める。

『やめとく。俺は勝てる勝負しかしないのだ』

『あら残念』

　その簡かん素そな文の後は、また顔文字を迷めい惑わくメールばりに送りつけてくる。相手が面めん倒どうなので無む視しして、他の対戦相手を探さがすことにした。

　こいつの他には『なるぴー』っていう知り合いもいる。こいつに関しては説明するまでもない。こいつがいたから、数ある中からこのコミュニティに参加したようなものだ。通つう算さん戦せん績せきは４勝５敗。可かもなく不可もなくと言えよう。興きよう味みがないからか、勝負の頻ひん度ども高くはない。

「それはさておき。あー分かってる分かってる、皆みなまで言うな」

　独ひとり言で自分をいさめる。

　本当はオセロしている場合じゃないということは、重じゆう々じゆう承しよう知ちだ。

　文化祭の準じゆん備びに奔ほん走そうする、ということでもなく。

　この三ヶ月、ずっと考えている。俺はどう、神様と戦えばいいのか。

　あいつを殺しても両親は救われない。両親のことを切り捨すてるとしても、刺さし殺したから勝ちなんてあり得ない。失しつ脚きやくさせる必要がある。そのために、どう戦うか。

　俺が戦わないと決めた以上、他に戦うやつが必要だ。それも、超ちよう能のう力りよく者しやがいい。

　できればシラサギの息がかかっていないやつ。多くの人間に知られていない、未知の能力者が欲ほしい。それでいて便利なやつ。そんなお得な物ぶつ件けん探さがしに近い難なん題だいをどう解かい決けつするか。

　超能力者と商談するコネなどない。カワセミあたりに仲ちゆう介かいして貰もらえばなんとかなるかも知れないが、どうやって連れん絡らくを取るのかも分からない。巣す鴨がもに頼たよる……は、保ほ留りゆう。最後の手しゆ段だんだ。

　それとやはり金だ。雇やとう際さいに大量の金がいる。だが一いつ介かいの中学生である俺おれにそんな金を作るツテはない。巣す鴨がもに縋すがる？　また巣鴨か。結局、あいつの協力がないとなにもできないのか。

　頼たのんだら本当になんでも、ポンと出てきそうだけど、それが怖こわい。

　あいつを利用した気になっていると、いつの日か必ず喰くわれそうだった。ドラえもんのように便利だが、リスクが大きい。よって喪も黒ぐろ福ふく造ぞうの方に近い。絶ぜつ対たいにしっぺ返し、利子、その他諸もろ々もろがある。巣鴨を利用するときは、相そう応おうの覚かく悟ごが必要ということだ。

「………………………………………」

　なにをするかの答えはある。だけど、それを行うことへの決意が弱い。

　俺の思い描えがく戦い。それは信者の奪うばい合い。

　俺もシラサギのように信者を作り、かき集めて、新しん興こう宗しゆう教きようを台頭させる。

　その宗しゆう教きよう団だん体たいでシラサギの教団の勢せい力りよくを塗ぬり替かえて、やつの力を失わせる。

　あの光の翼つばさをむしり取るのだ。この左目と俺が、それを成す。……予定だ。

「シラサギのようになる、かぁ」

　同じ穴あなのムジナになる。あれだけ嫌きらいなやつと同じ道を辿たどる。

　そんな資し質しつが俺にあるのだろうか。あったとして、俺みたいなやつを増ふやす覚悟が弱い。

　しかしいくら考えても、他に超ちよう能のう力りよくがない俺には方法を思いつくことはできなかった。

「お？」

　ネット上で、誰だれかが対戦を申し込こんできた。ババジュクではないが、有名なやつだった。

　勝負に誘さそってきたのは、常じよう勝しよう無む敗はいと非ひ難なん囂ごう々ごうの対戦相手だ。
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「なるぴーさん」

「さんはいらねえってばよ」

　成なる実みが無む駄だに得意げに言うと、隣となりを歩く巣鴨は素す直なおに、或あるいはなにも考えていないように愚ぐ直ちよくに言い直す。

「なるぴー」

「なーにかなー？」

「疲つかれた。おんぶして」

　携けい帯たい電でん話わを弄いじりながら、巣鴨が片かた腕うでを突つき出す。せめて引っ張ぱってくれと言いたげなその腕を、成実は弾はじいた。

「王様かおみゃーは。歩け歩け」

　成実の頭の中では、馬車馬となった巣鴨に鞭むちをくれる自分の姿すがたを見ていた。げはげはと腰こしに手を当てて笑うその同級生を、巣鴨はぼんやりとした目つきで眺ながめていた。

　遠くの祭りの滲にじんだ灯りを見ているような、若じやつ干かん惚ほうけた顔つきである。

　あの後、成なる実みは文化祭の準じゆん備びに戻もどり、そこに巣す鴨がもも引っ張ぱっていった。文化祭の手伝いに協力などしてくれないだろうが、成実には別の思おも惑わくがあった。

　それから準備が終わった後、成実は『一いつ緒しよに帰ろう』と巣鴨を誘さそったのだった。そしてその結果、通学路を二人で歩いているのだった。

　歩きながら、成実は大いに首を傾かしげる。

「おかしい。これ、おっかしーぜー」

　巣鴨が車で送り迎むかえされていることを知っていた成実としては便乗して送ってもらうつもりだったのだが、アテが大いに外れた形となる。帰ろうと誘われた巣鴨はなぜか送り迎えの車を先に帰してしまい、歩くことにしたのだ。しかもそのくせ、十分歩いたあたりで音ねを上げた。

　午後五時を過すぎ、十一月の空は緋ひ色いろに暮くれている。通学路は準備の帰りの中学生で賑にぎわい、道路もまた、乗用車の渋じゆう滞たいができていた。成実たちが歩いてきた手前側の道路は隙すき間まもないほどに行列ができていて、反対側はがら空きとなっている。通る車もまばらで、その風景は成実にとって新しん鮮せんなものだった。今は普段、ほとんど通らない道を歩いている。

　成実の家とは正反対の方角だった。かといって、巣鴨の家へ向かっているわけでもない。成実としては最初のアテが外れたので、もう一つのものを狙ねらっていた。

　車の代わりに巣鴨の横顔を眺ながめる。成実の中に苦いものはこみ上げるが、嫌けん悪お感かんではない。

　入院中の石と竜か子げに『巣鴨には気をつけた方がいいぞ』と忠ちゆう告こくされていたが、どこをどう注意すればいいのか、成実には分からない。変なやつでお嬢じよう様さまだが、一見、それだけなのだ。

　携けい帯たい電でん話わをしまった巣鴨は後ろを振ふり向いて、白シロヤギの潜ひそんでいそうな位置を幾いくつか探さがした後、成実の隣となりに並ならび直す。成実は知る由よしもないが、巣鴨の護ご衛えいとして白ヤギが隠かくれながら後を追ってきている。建物の影かげや死角を利用して身を隠していることもあり、巣鴨との距きよ離りは一いつ足そく飛とびで埋うめるには遠い。だが道みち端ばたで誰だれかに襲おそわれでもしたら、巣鴨は迷まようことなく成実を盾たてに使って、自分が距離を詰つめる時間ぐらいは稼かせぐだろう。白ヤギは巣鴨の『トカゲの尻しつ尾ぽ切ぎり』に関しては信用しているため、距離を縮ちぢめる必要はなかった。

「なるぴーは石竜子くんの友達だよね？」

　巣鴨が尋たずねると、成実はへらへらと軽けい薄はくに笑う。照れ隠しのようだった。

「友達だねぇ。ちょっとイタイ発言が多いけど、結けつ構こう面白いやつだし」

　それに、事じ情じようが似にたり寄よったりだから。口の中で、成実はそう付け足す。

　家庭の事情に触ふれられたくないということは成実も石竜子と同様だった。そうした意い識しきが、石竜子への友情を育はぐくんだのかも知れない。成実はそう思っている。

「かもちんは？　あいつの彼かの女じよ？」

　あいつのもとに甲か斐い甲が斐いしく通う女子生徒など、彼女以外思いつかない。しかし一方で気になるのは、石竜子本人は巣鴨のことを話すときに萎い縮しゆくした様子を見せることだった。のび太がジャイアンの暴ぼう力りよくを語るときの雰ふん囲い気きに近い。一体、どういう関係なのだろう。

「うーん、片かた想おもいかな」

　巣す鴨がもが言葉を選ぶように、石と竜か子げとの関かん係けい性せいを語る。成なる実みからすれば意外なものだ。

「なんとまぁ。あいつに選えり好ごのみする余よ裕ゆうがあったとは」

　顔はそれなりに整い、清せい潔けつ感かんもある。髪かみは染そめてもいないのに強い栗くり色いろとあって、外見だけならクラスの女子にも人気がある。しかしその言動と家か庭てい事じ情じようが、石竜子の敬けい遠えんされる理由だった。前半は自じ業ごう自じ得とくである。本人はノリノリだったので気にしていないようだったが。

　通りかかったパチンコ屋の駐ちゆう車しや場じようを一いち瞥べつしてから、成実が巣鴨に振ふり返る。

「かもちんってたこ焼き好き？　つーか食べたことあんの？」

　考案したあだ名を押おし通すように使う。巣鴨は「あるよ」と後半にだけ答える。そうして頷うなずいた際さい、豊ゆたかな胸きよう部ぶが上下に揺ゆれる。いいもの食ってんだろうなぁ、と成実はどこに羨せん望ぼうしているのか曖あい昧まいだった。安っぽいものを食べさせれば引っ込こんだりしないだろうか。

「ほっほぅ。オッカネモツィなのにあるのか」

「むしろお金持ちだから色々食べるの」

「うん、それもそうか。で、ここのたこ焼きちゃんが結けつ構こうおいしいわけよ」

　成実は中学校に入学した直後、好こう奇き心しんから色々と寄り道していた。これはその収しゆう穫かくの一つだ。

「ふぅん」

「食べようね」

　成実が巣鴨の後ろに回りこみ、肩かたを押おす。巣鴨は足を動かさず、踵かかとを削けずりながら押されていく。『こりゃ楽だわい』とばかりに怠なまけていた。身を任まかせ、がくがくと頭が揺れている。

　駐車場を斜ななめに横切って屋台の前まで押した後、成実の中にふと疑ぎ問もんが湧わいたので巣鴨の顔を覗のぞきこむ。巣鴨の方は、運ぶのはもうお終しまいか、と窺うかがう顔つきだった。

「小こ銭ぜに持ってる？」

　奢おごらせる気満々だった。

「うん、あるよ」

　巣鴨が財さい布ふを取り出す。巣鴨は通学用の鞄かばんを持っていないので、その手に財布と携けい帯たい電でん話わを握にぎりしめている。子こ供どもが自分の財布や玩具おもちやを摑つかんで離はなさないようにも見えて、少し微笑ほほえましい。

「えーっらしゃい、えらっしゃい。……くそぅ、マイマイまだー」

　たこ焼き屋として機き能のうする車の中で、化け粧しようの濃こい娘むすめがぼやいている。何度か買い食いしたことのある成実が「オイッス」と挨拶あいさつして、八個こ入りを一舟ふね注文した。

「はい毎度。四百円ね」

「四百円だって」

　成実がニコニコと巣鴨を見る。ちなみにこのとき、成実は財布も持っていない。

　代金を払いながら、巣鴨が顔を上げて成実に言う。

「思い出した。石と竜か子げくんが言ってたけど、なるぴーはアホだったね」

「なぬ。……あの野や郎ろう」

　人のいないところで好き勝手言ってくれる。仕返しにあいつを好き勝手言ってやろう。

「あ、それは普ふ段だんからだった」

　むしろあいつの方が仕返しだったのか、こりゃ一本取られた。成なる実みは愉ゆ快かいそうに頭を搔かく。

「焼きたての入れてやるからちょっと待ってなさい」

　娘むすめが慣なれた手つきで鉄板のたこ焼きをひっくり返す。巣す鴨がもはそれに見み惚とれるように、回転するたこ焼きを間近で眺ながめている。その食い付き方に、成実は珍めずらしいものを見た気がした。

「かもちんの将しよう来らいの夢ゆめはたこ焼き屋さんかなー？」

　おどけて尋たずねると、巣鴨が柔やわらかく首を振ふった。

「ううん、目玉焼き屋さん」

　あるのかそんな商売。成実は首を傾かしげ、巣鴨は自身の発言に目を輝かがやかせる。

「まーだこねぇのかよー、るるるー」

　一方、たこ焼き屋の陽気な歌うた混まじりに聞こえてくるのは、明らかな愚ぐ痴ちだった。

「どうしたの？　愚痴ってるけど」

「新入りが遅ち刻こく中ちゆうなんよ。雇やとって四日目だし、三みつ日か坊ぼう主ずは過すぎたはずなんだけどね」

「さぁーどうかなー」

　顔も知らない新入りについて、成実が思わせぶりに相づちを打つ。巣鴨は無む反はん応のうだったが、途と中ちゆうで振ふり向き、「あ、そうなんだ」と独ひとり呟つぶやいた。目め端はしに、僅わずかに愉ゆ快かいなものを浮うかばせて。

　やがて、焼き上がったたこ焼きを成実が受け取る。

「来週んときも来いよ」

「気が乗ったら必ず行くべ」

　そんな挨拶あいさつに巣鴨の目が一いつ瞬しゆん反応したが、なにも言げん及きゆうはしなかった。

　駐ちゆう車しや場じようの隅すみに二人で移い動どうして、たこ焼きのパックを開く。ソースの香かおりが湯気と共に広がる。

　たこ焼きの上で踊おどる削けずり節ぶしごと、成実と巣鴨の爪つま楊よう枝じが突つき刺さした。

　それを口に運び、「あひぃほぃひ」と目を白黒させているのが成実で、巣鴨の方は端っこから丁てい寧ねいに囓かじる。細かく嚙かんで咀そ嚼しやくし、吞のみこむ。たこ焼きも作法とかあるのかなと、口の中と舌したを火傷やけどした成実が涙なみだ目めでそんなことを考えた。

「どうよ、美お味いしいっしょ」

「うん。面白いね」

　微び妙みようにすれ違ちがった感想を述べた後、巣鴨がたこ焼き屋を横目に、無む防ぼう備びに頰ほおを緩ゆるませる。

　その顔つきは、なにかを待ち望む期待に笑っているようにも見えた。

「ん？　そんなにたこ焼き焼くとこが好きなの？」

「べつに。このたこ焼き屋には、必ずなるぴーと一いつ緒しよに来ようと思っただけ」

　そんなことを嬉うれしそうに言う巣す鴨がもに、成なる実みは「光栄です」と、照れた鼻先を搔かいた。
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　すいませんすいませんと、ナメクジは路上で頭を下げ続けていた。耳もとには携けい帯たい電でん話わがあり、電話先に平ひら謝あやまりしているようだった。上半身が折れる度、右みぎ腕うでの袖そでが揺ゆれることもあって、道を行く人たちからの一いち瞥べつを受け続けている。

「明日は必ず行きます、本当に申し訳わけありません」

　実体験はないが、ドラマでよく見る会社員の真ま似ねをしてナメクジが謝しや罪ざいを続ける。

『んむ、分かった。明日遅ち刻こくしたらクビか焼き土ど下げ座ざね』

「クビでいいです」

『たこ焼きの材料にしてやる！　うぇ、言ってて気持ち悪くなった』

　電話の向こうでたこ焼き屋の娘むすめが呻うめく。その後も数回謝ってから、ナメクジがようやく顔を上げた。欠けつ勤きんする旨むねを伝え終えて電話を切り、来ていた道を引き返す。バイトには向かわず、マンションへ戻もどるつもりだった。絶ぜつ好こうの機会を空から振ぶりしたことに気づかないまま、遠ざかる。

　右腕がないというハンデを抱かかえて、ナメクジに余よ裕ゆうはない。

　殺し屋が次々に失敗する仕事、しかし。死に行くつもりはなかった。

　巣鴨への復ふく讐しゆうを済すませるまで、ナメクジの生きる意い志しは揺らがない。

　バスに乗って十五カ所ほど停てい留りゆう所じよを越こえた先にある町へと帰る。ナメクジの住すみ処かは本来、この町と縁えんがない。アメンボ殺しの仕事が舞まいこんでくるまで足を運んだこともなかった。

　事じ件けん以来、ナメクジがこの町にいるのは、巣鴨を殺害する機会を窺うかがうためだった。

　バスに揺られること一時間、昂たかぶっていた気持ちはその間に落ち着く。バスを降おりる際さい、料金を支し払はらうときにナメクジは舌した打うちをこぼす。この国は右利きに有利すぎる。バスの料金を払う箱、電車の改札、なにもかもが右手側にある。以前はその恩おん恵けいを自分も与あずかっていた。

　こうした些さ細さいなことがナメクジの中で、巣鴨への怒いかりを再さい燃ねんさせる。

　不ふ機き嫌げんなままバスを降りて、全力で走って帰路を行き、マンションの下へ到とう着ちやくする。以前はカエルとヘビも別の階に住んでいたが、今はもういない。

　あいつらの部屋はどうなっているんだろう。

　そんなことが気になったが、ナメクジはそれを振ふり切るように、早足で進む。

　エントランスホールを抜ぬけて、エレベーターで七階へ上がる。子こ供ども連づれの住人と乗り合わせ、不ぶ躾しつけな視し線せんを右手側に向けられたが、ナメクジは目を瞑つぶって無視した。エレベーターが上じよう昇しようする。浮ふ遊ゆうの感覚に身を委ねる。箱の底をひっくり返されたような不安感に、鳥とり肌はだが立った。

　母子は四階で下りた。その後、ナメクジ一人で七階へ上がる。

　真っ直ぐに部屋へ戻もどって、靴くつを脱ぬぎ散らかして廊ろう下かに上がる。ファックスのある部屋へ入り、窓まど際ぎわに座すわりこんだ。側頭部をガラスに打ちつけて、ぼんやり、外の景色に目をやった。

　ナメクジの住む場所は、先さき程ほどまでいた町より繁はん栄えいに満ちていた。空港が近く、飛行機の飛び交っている姿すがたと風切り音が印象に残る。ナメクジの目に映うつる夕ゆう暮ぐれの空にも、飛行機が飛んでいった証あかしである一直線の雲が残っていた。

　橙だいだい色いろに染まる町まち並なみは、どの窓に明かりが灯っているのか判はん別べつがつかない。町は等しく染そまり、等しく自じ己こを失っている。ナメクジは黄昏たそがれ時どきをそう捉とらえる。緋ひの光に塗ぬり潰つぶされて、苦い記き憶おくばかりが蘇よみがえるこの時間帯に、ナメクジは目を背そむけるように俯うつむいた。

　マンションは２ＤＫで、一人で暮らすには少々広い。一部屋は物置となっていた。以前は規き約やくを無む視しして猫ねこを飼かっていたが、今はいない。カエルが殺してしまったのだ。

『自分に懐なつかない』という理由で。

　それから数分経たつと、携けい帯たい電でん話わが鳴った。ナメクジは中ちゆう腰ごしで充じゆう電でん機きの側に移動し、携帯電話にコードを繫つなげる。それから耳もとに電話を添そえる。充電中の電話は先程より微かすかに温度を増ましていた。

『読んだぁ？』

　喉のどに粘ねばつく痰たんのような印象の、爽さわやかと縁遠い声が鼓こ膜まくに張はりつく。

「今読もうとしたところ」

　そう言って、ナメクジが足の指でファックス用紙を回かい収しゆうする。

『お、丁度いいね。読みながら一いつ緒しよにお話ししようよ、お便りガンガン募ぼ集しゆう中ちゆうね』

　男の声を無視して、ナメクジが目を細める。誘ゆう拐かい相あい手てである猪い狩かり友ゆ梨り乃のの所しよ在ざい地ち、経けい歴れきが記しるされている。本名も記き載さいされていた。目的はこの女性を速すみやかに誘拐し、依い頼らい者しやに引き渡わたすこと。報ほう酬しゆうはナメクジの頭から触しよつ角かくが飛び出しても不思議じゃない、桁けたの飛んだ金きん額がくだった。

　それと猪狩友梨乃の顔写真も載のっている。改めて見ても、ナメクジの目が吊つり上がる。

「……一つ聞いていい？」

『さっきも色々聞いたじゃん』

　男の茶々は無視して、ナメクジが書類の向こうに目をやる。窓まどからの西日を睨にらんだ。

「なんで私に頼たのむの？　他にもっとマシなのいるだろうに」

『いやー、オメーもなかなかのもんだと思うぜ。必用なとき、躊ちゆう躇ちよなく刺させるしよぉ』

「そんなの、殺し屋なら当たり前」

　そうした人間としての『欠けつ陥かん』を、資し質しつに変えることで辛かろうじて生き残る。

　それが、ナメクジの持つ殺し屋というものの在あり方だった。

『でもねぇって。ほらさぁ、殺し屋つっても本当に殺すことしかできないやつと、分ふん別べつつくやつの二種類がいるわけじゃん。当然、人ひと攫さらいを任まかせるなら殺すしか能のうのないやつでは不ふ適てき当とうだろ。お前さんは分別つく方、だと思っているんだがね』

　男の方はおだてているつもりかも知れないが、ナメクジの顔に浮うかぶのは冷笑だった。

「それを今までの六人にも言った結果は？」

『大失敗。いやー、俺おれの信用ガタ落ち。今度こそ頼たのむよ』

　ナメクジが鼻を鳴らす。ついでに、そのまま地じ獄ごくに堕おちろと舌したを出した。

「あんたの子こ飼がいのやつにやらせたら？　いるでしょ、何人か」

　それができないから自分に頼んでいると分かっていて、ナメクジは意地悪を口にする。

『一人とびきり優ゆう秀しゆうなのはいるよ。超ちよう能のう力りよくはねぇけど、異い常じように強いやつ。でも残念なことに、人殺し以外なんもできないんだよね。放っておくと食事も取らずに部屋で倒たおれて死にかけてるんだぜ、もう面倒みきれねぇよ。まー頭弱いからね、しょうがないよね』

　男がうんうんと一人、頷うなずいているようだった。誰だれだろう、と有名所の殺し屋を何人か思い出してみたが、ナメクジが実じつ際さいに会ったことのある人物も限かぎられているので、特定できない。

　そもそも同業者と出会うのは仕事先で、その上敵てき対たいしているときが大半なので、両方とも生き残って仕事が終わるのは稀まれなことだった。故ゆえに知り合いの数は広がっていかない。

『揉もめ事には強いけど、交こう渉しように弱いってやつ』

「どっかで真ま逆ぎやくの評ひよう価かを聞いた覚えもあるけど……まぁいい、分かった」

『理り解かいが早いねぇナメちゃん。おいたん嬉しい』

　そこでナメクジが電話を一いつ旦たん置く。電話を持っているとファックス用紙が捲めくれない。男はナメクジが聞いていないにも拘かかわらず、けたたましく喋しやべり続けているようだ。両耳を塞ふさぐことのできない自分を嘲ちよう笑しようしながら、概がい要よう書しよに一通り、目を通し終える。電話をまた耳に添そえた。

「概要書に依い頼らい主ぬしの情じよう報ほうが載のってないんだけど」

『はぁ？　おいおい。なんのために俺みたいな仲ちゆう介かい業ぎよう者しやがいると思ってんの。オメーみたいな末まつ端たんに教えるわけねえじゃん』

「無理？」

『分かった特別に教えちゃう。カメレオンみてーな顔のオッサンだ』

「なにも教えたことになってない。それともう一つ聞くことができた」

『一つって言ったのにー』

「最後まで読んだけど肝かん心じんなことが載ってなかったから」

『まぁいいけどさ。なによ』

「なんで、今までの六人は失敗した？」

　そもそも、そこが不思議だった。六人も同じ失敗をしたとでも言うのか。

　前回の失敗を踏ふまえれば対たい策さくはいくらでも取れる。ナメクジはそう考えて、尋たずねたのだ。

　しかし、返ってきた答えは不ふ確たしかなものだった。

『分かんないねぇ。誰も帰ってこないから』

「帰ってこない？」

　ナメクジの眉まゆがひそめられる。

「殺されたということ？　誘ゆう拐かい対たい象しように」

　顔写真からすれば、殺してもおかしくはない。なにしろ巣す鴨がもに似にているのだから。

『ちゃうちゃう、警けい察さつに捕つかまってる』

　はぁ？　と怪け訝げんな声をあげるナメクジに対して、男は溜ため息いき混まじりに伝える。

『婦ふ女じよ暴ぼう行こう未み遂すいで捕まった。あ、女の殺し屋の方は物もの盗とり扱あつかいだから安心して』

「安心の意味が分からない。その女じよ優ゆうに返り討うちに遭あって、警察に突つき出されたと？」

『そゆこと。女優が凄すご腕うでなのか、それとも護ご衛えいがいるのか。依頼人が女優ちゃんの方に執しゆう心しんってことはだね、ストレンジパワーをお持ちなのはどちらか予想つくけどさ。それが殺し屋撃げき退たい用ように働く力なのかは分からんね』

　どちらにせよ、その女優は超ちよう能のう力りよく者しやということなのだろう。

　ナメクジからすればそれは羨うらやましくも、妬ねたましい。

『それにさ、何人も立て続けに送り込んだから、相手もすっかり警けい戒かいしちゃってね。警察もすぐに出動してくれるだろうねぇ。きみも捕まらないように注意しないと』

「つまりこの仕事は警察の方が厄やつ介かいかも、ってこと？」

『うん多分ね。後半の奴やつらはそれで失敗したかもしれんね。纏まとめて送ってみたのに』

「纏めて？　……了りよう解かい」

『あらあら良いお返事。じゃあ気き張ばりやー』

「はいはい……あ、」

　電話を切る前、もう一つ確かく認にんすることがあった。

「最後に一つ。送り込こんだ連中に超能力者はいた？」

『全員普ふ通つうの殺し屋。超能力者の知り合いなんてカエルぐらいしかいねーし』

「ん……分かった、ありがとう」

『お前のサイコガンが火を噴ふくぜ！』

「あれは左手だよ」

　カエルの名前を最後に聞いて気分に陰かげりを生んだまま、ナメクジが通話を断たった。

　携けい帯たい電でん話わを床ゆかに置いた後、片かた膝ひざを立てて抱かかえるようにして座すわり直す。

　超能力者が世界にどれくらいいるのかは分からない。だが超能力者であり、殺し屋でもある人物は本当に限かぎられていて、希少である。三ヶ月前の事じ件けんはその数少ない超能力持もちの殺し屋を、二人も死なせたということで業界側から、『勿もつ体たいない事件』と評ひよう価かされていた。

　殺し屋に頼たよる連中はきっと、カエルより自分が死ねばよかったと思っているに違ちがいない。

　ナメクジはそんな評ひよう判ばんを被ひ害がい妄もう想そうのように信じ込こみ、自じ嘲ちようの笑みを浮うかべる。

　独ひとりで仕事を行うのは数年ぶりだった。カエルとヘビと組む以前、数件の殺人だけ。

　床に置いた握にぎりこぶしが、早くも訪おとずれた緊きん張ちようで震ふるえる。ずるずると、腕うでの中で生き物のようなものが走る。感かん情じようの塊かたまりが流れていく。それを足で踏ふみ潰つぶしてから、ナメクジは顔を上げた。

　決行は明日。現げん場ばを把は握あくしておくため、ナメクジはすぐ出かけることにした。

　仕し込こんだナイフの重さで肩かたが凝こりそうな上着を羽は織おって、部屋を出た。
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『ハヤブサ斬ぎり』というハンドルネームは有名だった。ろくでなしの方で、だ。

　記録の上では無敗。だけど明らかに人間ではなく、機械の打ち方で勝ち続けているために、賞しよう賛さんはない。早い話、不正をしているわけだ。よって最近では誰だれも相手にしなくなっている。それでも懲こりずに、成せい績せき上じよう位いの連中に勝負を挑いどんでくるのだ。俺おれも一いち応おう、成績上位者ということで声がかかったのだろう。前回は断ことわったが、今回はどうしたものかと手を止めて考える。

「勝てる勝負しかしないつもりだからな。……んーでも、まぁ偶たまにはいいか」

　特に打ちたい相手もいない。それにオセロで真しん剣けんに遊ぶつもりもなかった。決けつ断だんを先さき延のばしにしているだけだと自覚していて、だけど踏ふん切りがつかない。逃にげるように、勝負を受けた。

　対戦成績の上位の方が後こう攻こうとなるため、俺が先攻だ。オセロは先攻の方が若じやつ干かん有利とされているが、正直、大して変わらないという意見も多い。俺もどっちでもいいが、ネットではなく実物で打つときは、黒石の方が盤ばん上じようで扱あつかっていてしっくりくる。色合いの問題だろう。

　ハヤブサ斬りは、始める前によろしくの一言もない。一応、俺から先に挨拶あいさつしてみるが返事もなかった。こいつはいつもこうらしい。だから余よ計けいに、蛇だ蝎かつの如ごとく忌いみ嫌きらわれるのだ。

　一手打ち、一手打ち返される。その感覚が早い。卓たつ球きゆうで球を打ったと思ったら、既すでに打ち返されて手元へバウンドしてきている。そんな矢や継つぎ早ばやで、休みのない打ち合いとなる。

　相手はほぼ確かく実じつに機械に打たせているため、レスポンスが良すぎる。打つ手に溜ためがない。そういう点ではババジュクに似にているが、打つ手の質しつ感かんのようなものが異ことなる。

　ババジュクの方には人間的なものが通っているが、ハヤブサ斬りはやはり、機械の打ち手だ。

　ぼけぇっと、特に考えないで直感で打つ。どうせ勝てない勝負だ、一秒ルールはなくても即そく打ち続けた。その間も、考え事はシラサギを失しつ脚きやくさせる方法ばかり。どうしようかね。

　神様に喧けん嘩かを売った以上、早めに勝負の場につきたい。だけど、そのキッカケがない。

　俺はそれを見出したくて、だけどその光明を、カーテンで塞ふさいでしまっている。

　取り除のぞくべきは、世間への過か剰じような恐おそれなのかも知れない。

　オセロを打っている最中、つい、右下の角に注目してしまう。シラサギと行った特とく殊しゆルールのオセロが、残ざん像ぞうのように脳のうに焼きついている。シラサギなら、このハヤブサ斬りを相手にどう打つだろう。やはり、独どく自じのルールを吞のませない限かぎりは勝負を受けないのかも知れない。勝ち続けることの価か値ちを、あいつは知っている。

「……ん？」

　中ちゆう盤ばん戦せんに入った盤面を眺ながめて、ふと既き視し感かんを抱く。その記き憶おくをなぞるように、同じ箇か所しよに打つ。するとまたも、相手側も記き憶おくの通りの位置に白石を置いてきた。

「あれ、これ……」

　左目を擦こすってから画面に食い入る。こめかみを指で叩たたき、記憶の引き出しをひっくり返して照合する。……うん、間ま違ちがいない。

　打ち筋すじが以前に対局（で、いいのか？）したババジュクと同一なのだ。正せい確かく無む比ひで、でも置き場所の選せん択たくが変わらない。ついでに俺おれも一いつ緒しよということだ。考えなしだと、まったく同じように打ってしまうらしい。成長していないと呆あきれる一方で、示しめされた事実がある。

　思いがけない場面から、ババジュクの方も機械が打っていることが判はん明めいした。そりゃあ負けるわけだと納なつ得とくする反面、寂さびしい気持ちにもなる。俺はあいつが、そういう超ちよう能のう力りよくを持った打ち手なのではないかと期待していたのだ。もっとも、超能力じみた力を機械が発はつ揮きしていることは単たん純じゆんに、素す晴ばらしいとも思うけど。さて、ここからどう打ってみるかな。

　真しん剣けんに画面を睨にらむ。これから相手の打つ手は分かっている。ただし、俺が前回の勝負のように打てば、そうなるというだけだ。なぞるだけでは確実に負ける。そこを踏ふまえて打ち直しても、別の最さい善ぜん手しゆを相手が打つだけだ。そもそも、機械の打ち手に人間が敵かなうはずないし。

「お、そうだ」

　指を鳴らし、悪戯いたずらを思いつく。どうせ相手は不正しているんだ、こちらも卑ひ怯きような手を使って構かまわないだろう。どうなるか、結果は予想がついたものの、善ぜん戦せんできる方法を思いついたのだ。

　まず、勝負を中ちゆう断だんしてババジュクに連れん絡らくを試みる。反はん応のうがあるか心配だったけど、すぐに返事を送ってくれた。顔文字ばかりの文面を無む視しして、対たい戦せん状じよう況きようを送信した。

　俺が考えたのは、ババジュクに代打ちを頼たのむことだった。正確にはお知ち恵えを拝はい借しやくして、俺がその手を打つというヒ○ルの碁ご方式だ。ババジュクも機械に打たせているだろうから、俺が直ちよく接せつ打つより良い勝負に持って行けるだろう。

『任まかせて』

　ババジュクに代打ちの旨むねを伝えると、快かい諾だくしてくれた。そして直後、『２の３』と打つ箇か所しよを送ってくる。数字の数え方は左ひだり端はしを１として、横よこ軸じく、縦軸を表しているようだ。

　指し示じ通どおりに、なにも考えないで打ちこむ。そして面白いのは、ハヤブサ斬ぎりが打ち返してくるよりも『早く』、ババジュクから次の手の指示が来ることだった。シミュレートでもしているのだろうか。ハヤブサ斬りも早いが、ババジュクはそれより二手か三手、先に進んでいる。

　段だん々だんと、盤ばん面めんに目が釘くぎ付づけになっていく。俺の予想を超こえる状況が展てん開かいされていくからだ。黒石の反はん逆ぎやくが始まっている。折れた木々が橋のようなアーチを作り、その隙すき間まを軽やかに抜ぬけていく小動物のような手が、ババジュクから次々に送られてくる。やはりそこには、機械のような正確さと同時に、人間の生きた感かん触しよくもある。不思議な最善手を、繰くり出し続ける。

　こいつは、ひょっとして。

　機械が翻ほん弄ろうされている。ハヤブサ斬りの打ち筋を客観的に観察すると、そこに乱みだれがある。オセロはゲーム自体に偶ぐう然ぜんがない以上、最高の一いつ手てというのは決まっている。それを機械が打ち続ければ、人間の勝てる道理はない。そしてこのハヤブサ斬ぎりも、それを実じつ践せんしている。

　そのはずなのに。戦局は燃もえ上がる火のように、黒石へと傾かたむいていく。

　やがて三手ほどを残した段だん階かいでババジュクからすべての手を送信されて、『おしまい』と締しめられる。最後まで指し示じ通どおりに打ち終え、盤ばん上じようが全部埋うまりきり、お互たがいの石の数を機械が一いつ瞬しゆんで数え終える。

　その祝福されるべき結果に、俺おれはゾッとしなかった。

「あれぇ、やっぱり勝っちゃったぜ」

　ババジュクの手を借りた段階で、俺の方が不利だったのだから負けると予想していたのに。

　見事な逆ぎやく転てん勝がちを収めてしまった。

　コンピューターの出来が違ちがうのだろうか。

　ハヤブサ斬りはこれが初黒星となる。やはり、自分で打っていなくとも悔くやしいものだろうか。

「ふっふふふ、ふははははは！　勝利はいつだって気持ちいいものだ！」

　無理して勝ち誇ほこってみたが、達成感はなかった。勝てると思っていなかったので拍ひよう子し抜ぬけした部分が大きい。しかも本当は他人様の勝ち星だし。達成してねぇのな、厳げん密みつには。

　だけど俺はこうやって勝つしかないんだろうなぁ。大体の場面で、そうなる。

　そのお試し版ばんのような、小さい勝負が終わった直後、椅い子すにもたれて息を吐はく。

　ババジュクにお礼のメッセージを送らないとな。

　だけどその一いつ服ぷくも、すぐに遮さえぎられる。

　ハヤブサ斬りからのメッセージが届とどいたのだ。俺宛あてに。

　背せもたれから身体からだを離はなし、画面に食い入る。

　初めて口を、というのもおかしな表ひよう現げんだが、話しかけてきた文面は以下の通りだった。

『ちょっと待ってろ。今から行く』
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「お友達ができてよかったですね」

　白シロヤギの白々しい祝福に、巣す鴨がもの反はん応のうはまばたきを増ふやすだった。

　巣鴨邸ていは家長である父親の趣しゆ味みから、西洋風の作りとなっている。外がい装そうも宮きゆう殿でんのように白を基き調ちようとして神こう々ごうしく、周囲の日本家屋から歪いびつに浮ういている。近所の主しゆ婦ふからはバカ御ご殿でんと陰かげ口ぐちを叩たたかれているが、そもそもその近所はあまりに遠く、悪口など巣鴨家に届かない。

　庭も屋や敷しきに負けじと広く、二階建ての家を横よこ倒だおしにしても、何十軒けんを縦たてに並ならべれば端はしから端を繫つなげることができるのか目分量で測はかれない。庭にわ師し一人では手入れが間に合わなかった。

　巨きよ人じんの口のように大きい門と扉とびらをくぐって入った屋敷内には、すぐ左手に赤色のソファと細長いテーブルが置かれている。応おう接せつ間まというには開けすぎていて、日当たりは悪く、場ば違ちがいである。背はい景けいの精せい細さいな模も様ようの壁かべと馴な染じまず、ままごとの道具を広げているような雰ふん囲い気きだった。

　帰ってきたとき、すぐ寝ね転ころべる場所が欲ほしいという娘むすめの意見だけで置かれているそのソファに深々と座すわりこんだ巣す鴨がもは、そのまま横に倒たおれこむ。肩かたと側頭部をソファに沈しずみ込こませて、深く息を吐はいた。それから携けい帯たい電でん話わを弄いじりつつ、テーブルとソファの間に立つ白シロヤギの顔を見上げた。

「あ、友達ってなるぴーのこと？」

　白ヤギの皮肉に今いま頃ごろ合点がいったようだった。巣鴨は前まえ髪がみを弄りながら抑よく揚ようなく言う。

「友達なら友達でもいいけど。でも、なるぴーの方もそんな風に考えてないと思うよ」

　へぇ、と白ヤギが控ひかえめに感心する。遠くで二人を観察していた白ヤギも、同じ印象を受けていたのだ。成なる実みという少女は表面上親しげではあるが、巣鴨に対してなにか含ふくんだものがあると感じていた。巣鴨も、興きよう味みのない素そ振ぶりを見せながらもそれを察していたようである。

　これでも洞どう察さつ力りよくは優すぐれているのだ。人にん情じようの機き微びも解かいする。だが、それを一切考こう慮りよしない。

「んー……」

「珍めずらしいですね、考え事ですか」

「うん。なるぴーを使って、石と竜か子げくんになにかできないかと思って」

　そんなことだろうと思った。その中身を憐あわれむように、白ヤギが冷めた目を巣鴨の頭部に向ける。屋敷内なので迂う闊かつに批ひ難なんはできない。クビにされたら再さい就しゆう職しよく先さきを探さがすのが億おつ劫くうだ。

「なるぴーが死んだら……でもそれよりやっぱり、私が死んだときの反はん応のうみたいなぁ……騙だましてお葬そう式しきでもしようかな……お父さんが怒おこりそう」

　巣鴨は頰ほおをソファで潰つぶしながら、ぶつぶつと呟つぶやき続けている。

　この巣鴨という少女は自身の死に頓とん着ちやくしない。命を脅おびやかすことができない。

　故ゆえに刃やいばを突つきつけたところで、復ふく讐しゆうを果たすのは難むずかしいだろう。白ヤギは同業者であるナメクジの前ぜん途とに同どう情じようする。ビルでの顚てん末まつや、その後の尾び行こう活かつ動どうなどから、ナメクジの存そん在ざいは把は握あくしていた。事情を踏ふまえて、白ヤギの正せい義ぎはナメクジに味方しているが仕事が優ゆう先せんされる。巣鴨に襲おそいかかってきたら迷まよわず殺害するつもりではあった。

「暇ひま。石竜子くんに会いたいなぁ。でも会いに行くと怖こわがるし」

　唇くちびるを尖とがらせて、拗すねているようだった。その態たい度どが物もの珍めずらしくて、白ヤギもつい口を開く。

「お嬢じよう様さまの性せい格かくなら地下で飼かうとでも言い出しそうなのに、あの少年にはお優やさしいですね」

　白ヤギとしては皮肉のつもりだった。そして半分は、年とし相そう応おうの恋れん愛あい感かん情じようを垣かい間ま見せることに微笑ほほえましい気持ちも含ふくんでいた。巣鴨の唯ゆい一いつ評ひよう価かできる美点は、気持ちがぶれないことにある。石竜子の顔にどれだけの傷きずがあっても、目玉を奪うばった後も、態度が一切変わらないのだ。

　だが。

　巣鴨の動きが止まる。それからすぐに側頭部でソファを押おし、反動で身体からだを起こした。

「それいい」

「え？」

「石と竜か子げくんを飼かうって、いいなぁ」

「………………………………………」

　うっとりしていた。白シロヤギは思わず口もとを手で覆おおうが、既すでに遅おそい。

「一回試してみたい。四つん這ばいの石竜子くんとか、いいねいいねー。でも私ってバレると困こまるから、あ、目め隠かくしすればいいのかな。そのとき、『右目』はどんな色になるんだろう」

　本のページでも捲めくるように、パラパラと淀よどみなく計画を立てていく巣す鴨がもに対して、白ヤギは喉のどを鳴らす。息が詰つまるようだった。取り乱みだしたように噎むせて、多少の後こう悔かいに襲おそわれる。

「誰だれか適てき当とうな人に頼たのんで、取り敢あえず石竜子くん捕つかまえてきて」

「……は」

　まるで蟬せみ捕とりを頼むような気軽さだった。

　自分の不用意な発言が招まねいてしまったことにさすがに良りよう心しんの呵か責しやくを覚えて、白ヤギはバツが悪そうにヘッドホンを外す。

　謝あやまる機会に恵めぐまれたら、石竜子少年に頭の一つも下げたかった。

「あ、その前にちょっとちょっと」

　巣鴨が白ヤギを手て招まねきする。白ヤギは十分近くにいながらも、更さらに距きよ離りを詰つめる。

「なんでしょ、」

「えい」

　巣鴨が白ヤギの胸むなもとに手のひらを押おしつけた。白ヤギの頭が一いっ瞬しゆん、真っ白に陥おちいる。

　電でん源げんが落ちたように目の前が真っ暗になった直後、すぐに復ふつ帰きした。赤面と、体温の上じよう昇しようと共に。巣鴨は「揉もむほどないね」と宣のたまった後すぐに手を離はなして、首を捻ひねっている。

「大人おとなでも別に大きくないね、うーん」

　胸むねを腕うでで隠かくしながら、白ヤギはその行動の出所を思い返し、歯は軋ぎしりする。

　石竜子少年に対する罪ざい悪あく感かんが、薄うすらぎそうになった。
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「今から行く、ってどういうことだ」

　椅い子すの上であぐらをかいて、そわそわと足をばたつかせること三十分。パソコンの画面に映うつるものに変化はない。敗北を喫きつしたハヤブサ斬ぎりにメッセージを送っても、なんの反はん応のうもない。

　最後に残した言葉が、不気味な重じゆう圧あつをもたらす。悪戯いたずらなのか、それとも、本当に？

　このハヤブサ斬りが、俺おれの知り合いである可か能のう性せいは考えた。それなら家を知っていても不ふ思し議ぎじゃない。だけどそんなやつに心当たりはない。成なる実みは違ちがう。じゃあ巣鴨？　いや巣鴨ならこんな回りくどいことしない。他の友人や知り合いの顔を浮うかべても、該がい当とうするやつはいない。

　以前の俺おれならバカバカしいと一笑に付ふした書きこみだった。だけど、今は違ちがう。その間が気になった。負けた後、独どく特とくの間を置いたあの嫌いやな感じが、俺の不安を絶ぜつ妙みように煽あおる。

『そいつ』が、ここにやってくると信じさせる。

　だけどすぐに逃にげるのも考えものだった。なんの策さくとアテもなく外を逃げ回るよりは、まだ罠わなの張はってある自じ宅たくで待ち構かまえている方が賢けん明めいだ。天てん井じようから伸のびた紐ひもを握にぎりしめて、部屋の入り口を睨にらみ続ける。窓まどは侵しん入にゆうされることを警けい戒かいして、既すでに封ふう鎖さしてある。壁かべ際ぎわのベッドやタンス、本ほん棚だな等を重ねて設せつ置ちしてある。

　後で戻もどすときが大変だが、先のことを心配している余よ裕ゆうはなかった。

　悪戯いたずらであってくれ。いや、普ふ通つうに考えれば悪戯だろう。なんでネットでしか繫つながっていないやつの住所を知っているんだ。知っているはずがない。それに意味が分からない。俺が勝ったから報ほう復ふくにでも来る？　そんなリアリティのないこと、あり得るのだろうか。

「……考えろ、考えろ、と」

　汗あせを滲にじませるほどに緊きん張ちようが高まり、親指を嚙かむ。

　殺し屋ではないと思う。あいつらは『今から行く』なんて予告しない。問答無用でナイフを振ふり下ろす連中に狙ねらわれてきたから、そう確かく信しんできる。でも殺し屋じゃなくても、人は人を殺せるのだ。なんの気休めにもならない。だが俺は死なない、ここで死ぬはずがない。

　そう思っていなければ、入り口の扉とびらと向き合っていることもできない。

「……おと？」

　玄げん関かんの扉を激はげしく弄いじる音が、階下から聞こえてくる。両親じゃない。鍵かぎを持っていない人間の行動だ。巣す鴨がも？　それでも構かまわない。だけど期待はいつだって裏うら切ぎられる。こいつは、違う。

　あぐらをかいていた足を床ゆかに下ろす。貧びん乏ぼう揺ゆすりに似にた震ふるえが止まらない。『あの事じ件けん』の記き憶おくが、写真がばらけたようにコマ送りで再さい生せいされる。音が、俺の恐きよう怖ふの生き血となる。

　耳を塞ふさぐ代わりに、手鏡を用意する。そして俺は自分と見つめ合う。包帯巻まきの顔面、深く激しい十じゆう字じ傷きず。瘦やせこけた頰ほおに、目の下の濃こいクマ。目玉以外は廃はい人じんのようだった。

　生気のない顔つきから浮ういている、左の眼がん球きゆう。煌こう々こうと輝かがやくそれは夕ゆう暮ぐれの光を吸すいこむように、橙だいだい色いろに染そまっている。炎ほのおのようでもあった。多少の威い嚇かくに……いや。最初は普ふ通つうの色にしておいた方がいいか。必要になったとき、目の色を変えた方が効こう果か的てきだろう。

　鳶とび色いろに戻もどした直後、玄関の扉を蹴けり破やぶるような激しい音が聞こえてきた。

　誰だか知らないが、家の扉をぶっ壊こわしやがった。修しゆう理り費ひを払はらってくれるとは、思えねぇな。

「……来る」

　口に出して、舌したが震えすぎていないことを確かく認にんした。安あん堵どの息を吐はき、紐を摑つかみ直す。

　階段を蹴り飛ばすように駆かけ上がってくる足音は、マヌケな靴くつの音などではない。

　バカバカしいほど攻こう撃げき的てきだった。これなら、上う手まくいきそうだ。

　そして、そいつがやってくる。

　背せ中なかに一気に汗あせが噴ふき出し、俺おれは頭を真っ白にしながら動く。

　バカ正直に扉とびらを蹴けり飛ばして飛びこんできたそいつの顔を確たしかめることもないまま、全力で紐ひもを引っ張ぱった。床ゆかに広げておいた網あみが、獲え物ものに食らいつく。俺の動きに合わせて巾きん着ちやくの紐を締しめるようにキュッとすぼまり、賊ぞくの足もとから一気に掬すくい上げた。

　格かつ好こうつけて扉を蹴ったために、片かた足あしの不安定な姿し勢せいであることも功こうを奏そうした。「うぎょい！」と珍ちん妙みような悲鳴を上げて、侵しん入にゆうしてきた人物が網に囚とらわれて、天てん井じようへ吊つり上がっていく。

　うまくいった、うまくいった！

　重っ！

　侵入者、その女の一見華きや奢しやそうな身体からだが浮いた直後から、紐を摑つかむ腕うでに相当な重量がかかる。慌あわてて両手で摑み支ささえる。

　がくんと肩かたが揺ゆれて、肩けん胛こう骨こつに痛いたみが走る。急な衝しよう撃げきで後こう背はい部ぶを痛めたようだ。

「こ、これは、マズ……ふはははは！　マヌケな構こう図ずだな！」

　計算外だった、相当の負ふ担たんだ。女が暴あばれるせいでこっちの腕まで動いてしまうのも辛つらい。長時間の会話は続けられそうにない。腕の怪け我がが完治していないこともあって、こっちの腕の筋すじまで網のようにちぎれてしまいそうだった。くそ、マヌケはどっちだ。

「暴れるな！」

　一いち応おう叫さけんではみたが、女はまったく無む視ししている。脅おどすために凶きよう器きの一つもちらつかせていないのだから当然か。だが武ぶ器きになりそうなものなど彫ちよう刻こく刀とうぐらいしかない。彫刻刀だってそりゃ、刺さされば痛いたい。教室内でふざけていたバカの彫刻刀が指の付け根に刺さって、その傷きずが未だに残っている。だがしかし、彫刻刀の刃はは短いのだ。そりゃ、刺すための道具じゃないから当然で、だから相手も脅きよう威いに感じないだろう。顔さえ守れば致ち命めい傷しようにはなりにくい。

　それになにより彫刻刀を片かた手てに脅すさまは、様になっていない。

　逆ぎやくに舐なめられる恐おそれがある。だから敢あえて手ぶらで、お話を始めようじゃないか。

　目的は女の素す姓じようを知ることと、下ろした後、大人おとなしく帰って貰もらうこと。

　握あく力りよくの関係上、早めに交こう渉しようしないといけない。

　ちなみにこの網あみの罠わなは福ふく満みつしげゆきの『生活』が参さん考こう文ぶん献けんだ。読んでてよかった。

「色々知りたいがまず聞きたい。お前は誰だれだ」

「見て分からんか、来客だよ」

　素す直なおに答える気はまったくないようだった。当然ではあるが、そりゃ困こまる。

　俺に女を脅す方法なんかないのだ。紐を支ささえるだけで精せい一いつ杯ぱいなのに。

　茶化すように女が続ける。

「茶ちや菓が子しの一つも出せって、よっ、くのっ」

　罠わなにはまって吊つり上げられた猿さるのように、女は落ち着きがない。四し肢しを蜘く蛛ものように動かして藻も搔がきながら、扱あつかいに文もん句くを垂たれる。余よ裕ゆうは本物か、演えん技ぎか。どっちにしても普ふ通つうじゃない。

　俺おれの人生は一体どうなってしまったんだろう。

　メールアドレスを迂う闊かつにも登録してしまって、怪あやしいサイトからいかがわしいメールがひっきりなしに送信されてくるようだった。一度関わってしまっただけで、逃にげられない。

　なにかを呪のろい、なにかに救いを切望しながら、猿さるの女を見上げる。

　声が裏うら返がえらないようにしようと、力を込めすぎた首が引きつった。

「古典的だが、効こう果かアリだな」

　淀よどみまくりで、ぶつぶつと音の切れるような喋しやべり方になってしまう。まだ俺はシラサギと同じ境きよう地ちに立てない。経けい験けんが圧あつ倒とう的てきに不足して、そのために自信が欠けている。

　ハッタリに必要なのはまずなにをおいても自信だ。それこそ、自分を騙だますほどの。

「酷ひどいツラだな」

「お互たがい様だろう」

「そんなこと女に言うか？　モテないだろ、お前」

　女が鼻で笑う。巣す鴨がもを思い出し、どっちがいいのか悩なやみかけた。

「答えろ。お前、どうやってアタシに勝った？」

「勝った？」

　最近かかわった勝負ごとと言えばオセロしかない。

「……つまりあんたが、ネットで勝負した？」

「そう、ハヤブサ斬ぎり。で、あんたがＳＤＣ」

「いかにも」

　足を組んで胸むねを張はる。虚きよ勢せい以外、もう武ぶ器きがないからな。無料だし張っておこう。

「一昔前のアイドルグループの名前みたいだな」

　なぜどいつもこいつも同じ感想しかないのだ。もう改名しようかな。

　ドラゴンズレアとか。あだ名が発はつ展てんしてクソゲー君になりそうだから止めよう。

「さっきも言ったが聞きたいことは山ほどある。答えて貰もらうぞ」

　後続にやってくる者はいない。侵しん入にゆうしてきたのはこの女一人のようだ。もしいたとしても、人ひと質じちの通じる相手だといいのだが。そして扱あつかいやすいバカが理想だ。それならむしろ来て欲ほしいぐらいだが、そう都合良くはいかない。

「色々と聞きたいのはこっちなんだよ。質しつ問もんに答えな」

　女は強気な態たい度どを崩くずさない。髪かみは鬱うつ蒼そうと長く、網あみの隙すき間まから先せん端たんが顔を出すほどだ。目つきは悪く、ついでにその細い目の間で毛虫でも潰つぶしているのかと疑うたがうほど睫まつ毛げが多い。全体的に毛深い女だ。大して観察せずに猿と表ひよう現げんしたが適てき切せつだった。獰どう猛もうな性せい格かくも含ふくめて。

「状じよう況きようを考えて発言したらどうだ？」

「実はこんなものがあったりする」

　女がこともなげに拳けん銃じゆうを取り出して、網あみ越ごしに狙ねらいを定めてくる。俺おれの額ひたいあたりに銃じゆう口こうが向いた。束の間の優ゆう位い性せいが解とけて、血の気が引きそうになる。紐ひもを持つ手が緩ゆるみかけて、慌あわてて摑つかんだ。手のひらが汗あせでぬかるむ。目の下が急に重くなって、顔を上げづらい。

　最近、銃じゆう刀とう法ほう違い反はんの連中に会いすぎではないか。あれ本物なのか？

「おまわりさぁ、」

　机つくえが吹ふっ飛んだ。正せい確かくには机の破は片へんが派は手でにぶっ飛んだ。木もく製せいでもないのに、欠片かけらが飛び散る。俺の横をすり抜ぬけた銃弾の衝しよう突とつで。左側の耳が、きぃんと耳鳴りに陥おちいる。

　恐きよう怖ふは音速にやっと追いついたように、遅おくれて溢あふれてきた。

　撃うちやがった。警けい告こくもなしに。

　ついでに女は網の中で派手に弾はずむ。反動の影えい響きようだろうが、こっちも支ささえるのが大変になる。

「質しつ問もんに答えてくれるなら撃たなくて済すむんだが、どうする？」

　恐怖に竦すくむあまり、舌したが動かない。涙なみだが溢あふれて、そのついでに目の色まで勝手に変わってしまいそうになる。だが涙なんか流したら、覆くつがえせない力関係ができあがってしまう。

　巣す鴨がもを思い出せ。あいつに苛いじめられるときよりは、涙は近くない。

「お前はなんでアタシに勝てた？　まずはそれに答えろ」

　女はそこに執しゆう着ちやくしてくる。つまりそれを知りに来た、そしてそれなら。

　リペイントの使い所は、ここしかない。

「それは、こいつのお陰かげだろうな」

　怯おびえるな、怯えるな、怯えるな。

　意い識しきを切り替かえろ。ＳＤＣの出番だ。

　左手を紐から離はなし、左目を思わせぶりに覆おおう。急がず、余よ裕ゆうを保たもって。女が怪け訝げんそうな顔つきになり、銃口をちらつかせる。怖こわい。今にも無む防ぼう備びな胸むなもとを撃たれそうだ。

　心しん臓ぞうが波打つ。鼓こ動どうは加速するどころか止まりそうだ。呼こ吸きゆうも乱みだれて、頭が酸さん欠けつに陥おちいっていく。口を開いても空気を吸すいこめない。混こん乱らんが夢ゆめ現うつつを生み、目の前が滲にじむ。

　良い傾けい向こうだった。これぐらい曖あい昧まいな方が恐怖を感じなくて済すむ。

　脳のうの溺おぼれる感覚に酔よいながら、左ひだり腕うでを一気に横へ伸のばす。

　覆いを取った左目の『変へん貌ぼう』に、女の目が見開いた。

　くくく、視し力りよくが良くて助かるよ。

「お前、やっぱり超ちよう能のう力りよく者か？」

　女が有用な発言をする。こいつは超能力者の存そん在ざいを信じているらしい。

　そしてその言い方から、俺になにを求めに来たのか、想そう像ぞうがつく。

「あぁそうだとも。俺を知らないか？　五十川いかがわ石と竜か子げ、世界を変へん革かくする者だ」

「ただの痛いたいコスプレ中坊にしか見えねぇ」

　俺が中学生であることも知っているのか。

「コスプレ？　ああこれか」

　包帯を摘つまむ。ついでとばかりに噓うそを並ならべておいた。

「普ふ段だんはこいつで覆おおっておかないと、実生活に不便なんでね」

「へぇ。その目はなんだ？」

「一言で言えば、オーガニック的ななにか、だな」

　ふざけた返事をした途と端たん、女がまた発はつ砲ぽうした。肝きもを冷やしたが、また弾だん丸がんは外れる。今度は床ゆかをえぐった。無理な姿し勢せいで安定せず、その上一発目の発はつ射しやで肩かたを痛いためたようだ。女は右目を瞑つぶり、痛みを堪こらえる顔となっている。どうやら、撃うつことに慣なれていないようだな。

　それでも二発も外れたのは運がいい。利用しない手はない。

「無む駄だだよ、俺おれに銃弾は当たらない。当たらないことを『知っているんだ』」

　最後の部分を強調して、口もとに笑みを浮うかべる。恐おそらく三発目も、仮に撃ったところで外れる。勿もち論ろん、偶ぐう然ぜん当たったらお終しまいだ。だけど乱らん射しやは絶ぜつ対たいにしてこない。拳けん銃じゆうの弾が尽つきれば、力関係の逆転が不ふ可か能のうなのは女の方も理り解かいしているはずだ。本当は弾を尽きさせて欲ほしいが。

　そろそろ紐ひもを支ささえる腕うでが限げん界かいに近づいてきていた。ぷるぷるしとる。

「こっちの質問にも答えて貰もらおう。あんたはなんだ、名前は？」

「アタシとデートするなら答えてもいいぜ」

　女がウキキキとおかしそうに肩を揺ゆする。笑い方まで猿さるだった。

「俺と？　命を賭かける覚かく悟ごはあるのか？」

「うわ、ダセェ。なにお前、そんなハードボイルドな毎日送ってる方なの？」

　女が俺を小こ馬ば鹿かにする。これは格かつ好こうつけたわけじゃなくて、本心からの忠ちゆう告こくなのだが。

「俺は危き害がいを加えないが、まぁ、ちょっとな」

　巣す鴨がもがいるから。あいつがなにをするか、想そう像ぞうできなくとも恐おそろしい。

「あんたはなんでここにやってきた。そもそも、どうして俺の家を知っている？　答えてくれ」

「そりゃあ調べたからだろ」

「どうして俺を調べた？」

　女が一いつ瞬しゆん、目を逸そらす。それから思わせぶりに片かた側がわの頰ほおを吊つり上げる。

「オセロで上じよう位い成せい績せきのやつらは全員調べてあるよ。こっちはそれが『仕事』だからさ」

「………………………………………」

　妙みようだ。話ではなく、その態たい度どが。

　急に素す直なおに喋しやべり出した。俺の気を話の方に逸らそうとしている。なにか企たくらみがあるのか、それとも誰だれか来るのを待っているのか。女の顔ではなく全体に目をやって、それに気づく。

　拳銃を持つ右手は前にあるが、左手の方は背せ中なか側がわに隠かくれていることに。最初から、ずっとだ。

「待った。話の続きの前に両手を、」

　その命令は遅おそかった。女は左腕を網あみの外に突つき出す。その手には小型の刃は物ものがあり、背中側の網の一部分を切り裂さいていた。突つき出した左ひだり腕うでを振ふるって穴あなを広げた後、そこに身体からだを突っ込こんで女が墜つい落らくする。女は背せ中なかから落下して、鈍にぶい音と振しん動どうを床ゆかに響ひびかせた。

　急に重さを失って、摑つかんでいた紐ひもごと前のめりになった俺おれは椅い子すから転げ落ちる。そして俺が体たい勢せいを直すより早く、復ふつ活かつした女が拳けん銃じゆうを構かまえた。女も激げき痛つうは避さけがたいらしく、涙なみだ目めとなっていた。頭部でも打ったのか、よたよたと頼たよりない。

　だけど銃口が至し近きん距きよ離りで向いている中、抵てい抗こうする蛮ばん勇ゆうはなかった。

　すぐに殺されることは恐らくないだろうけど。ないよな、うん、ないはず。

「俺の目を超こえた、だと……っ」

　こんな感じに適てき当とうに言っておけばいいだろう。目玉の価か値ちを減げん退たいさせてはならない。

　しかし、俺もまだ甘あまい。一つ上う手まくいっていたぐらいで、いい気になってはダメなんだ。

「ついてきて貰もらうぜ。なーに、お前次第でいい話にもなるからよ」

「なんだ、結局誘ゆう拐かいに来たのか。茶ちや菓が子しは不要だったな」

　軽口を叩たたきながらも両手を上げて、降こう参さんの姿し勢せいを取る。ついでに、左目の色も戻もどした。

　女はその二つの態度を交こう互ごに見て取り、猿さるが木の実でも囓かじっているような顔になる。多分、勝ち誇ほこって笑っているのだろう。

「お、なんだ降参か？　超ちよう能のう力りよくはどうしたよ」

「生あい憎にく、頭ず脳のう労ろう働どうの方にしか使えない能力でね」

　噓は言っていない。だが本当のことも言わない、これが本物の詐さ欺ぎ師しだ。

　俺おれの態たい度どを見てか、女は拳銃を引っこめた。友好を示しめすように手のひらを見せて振ってくる。

　二発も撃うっておいて、そりゃないだろ。

　机つくえの脚あしを摑つかんで支ささえとしながら立ち上がる際さい、さりげなく、机の上にあったそれを指ですくい取る。先日、巣す鴨がもから貰った指輪をポケットに入れた後、すぐにまた降参の姿勢を取る。

　それを維い持じしながら俺は言う。

　これは負け惜おしみではなく、同どう情じようだ。

「忠ちゆう告こくはしたからな」

　どこに連れていかれるか知らないが、この状じよう況きよう。

　知ればきっと、巣鴨が動く。
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　ナメクジの住む町の駅から、快かい速そく電でん車しやに揺ゆられること二十分弱。その駅の裏うら手てへと進んで、漏もれ広がる灯りから潜ひそむような位置にある静かな住じゆう宅たく地ち。そこに猪い狩かり友ゆ梨り乃のの暮くらす家がある。独ひとり暮ぐらしとの情じよう報ほうだがマンションではなく、一いつ般ぱんの家か屋おくに住んでいるとのことだ。

　ファックス用紙の記き載さい通どおりに、ナメクジは現げん場ばの下見に足を運ぶ。慣なれない土地に加えて、移い動どう中ちゆうに日も沈しずみきったことで若じやつ干かん、道に迷まよった。ナメクジはそれを解かい消しようするべく、何度も念入りに道を歩き、道みち筋すじを把は握あくしていく。逃とう亡ぼうの際さい、道に迷っていたのでは話にならない。

　携けい帯たい電でん話わで地図も検けん索さくできると教えられて試したことがあったが、使い方が分からなくて失敗したことがあった。それが原げん因いんでカエルとヘビにグズ扱あつかいされて以来、ナメクジは電話を電でん話わ機き能のう以外に使わないと決めていた。

　住宅地であり、商店も少ないために道の特とく徴ちようは薄うすい。その上、碁ご盤ばんの目のように道が整理されているので、迷いこむと自分が今どの道の角にいるかも見失いそうだった。土と地ち勘かんの働かない場所での殺人は避さけるのが、殺し屋という職しよく業ぎようの鉄てつ則そくだった。

　一いち応おう、今回の自分の仕事は殺人ではない。ナメクジはそのことに浮ふ遊ゆうした感覚を味わう。地に足がつかないというやつだ。不安を煽あおられて、紛まぎらすために呟つぶやく。

「誘ゆう拐かい犯はんになるのは、これが初めてか」

　霜しもでも張はりつくような、湿しつ気けを含ふくんだ冷風が頰ほおを撫なでる。仕事で人を殺さない自分に違い和わ感かんを持っていることに、ナメクジは苦笑する。人を殺さない自分は本当に薄っぺらで、社会のどこにいても誰だれも気に留とめない。目に留めることも難むずかしい。ナメクジは、それを自覚している。

　だから今回の仕事も結局は、誰だれかを殺すことになる。

　殺人は自分の肉付けに過すぎない。巣す鴨がもを殺すときまで、ナメクジは薄く生きられない。

　警けい官かんが潜ひそんでいないか警けい戒かいしながら、ナメクジは目的地に近づいていく。

「写真の家……あった」

　夜なので目を凝こらさないと、屋根の色も判はん別べつがつかない。黄土色の横に長い屋根と建物を発見して、建物の正面から目を凝らす。煉れん瓦が造づくりの塀へいはナメクジの首もとまでの高さで、乗り越こえることは容易たやすい。小さな庭には犬小屋があって、餌えさ受うけの小こ汚ぎたい皿も転がっている。

　建物は二階建てで、窓まどから明かりが漏もれているのは三部屋。二階の一室と、一階の左右の部屋から、カーテン越ごしの光が確かく認にんできる。表側の部屋で真っ暗なのは、二階の手前側の部屋だけだ。そこに登って侵しん入にゆうする算さん段だんを考え始めるも、ナメクジはその軽けい率そつな作戦をすぐ破は棄きする。

　既すでに六人の殺し屋が失敗していることを踏ふまえなければならない。最初の一人を除のぞいて、全員がその事実を意い識しきしているにも拘かかわらず、失敗した理由。そしてそれだけ襲おそわれながら、居い場ば所しよを変えないだけの自信。考察しないといけないことは山のようにあった。

　インターホンの側に表札はない。今時の家はつけないかも知れないな。田舎いなかの実家を思い返しながら、ナメクジは郵ゆう便びんポストを覗く。ＤＭや新聞が溜たまっている様子もない。

　隣となりには似にたような造つくりの家がある。外見や塀へいの素そ材ざいも同じで、周辺はそんな家ばかりだ。昔のＲＰＧの村みたいだな。ナメクジが連想したのはそれだった。

　一階のカーテンが時折揺ゆれることを確かく認にんしてから、目もく撃げきされることを避さけて、早々に家の前から離はなれる。慎しん重ちようで、臆おく病びようで。ナメクジの経けい験けん上じよう、両方あるのが優ゆう秀しゆうな殺し屋だった。優秀なやつとは、生き残るやつでもある。

　殺し屋は強いやつほど早く死んでいく。

　昨日、仕事を依いら頼いした金持ちが次の日には、別の殺し屋にそいつを殺せと命じてくる世界だ。自分がいつ狙ねらわれるか分からないから、保ほ守しゆに走る。ナメクジからすれば殺し屋よりも、そうした我わが身かわいさに力を振ふるう連中の方が恐おそろしかった。

　殺人が人生の引き算ではなく、足し算になる連中が大おお勢ぜいいる。

　そこから生まれたナメクジの持じ論ろんの一つに、『幸せに方角はない』というものがあった。

　人間は、同じ方向を向いて生きていない。だから幸せも人それぞれとなってしまうのだ。

　しかし皮肉なことに、不幸には、確かつ固ことした方角があるのだった。

　次の調ちよう査さとして隣の家を観かん察さつする。隣りん家かの方には表札があり、家族全員の名前が縦たてに連なっている。それぞれを自分の手で書いたらしく、下に行くにつれて字が稚ち拙せつなものになっていく。

　幼おさない子こ供どもの字であり、名前もひらがなだった。

　それを一いち瞥べつすると、ナメクジの目はしばしそこに固定される。

　最初に殺した相手が、来年に小学校へと上がる六歳さいの女の子を含ふくんだ、四人家族だったことを思い出す。

　そして、思い出しただけだった。
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「は？　石と竜か子げくんがさらわれた？」

　白シロヤギの報ほう告こくを受けて、巣す鴨がもは目を丸くした。この少女の表ひよう情じように豊ゆたかな変化が訪おとずれるのは、石竜子という少年に関することに限げん定ていされる。勿もち論ろんそれは微笑ほほえましいものではなく、少年の災さい難なんに直結する、天災のようなものだった。

　今回も、巣鴨の手に大型の首輪が用意されていることで、その表情が台無しとなっている。

「さわられたじゃなくて？」

「古いボケをご存ぞんじで。しっかり拉ら致ちされたようです、そういう報告が入りました。例の発信器の移い動どうもそれを示しめしています」

「取り返してきて」

　間かん髪ぱつ入れずに巣す鴨がもが命じる。首輪をソファの上に放り出してから、顎あごの先せん端たんを指で挟はさんだ。

　完全に自分のもの扱あつかいか、と白シロヤギはその傲ごう慢まんさに呆あきれて目を瞑つぶった。

「石と竜か子げくんをさらうなんていい趣しゆ味みしてるけど、誰だれだろう」

「さて」

　白ヤギが肩かたを竦すくめる。石竜子少年にとっては、どちらに捕つかまえられた方が幸運なのやら。

「石竜子くんと繫つながりがあるのは学校、両親関係、後はオセロのコミュニティぐらい。どれだろう。学校関係は多分ないよね。とすると両親、教きよう団だんの関係かな？　いやそれも……」

　巣鴨が独ひとり言の中で推すい測そくを固めていく。白ヤギはヘッドホンの位置を直してから、欠伸あくびを嚙かみ殺す。余よ計けいな仕事が増ふえて嫌いや気けが差していることのアピールだったが、巣鴨の方は気に留とめていない。白ヤギの態たい度どをまるっきり相手にせず、思いついたことを口にする。

「石竜子くんは夕方、オセロで遊んでいたから関係あるのはこっちかも。調べて」

「はい」

「あ、それとさらった人は殺してね。絶ぜつ対たい」

　絶対と来てしまった。白ヤギは前まえ髪がみを搔かき上げながら、巣鴨に背せを向ける。ついでに溜ため息いきも吐つく。探さがせだの殺せだの、護ご衛えいの業ぎよう務む外だった。業務外手当を要求したら出るのだろうか。

　酷こく使しに対する不満を溜ため込こみながら、白ヤギは巣鴨家を出た。巣鴨の命令で石竜子を年中尾び行こうしている男がいるので、誘ゆう拐かい犯はんと乗用している車の種類は判はん明めいしている。尾行の最中にまかれてしまったと報ほう告こくがあったが、発信器は健けん在ざいだ。ほどなく見つかるだろう。

　白ヤギは気分を切り替かえて、庭先に停めっぱなしだった自転車の鍵かぎを回す。白ヤギは自動車の免めん許きよを持っていない。身分を明かすことで問題になる仕し事ごと柄がら、免許を取得することができなかったのだ。同業者で車に乗っている連中は免めん許きよ証しようを金で買ったか、或あるいは無免許で乗り回しているやつしかいない。白ヤギはそのどちらも選ばず、自転車を自分の足とすることにした。

　七歳さいのときに交こう通つう事じ故こに巻まきこまれた経けい験けんが、白ヤギに自動車の運転を敬けん遠えんさせていた。

　ママチャリの籠かごにラジカセを載のせた後、後輪のブレーキを白ヤギの足が蹴ける。浴衣ゆかたの裾すそが車輪に挟はさまらないよう軽く結んで、雪せつ駄た履ばきの足をペダルに載せる。和わ装そうで自転車にまたがる姿すがたは、時じ代だい錯さく誤ごと揶揄されても否定できない。

　夜の冷えきった空気を吸すいこむと、冬がすぐそこまで来ていることに気づかされる。

　白ヤギは冬場でも浴衣一枚まいの格かつ好こうを貫つらぬく。季節感がないと巣鴨に笑われることもあった。

　白ヤギが地面を蹴って、自転車を加速させる。最初は緩ゆるやかだった車輪が、ペダルを凄すさまじい脚きやく力りよくで蹴り出した瞬しゆん間かん、爆ばく発はつ的てきに回転を始める。浮きそうになる車体を力で押おさえこんだ。

　夜の広がりきった道路へと飛び出し、仲間の報告をもとにその方角へとひた走る。途と中ちゆうで仲間の自動車と合流すれば、時間もかからずに石竜子を見つけることができるだろう。

　そして走る間、白ヤギは思い悩なやむ。

　誘ゆう拐かい犯はんをどの『音』で殺そうか、と。
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　女に背せ中なかを取られて、自動車の後こう部ぶ座ざ席せきに押おし込こまれてから三十分が経たつ。女の乗ってきた車はプリウスで、乗り心地はいい。気分の方は誘ゆう拐かい中ちゆうとあって、どんよりと曇くもっているが。

「なぁ、お前の超ちよう能のう力りよくってなんだよ」

「誰だれが教えるか」

　唾だ棄きするように女の質しつ問もんをはね除のけた。この女、名乗った名前は隼隼。

　ハヤブサシュン。猛もう禽きん類るいの目つき、といった定番の表ひよう現げんが名前の割わりに似に合あわない。じっくり眺ながめてもやはり縦たてに長い猿さる顔がおだった。鼻の下が長い点にその顔の特とく徴ちようが詰つまっている。

「それ、実はカラコンってオチじゃねーよな」

「カラコンはめてればオセロに勝てるのか」

「じゃあギアスか？」

「それならのんびり車に乗っているわけがないだろう」

　軽口を叩たたき、ボロが出ない間に会話を打ち切ろうとする。視し界かいは遮さえぎられて真っ暗だ。移い動どう中ちゆうの景色を見せないためというより、俺おれの能力を警けい戒かいして目め隠かくしされた。良い傾けい向こうだ。

　ハッタリのペンキがいつ剝はげるかは不安だが、まだ効こう果かを発はつ揮きしている。

　両りよう腕うでは拘こう束そくされているわけじゃないが、目隠しを外したら撃うち抜ぬくと脅おどされている。恐おそらくそれはないと思いながらも、大人おとなしく座すわっていた。

　このハヤブサという女は、俺の『超能力』をアテにしている素そ振ぶりである。

　超能力とオセロ。一体、どんな組み合わせなのだろう。

「そろそろ名前以外にも聞いていいか？　ここまで来たんだ、逃にげられないだろう」

　後部座席から飛び出したら普ふ通つうに道路を転がって死ぬので、最初から逃げる方法などあるはずがない。自動車は走る牢ろう獄ごくのようなものだ。棺かん桶おけにならないだけマシかもな。

「いいけどよ、なーんでお前そんなに偉えらそうなのよ」

「王様だからな」

　ハヤブサの息を吞のむ気配が伝わってきた。俺の発言に面めん食くらったようだ。

「すげぇなお前、生暖かく賞賛するわ」

「どういう意味だよ」

「いや、中学生ってそんなのばっかなのかなぁって」

　俺みたいなので埋うめ尽つくされた中学校？　すっげぇうるさそう。

　我わがことながら想そう像ぞうするだけで耳を塞ふさぎたくなる。

「俺が中学生だと知っている。家も知っている。なんの目的で調べた？」

「調べてくれって頼たのまれたからさ。後、連れてきてくれとも頼まれた」

「誰だれに？」

「金持ちのオッサン」

　身体からだが右に寄よる。道を曲がったらしい。目め隠かくししているのでカーブで曲がる度たび、不意を突つかれて身体が傾かたむく。身体を真っ直ぐに戻もどしてからおどける。

　殺し屋と違ちがって話し合いに持ち込めるだけでもありがたかった。あいつら問答無用すぎ。

「オッサンに売り飛ばされるわけ？　うげぇだよ」

「ははは、大事にしてもらえよ」

　朗ほがらかにハヤブサが笑い、そこで会話が途と切ぎれた。こっちもしばらく口を噤つぐんでいたが、やがて不安が限げん界かいに訪おとずれたので恐おそる恐る尋たずねる。

「え、マジで？」

「マジなわけねぇだろ。テメェみたいな顔がん面めん中ちゆう古こ野や郎ろうなんか売れるか。用があるのはお前の超ちよう能のう力りよくだよ、詳くわしくは会って聞け」

　超能力が目当て、か。インチキだと知られたらどんな扱あつかいを受けることやら。

「まさかオセロの相手でもやらせる気か？」

「お、良い勘かんしてるじゃん」

　ハヤブサがまた笑う。独どく特とくの間がもう一度空いたので、お約束のように尋ねた。

「今度はマジ？」

「さぁねぇ」

　はぐらかすあたり、マジのようだった。オセロ？　なんだか、嫌いやな予感しかしない。

　普通、オセロの相手をさせるために拳けん銃じゆうを持った女まで派は遣けんしないだろう。

　常じよう識しきを逸いつしたオセロ。……まさか負ける度に血を支し払はらう羽目にならないだろうな。

「もう一つ聞くがあんたは何者だ？」

　オセロに関して追げん及きゆうしたい気持ちはあったが、知りすぎるのが怖こわかった。

「さっき名乗ったやん」

「それ以外。金持ちのオッサンの小間使いか？」

　ブレーキがかかって、身体が前に倒たおれる。助手席に額ひたいを打って止まる。

「調達屋だよ。頼まれたものを見つけて運んでくる仕事。物でも、人でもな」

「ふぅん。つまり泥どろ棒ぼうと人さらいを兼けん任にんしているわけだ」

「そゆこと」

　挑ちよう発はつしたつもりだったが、乗ってこなかった。割わり切って仕事しているようだ。

　車が発進する。座ざ席せきに埋うまるように身体が前から押おしつけられる。

　その加か減げんから気づいたことを指し摘てきしてみた。

「急に安全運転になったみたいだな」

「あぁ。やっとまいたからな。追いつかれる心配はあるけど、今度は速そく度ど超ちよう過かで警けい察さつに追われたら洒しや落れになんねぇよ」

「まく？」

「お前の家を出発したとき、追っかけてくる車がいた。心当たりあるか？　色男」

　色男という表ひよう現げん、言い得て妙みようだな。それはさておき。

「あるに決まってるだろ。さっきも忠ちゆう告こくしたけど、どうなっても恨うらむなよ」

　俺おれを追ってきたのは十中八九、巣す鴨がもが絡からんでいる。消去法でも加か減げん法ほうでも、あいつしか心当たりが出てこない。残り一割わりはシラサギだけど、あいつは今のところ、俺のことなんて歯し牙がにもかけていないだろう。働きかけてくる理由がない。

「しっかし、超ちよう能のう力りよく者しやっているもんだよなぁ」

　俺の親身な助言など無む視しして、まったく別の話題を振ふってきた。

「最近まで信じてなかったけど、ありゃすげえわ。空飛ぶ男とかいるんだぜ」

「……へぇ」

　空を歩く男の間ま違ちがいじゃないか、それ。指し摘てきしないけど。

「昔、テレビの特番に出てたガキも案外、本物だったりしてな」

「超能力少年Ａくん？」

「そうそいつ。あと、よく一いつ緒しよに出しゆつ演えんしていたＢちゃんもな。最後はかわいそうだったよなぁ、インチキを検けん証しようする特番まで作られてさ」

「………………………………………」

「ま、その番組を喜んで見ていたわけだが」

「……俺もだよ」

　超能力少年Ａくん、カワセミ。

　あいつの能力の正体は恐おそらくテレポート。物体を移い動どうさせているのだ。

　ただしそれの変わったところは、物体全部を動かすのではなく、好きな位置から移動させることができること。だから物体の硬こう度どに関係なく切せつ断だんできるようなものだ。

　入院中、暇ひま潰つぶしに考え続けて出した結けつ論ろんはこれだった。動かせる距きよ離りや大きさは分からないけど、それ以外は多分正せい解かいしている。ついでに有ゆう効こう範はん囲いは、あいつの見えている部分だけだ。

「アタシはいつか、あいつが謎なぞの覆ふく面めんを被かぶって世せ界かい征せい服ふくを始めると信じてんだぜ」

「覆面ねぇ。カツラは被ってるけどな」

「あ、なんか言った？」

「なんでもない」

　頭を振る。バックミラー越ごしにそれを見ているか知らないが、ハヤブサは無言だった。

「まだ着かないのか？」

　なんだかんだで二、三度死にかけた影えい響きようか、俺も度ど胸きようがついたらしい。今のところは危き害がいを加えられていないこともあってか、強気を装よそおうことに無理がなかった。

「信号待ちに結けつ構こう引っかかってる。でももうすぐ」と答えた後、一いつ拍ぱく置いたハヤブサが俺おれの方を向いた。気がした。運転中に。

「つうか今いま更さらだけど、お前、本物の超ちよう能のう力りよく者しやだよな？」

　少々控ひかえめな声色で尋たずねてきた。急に態たい度どが弱まると、嫌いやな感じだ。

「なんだその確かく認にん」

「いや間ま違ちがっていたら殺されるから。この前のやつがそうだったから、後味悪くて」

　空気の温度が確実に下がるのを、肌はだで感じ取った。

　ひゅ、ひゅ、と唇くちびるの隙すき間まから掠かすれた吐と息いきが抜ぬける。暗くら闇やみが拡かく大だいしていく。

　殺される？

　場の空気を読んだように、ハヤブサがおどけた声をあげる。

「なーんちゃって」

「なはなは。勝手に連れてきておいて、そういう脅おどしはやめてほしいね」

「目の前で『処しよ理り』を見たわけでもないのに、憶おく測そくで言うのはよくねぇやなぁ」

　上げた直後、落としてきた。急きゆう降こう下かである。ハヤブサが餌えさでも仕し留とめるように。

　またこの目か。リペイントが、厄やつ介かいな事じ態たいを招まねいたというのか。

　本当に呪のろわれているんじゃないか、この能力。

「ひょっとしたら、地下とかで飼かわれてるかも知れないな。金持ちはそういうのが好きそうだ」

「飼う、って」

　金持ちへの偏へん見けんだらけの想そう像ぞうに血の気が引く。

　今から会うのは、『そういうやつ』だというのか。

「覚えとけよ。金持ちっていうのは身勝手で、短たん慮りよで、しかもそれで生きていけるんだ」

　脅しか、先人の助言のつもりか。ハヤブサは言こと葉ば尻じりを強く切って、厳おごそかに言う。

　それに対し、内側からしみじみ出てきたのは驚きよう愕がくでも、驚きよう嘆たんでもない。

　溜ため息いきだった。

「知ってるよ。よーく、な」

　そしてあんたたちはまだ知らない。

　そのワガママなお金持ちを、敵てきに回してしまったことに。

　助けてカモカモ。
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　猪い狩かり友ゆ梨り乃のの家の前からマンションに帰き還かんしたナメクジは思い立って、カエルの部屋を訪おとずれることに決めていた。カエルの部屋は同マンションの四階にあるが、生前にその部屋へ招まねかれることはほとんどなかった。ナメクジ自身、不ふ快かいになることが分かっていたので近づきもしなかった。

　そんな部屋になぜ今いま頃ごろになって向かうのか。理由は、服を借りるためだった。

　明日の仕事は昼間の住じゆう宅たく地ちで行われる。その際さい、住宅地を歩いていても違い和わ感かんのない格かつ好こうをして出かけるつもりだったが、新しく服を買うには時間が遅おそくなってしまった。だからナメクジは、カエルの私し物ぶつを拝はい借しやくすることにしたのだ。ヘビは男なのでその部屋に用はない。

　四階に上がってから、カエルの部屋の前で立ち止まる。左右を見み渡わたして誰だれの姿すがたもないことを確たしかめてから、ナメクジはナイフを取り出す。部屋の鍵かぎなど持っているはずがないので破は壊かいを試みた。ナイフを駆く使しして鍵かぎ穴あなを外し、指を突つっ込こんで解かい錠じようした。その過か程ていで皮が破やぶれてささくれた人差し指を、ナメクジの舌したが舐なめた。金きん属ぞくの苦い味が舌の上に広がる。

　作業中に派は手でな音を立てたが、周囲の扉とびらが開く気配はない。そうした住人の無関心さが気に入って、ナメクジたちはこのマンションに住み着くことに決めた。殺し屋になるようなやつは元々、人じん格かくに欠けつ陥かんが多い。そうした欠陥を隠かくすために、周囲の無関心が必要だった。

　部屋に入り、入り口の脇わきにある電でん源げんを入れる。家や賃ちんの払はらいは引き落としなので、まだ部屋も撤てつ去きよされていないのだろう。ナメクジは靴くつも脱ぬがないで廊ろう下かに上がり、奥おくへ進む。

　埃ほこりが積もっているかと思ったが、まだ目に見えるほどではなかった。人の出入りがないためだろう。ナメクジは部屋に入った後、まずカーテンを閉しめる。向かい側のマンションから部屋を覗のぞかれて、幽ゆう霊れい、泥どろ棒ぼうの噂うわさが立っても困こまる。出かける際にカーテンを閉めていかなかったのは、仕事が終わった後にすぐ帰ってくるつもりだったからだろう。

　だがそんなカエルも、もういない。

　死体は巣す鴨がもあたりが処しよ理りしてしまったんだろう。ナメクジが思うのはそんなことだけだった。

　クローゼットを開く。長時間この部屋にいることは避さけたいので、ナメクジは持っていく服を選ばない。奥に腕うでを突っ込んで、すべての服をクローゼットから搔かきだした。それを取りこんだ直後の洗せん濯たく物もののように床ゆかへ落とす。それから持ち運ぶために段だんボール箱でもないかと、部屋の中を巡めぐった。片かた腕うでのないナメクジは、単たん純じゆんな理り屈くつとして物を運ぶのが不得手だ。

　力仕事も、裏うら方かたも任まかせられない。そう捉とらえられて当然の自分を採さい用ようしてくれたたこ焼き屋には恩おん義ぎを感じていた。だから明日は、仕事が終わってからちゃんとバイトに出よう。ナメクジはそう決めて、キッチンを覗く。冷れい蔵ぞう庫この脇わきに丁度、手て頃ごろな段ボール箱が積み重なっていた。

　ついでに冷蔵庫を開くと異い臭しゆうが鼻をついた。卵たまごや肉類がすべて腐くさったらしく、ナメクジも思わず鼻を押おさえる。足で冷蔵庫を蹴けり飛ばし、扉を閉とじた。異臭の漂ただよいは消えない。

　すぐにキッチンから引き返した。そして段ボール箱を服の側に置く。

　そこで座すわりこんだとき、ナメクジの目がテーブルの方に向く。読みかけの本なのか、開いたまま置かれていた。カエルが読書をするところなど一度も見なかったためか、興きよう味みを抱いだく。

　ナメクジは膝ひざで移い動どうして、その本を手に取った。

「………………………………………」

『猫ねこと仲良くなるために』云うん々ぬんという帯に装そう飾しよくされた本だった。ハードカバーのそれをナメクジは摘つまみ上げて、パラパラと捲めくり、最後はテーブルに叩たたきつけた。

　その本をナイフで縦たてに引き裂さいた後、段だんボール箱に服を詰つめ始める。無言で、感かん傷しようもない。

　ナメクジは他人の死を美化しない。誰だれが死のうと影えい響きようを受けない。人間は生きているからこそ価か値ちがあると、殺し屋として異い端たんの思想を持つ。それがナメクジの殺し屋としての、天てん性せいの資し質しつかも知れなかった。

　服を強引に詰めこんでから、ナメクジは段ボール箱を片かた手てで抱かかえて、よろめきながら部屋を後にした。エレベーターを待つ最中、電気を消し忘わすれたことに気づいたが扉とびらを開くのが面めん倒どうになったのでそのまま乗った。そして七階の自分の部屋へと帰る。

　段ボール箱を部屋の真ん中に投げだした後、別の部屋のベッドに倒たおれこんで目を瞑つぶる。

　ナメクジは近ちか頃ごろ、夜が訪おとずれるとすぐ死期の訪れた猫のように眠ねむってしまう。

　活力の大半が、巣す鴨がもへの怒いかりを維い持じするために費やされている所せ為いだった。
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「着いたぜ。って、目め隠かくしされてると分からないか」

「『見えないことはない』んだがな」

　思わせぶりに強調して、噓うそを重ねる。目玉の色が変わる以上、やはり視し力りよくや透とう視しといった、見通しに関する能のう力りよくを匂におわせるのが自然だろう。設せつ定ていを考えるのも大変だぜ。

　右目はもとから包ほう帯たい巻まきなので、眼がん帯たい風ふうに斜ななめに結ばれていた目隠しが乱らん暴ぼうに外される。何度かまばたきして、左目が次第に回かい復ふくしていく。ぼやける視界はすぐに治らないものの、概おおむね、目の前を見み渡わたせるようにはなった。運転席から身を捻ひねってこちらを向くハヤブサの顔が映うつる。

「その顔の傷きずって、自分でつけたわけじゃないよな」

　ハヤブサが顎あごに手を当てて、工芸品でも値ね踏ぶみするような目つきで質しつ問もんしてきた。

「当たり前だろ。喧けん嘩かの跡あとだよ」

「喧嘩っつーより殺し合いの跡みたいだな」

　お、鋭するどい。

　車から降おりる。長らく塞ふさがれていた目に、灯りが眩まぶしい。思わず手で目を覆おおう。よろめいて、復帰するのに十秒近くかかった。ゆっくりと覆いを外す。

　車から下りた先はガレージらしく、三方は壁かべに覆われている。天てん井じようの隅すみには動きに反はん応のうして点灯するライトが二つ設せつ置ちされていた。俺おれの目を焼いた光はそこが出所みたいだ。それと端はしっこに子こ供ども用ようと思おぼしき自転車が置かれていた。ただ埃ほこりを被かぶっていて、既すでに使われてはいないようだ。その自転車の後輪を確かく認にんする。……ふむ、安あん全ぜん点てん検けんのステッカーが貼はってあるな。

「おい行くぜ」

　ハヤブサが車庫の外に出て、早く来いと催さい促そくしてくる。俺おれが望んで来たわけじゃないのに、と反発しつつもその後を追った。どうせここまで連れてこられたなら、前向きに考えよう。

　もしかすると、これがなにかの『転機』になるかも知れない。

　殺される、という点は非ひ常じように気がかりで心に影かげを落とすが。

　道路に出てすぐ右側に回ると、二メートル強の高さを誇ほこる門があった。それを引いて、ハヤブサが先に家の敷しき地ちへと入る。真っ白な門の表に表札があった。いや、看かん板ばんの方が近いか。

「これ、クラシナさんでいいのか？」

　先を行くハヤブサに確かく認にんすると、歩きながら答えた。

「倉くら科しな康こう一いち。ニュートラル友の会とかいう代表やってるオッサンだよ」

　その名前の響ひびきから、どんな団だん体たいのリーダーか察する。

「宗しゆう教きよう団だん体たいか」

「人の悩なやみを解かい決けつする仕事、だってさ。本人の言い分だぜ」

「なるほど、典型的だ」

　門の中に入ると、石の道が玄げん関かんの方まで並ならべられている。途と中ちゆうで直角に曲がる箇か所しよはあるが、それ以外は直線的だ。暗くら闇やみで種類は判はん別べつしづらいが、ノッポな木々がその道の周りを固めているようだ。左手側には芝しば生ふが一面に広がる庭が見える。庭の面積は恐おそらく、俺の家が収おさまってもまだ余よ裕ゆうがあるだろう。隅すみに犬小屋があり、その前には遊ぶためか砂すな地ちも用意されている。

　確たしかに広い。しかし、巣す鴨がも邸ていを見上げたことがあると、比ひ較かくしてどうにも小こ粒つぶに見える。

「そこまで金持ちの家に見えないな」

「お前っていいとこの坊ぼつちゃん？」

　ハヤブサが呆あきれ笑いを浮うかべる。俺の家を見て、とてもそうには思えないからだろう。

　玄関にも門同様の看板が飾かざってある。金持ちの感かん性せいは分からん。

　一歩引いて家全体を確かめる。灯りがついているのは一階ばかりで、二階はなし、と。

「……ふむふむ」

　扉とびらの前で、ハヤブサが何度も呼よび鈴りんを押おす。ややあって、中から人が出てきて扉を開ける。不健康な顔つきの中年女性で、奥おくさんか、もしくはお手伝いさんといったところか。

　俺の顔、特に右側を注ちゆう視ししてきたものの、無言で家の中へ招まねき入れてくる。

「オバサマの熱い視し線せんも射い止とめるたぁ、色男は違ちがうねぇ」

　ハヤブサが屈くつ託たくない笑顔でからかってくる。こっちはそんな軽口に付き合う余よ裕ゆうも、段だん々だんと失われてきた。これからその倉科康一という男を騙だまさなければいけないのだ。それには注意を怠おこたってはならないし、余裕を持つことも必要だ。その両立は、まだ難むずかしい。

　余裕がないことを見て悟さとられると、俺のハッタリは薄うすっぺらくなって、意味を失う。

　倉科家の玄関は一いつ般ぱん家か庭ていの二倍ほど、横よこ幅はばが広い。四人家族が全員、同時に靴くつを履はくことができるが、それになんの意味があるんだ。大おお勢ぜいの客がひっきりなしにやってくるのなら、価か値ちはあるかも知れない。並ならべてある靴くつと、棚たなの中身を保ほ険けんのために確かく認にんしておく。

「……三人家族かな。あ、すいません。つい好こう奇き心しんで」

　中年女性の訝いぶかしむ目があったので、早々に切り上げて廊ろう下かに上がった。ちなみに俺おれの脱ぬいだ靴はすぐに女性が揃そろえて並べてくれた。

　廊下は目の前に壁かべがあり、左側に曲がるようになっている。ハヤブサの後ろについて歩くと、途と中ちゆうに象ぞう牙げが飾かざってあった。本物かは分からない。実物の象って見たことないしな。

　家の大きさの割わりに細長い廊下の途中にある部屋を覗のぞくと、ダイニングのようだった。ついでにキッチンも奥おくにある。大きな窓まどガラスの向こうには、外から見ていたあの庭が一面に広がり、印象として『アメリカ！』と思わせる風ふ情ぜいだった。昼間は犬がゴルフボールをくわえて庭を走り回っているのが似に合あうだろう。そんなことを考えて足を止めていると、後からやってきた中年女性に背せ中なかを押おされる形となったので、慌あわてて足を動かした。

「なぁ、俺の前に連れてきたのって、どんなやつだった？」

　オセロの上じよう位い成せい績せき者しやだったら、ネットの中では知り合いだったかも知れない。

　興きよう味み本ほん位いと参考のためにハヤブサに質しつ問もんしてみると、「こんなやつ」と写真を取り出し、渡わたしてきた。百聞は一見にしかずということだろうか。顔を見ても分からないんだけどな、と思いつつも受け取って目を落とす。

　……おや？

「生意気だけどかわいいから期待してたんだけどね」

　写っているのは女だった。俺より三つ、四つ年上に見える。金きん髪ぱつの前まえ髪がみを顔に垂たらして、その奥で碧へき眼がんが輝かがやいている。異い国こく人じんの血が混まじっているのか、どちらの色も自然だった。黒いワンピースのような服で、肌はだには日焼け跡がある。不ふ機き嫌げんそうに、歯は軋ぎしりでもしているのか頰ほおが盛もり上がっていた。どういう状じよう況きようで撮とった写真なのだろう。

「こいつ……」

「ん？　なんだ思わせぶりに。知り合い？」

「いや、そうじゃなくて……」

「じゃあ惚ほれたのか？　そうかそうか、でも後にしろよ、もう着くから」

　廊下を抜けた先に小さな空間がある。左手側の窓まどからは開くと直ちよく接せつ、庭に出ることができるようだ。左ひだり斜ななめには二階に通じる階かい段だんがあり、覗のぞいてみたが上の階は暗い。廊下はまだ奥まで続いているが、ハヤブサが入ったのは階段の脇わきにある扉とびらの奥だった。

　そこに倉くら科しな康こう一いちがいるのだろう。写真をしまい手のひらの汗あせを拭ぬぐってから、俺も続いた。

「連れてきたぜ」

　入り口の脇で立ち止まっていたハヤブサが俺を親指で指す。中を覗くと、昼間のように室内は明るく、気後れする気持ちが助長されてしまう。どうにも、明るすぎるところは苦手なのだ。

　この部屋は応おう接せつ間まらしい。ソファが二つ向き合い、奥には巨きよ大だいなテレビがある。俺の部屋にも欲ほしいものだ。調度品は控ひかえめで、象ぞう牙げ等の飾かざりつけもない。窓まどから見える景色も芝しば生ふではなく、周囲に生えている木々の幹みきで埋うめ尽つくされていた。

　そして部屋の入り口の向かい側に位置するソファに、倉くら科しな康こう一いちは座すわっていた。

　夜も更ふけてきたがスーツ姿すがたである。ダークブラウンで、髪かみの色と同じだ。紳しん士し然ぜんとした出で立ちではあるが、問題は顔。ぎょろつく目玉がそれを台無しにしている。カメレオンに似にていた。見ていると焦しよう点てんがあっているのか怪あやしい。こちらまで落ち着かなくなる。

「これはまた、お若い方で」

　倉科康一は口調の割わりに、顔に驚おどろいた様子がない。俺おれの顔についても言げん及きゆうがない。

「中三だよ。歳としなんか関係ねぇだろ？」

　ハヤブサが口を挟はさむのを無む視しして、倉科康一が立ち上がる。そして、謝しや罪ざいしてきた。

「乱らん暴ぼうにお連れした件けんをまずお詫わびします」

　倉科康一が深々と頭を下げる。それに対して、俺より先にハヤブサが反はん論ろんした。

「おいおい。話を聞きもしないのに決めつけるなよ」

「あなたの仕事はいつも粗そ雑ざつだ」

　倉科康一の目がきろりと、ハヤブサに向く。カメレオンのような目玉の動き方だった。ハヤブサは肩かたを竦すくめて、入り口の脇わきに陣じん取どる。俺が逃げ出さないための保ほ険けんのようだ。

「彼女が強引に連れてきたことで、あなたには不信感を抱いだかせてしまっているでしょう。重ね重ねお詫わびします。私はあなたのような方を客人として、またパートナーとしてご招しよう待たいするよう命じてあるのですが、どうもその誠せい意いが伝わらないらしい」

　倉科康一の白目の部分に赤みが差す。充じゆう血けつの赤い線が増まして、その目がハヤブサを睨にらむ。ハヤブサは素そ知しらぬ顔で、窓の方に目を向けていた。木の幹しか見えないのに。

「さて、ご紹しよう介かいが遅おくれましたが。倉科康一です」

　俺の前まで距きよ離りを詰つめて、名めい刺しを差し出してきた。両手でそれを受け取り、目を通す。

　書いてあることは表の看かん板ばん通どおりで、ようするに、インチキ野や郎ろうってことだ。

「五十川いかがわ石と竜か子げ、です」

　年上だから一いち応おうはかしこまる。そうした戸と惑まどいが伝わったのか、倉科康一が微かすかに笑う。

「おかけになってください。あと、言こと葉ば遣づかいは普ふ段だん通どおりで結けつ構こうですよ。歳なんか関係ありませんから」

　先さき程ほどのハヤブサの言葉を引用して、倉科康一が気さくな面を見せる。顔つきはともかく、言動や物もの腰ごしは人当たりがいい、と感じさせるように努めている。シラサギのような超ちよう常じよう的てきな神しん秘ぴ性せいというカリスマこそないが、人の心に入りこむには長たけているようだった。

　もっとも俺には通じない。どれだけ塗ぬり固めた噓うそでも、信心は縁えん遠どおい。

　なぜなら、俺自身が噓つきだからだ。

　勧すすめられたソファに腰こしかけて、頰ほおを一度叩たたく。

　さぁ、始まるぞ。恐おそれるなよ、乗り切ってみせろ。

「あ、そうだ。先にトイレ行ってきていい？」

　肩かた透すかしを狙ねらうように、敢あえてそんなことを言ってみる。倉くら科しな康こう一いちは「どうぞ」とにこやかにそれを認みとめて、応おう接せつ間まの入り口に向けて手をやる。そこまではいいが、トイレまで案内するのは中年女性ではなくハヤブサの方だった。案の定、トイレの前でハヤブサは脅おどしてきた。

「ひとーつ。窓まどから逃にげたらぶっ殺す。ひとーつ。五分以上出てこなかったらぶっ殺す」

「そんな緊きん迫ぱくさせられると、出るものも出ねぇって」

「ほぅ。出やすいように新しく穴あなあけたろか？」

　方ほう言げん混まじりに脅きよう迫はくされたので、渋しぶ々しぶトイレに入る。ハヤブサは扉とびらの脇わきで手を振ふってきた。

　倉科家のトイレは広かった。小便用と大便用にトイレが二つある。個こ人じん邸てい宅たくで意味あるのか。便器に座すわりこんだ後、すぐに秒数を数え始めた。五分ギリギリまでここで時間を稼かせぐ。

　俺おれを尾び行こうしていたのが巣す鴨がもの関係者だとするなら、所しよ在ざい地ちを突つき止めることでなんらかの反はん応のうに期待していいはず。そいつに期待しよう。可か能のう性せいは多い方がいい。保ほ険けんが大体、巣鴨頼だのみという状じよう況きようは感心しないが。だけど他になんの後ろ盾だてもないからな。

　権けん力りよくも、魔ま法ほうも俺にはない。あるのは大道芸にも不便なこの左目だけ。そんな俺に降ふってわいたこの状況は、危き機きなのか、或あるいは転機なのか。大きななにかの始まりであることを祈いのる。

　そして、そうあるように尽じん力りよくしよう。受験勉強そっちのけで。

　五分弱の時間が経たってから、手と顔を洗あらってトイレを出る。ハヤブサは入る前と同じ姿し勢せいで、同じ場所に立っていた。俺の目もく論ろ見みは理り解かいしているらしく、思わせぶりに笑いかけてくる。

「長いトイレだったな」

「トイレが変わると落ち着かないタチでね。枕まくらみてーなもんだよ」

「聞いたことねーけど、そんなの」

　ハヤブサに背はい後ごを取られながら応おう接せつ間まへ戻もどる。前まえ屈かがみだった倉科康一が顔を上げた。

「調子は大だい丈じよう夫ぶですか？　随ずい分ぶん時間がかかっていたようですが」

「えぇバッチリ」

　悪びれずに座る。それから応接間をわざとらしく眺ながめ回す。歌か舞ぶ伎き役やく者しやみてーな首の振ふり方だな、と自分でも若干の失しつ敗ぱいを感じた。

「ここってあんたの自宅？」

「えぇ、家の一つですね」

　ふぅん。するとさっきの女性はやはり倉科夫人か。これで家か族ぞく構こう成せいははっきりした、と。

「今日は少し眠ねむくてね。早めに本題に入ってくれると嬉うれしいな」

　匙さじ加か減げんは難むずかしいが、話を急せかすことにした。話を長引かせれば能力のボロが出やすい。巣鴨の救助の手を待つには時間を稼いだ方がいいが、確かく証しようがない。基き本ほん、頼たよりにしない方がいい。

「では早さつ速そくお願いしましょう」

　ソファに座すわり直した倉くら科しな康こう一いちが、言葉通りに間を置かないで本題に入る。

「あなたには賭かけオセロの代打ちを頼たのみたいのです」

　前まえ屈かがみになった倉科康一の巨きよ眼がんが、きろきろと俺おれを捉とらえる。挙動や些さ細さいな反はん応のうも見み逃のがさないように。種族の壁かべを越こえて、複ふく眼がんの機き能のうでも働いていそうだった。

「まぁ予想の範はん疇ちゆうだな」

　オセロで勝負して連れられてきたのだから、妥だ当とうな役やく割わりだ。問題はそのオセロの実力がインチキであるという点である。ババジュクが駆かり出されても、それも問題になったと思うが。

「だけど要よう領りようを得ないな。少しぐらいは説明が欲ほしい」

　返事を後回しにすると、倉科康一が見せかけの笑顔で取り繕つくろって言う。

「眠ねむいのでは？」

「説明不足だと考えすぎて眠れなくなるからさ」

「ああいえばこういうやつだな」

　ハヤブサが面白そうに口を挟はさむ。すると倉科康一が「黙だまっていなさい」と釘くぎを刺さした。ハヤブサは腕うでを組んで壁かべに寄よりかかったまま、舌したを出す。磨みがいていないのか、舌の表面は黄色い。

「さて、説明……そうですね、まず前ぜん提ていとしてこの世には、賭けオセロなんてものがあります。チェスも将しよう棋ぎもカードゲームも、すべて賭け事として行われているような場所があります。私はそこにほんの少し、関わっている人間でして」

「ほぅほぅ」

　頰ほお杖づえを突つき、顎あごと手のひらを一いつ緒しよに上下させる。倉科康一が話を続ける。

「今度行われる賭けオセロの景品に、素す晴ばらしいものがありましてね。是ぜ非ひとも勝ちたいわけです。ですがその景品を賭けに出した男、木き森もり高たか雄おというのですがやつが代打ちに出している女は今まで無敗なのです。勝負の場は何度か私も見ていますが、あれはオセロの腕以外のなにかが原因で勝っているとしか思えないのですよ」

「………………………………………」

　オセロに勝てる超ちよう能のう力りよく者しや、だと。なんだそりゃ。パッと思いつく能力は二つぐらいしかない。

「今までずっと負け通しですからね。そろそろ勝ちたいという意地もあります」

「なるほど」

　それは噓うそだろうな。顔を見ていればそんなことが悔くやしくないのは分かる。勝敗じゃなくて、なにか知らないがその景品に固こ執しつしている。多分、宗しゆう教きよう活かつ動どうに有利になるものなんだろう。

　超高い水すい晶しよう玉だまとかかな。

　一度身体からだを引いていた倉科康一が、再ふたたび前屈みになる。猫ねこ背ぜが癖くせなのだろうか。

「あなたにはオセロの実力を求めているわけではありません。勝てるかどうか、です」

「……実力もなしに勝てとは、難なん儀ぎなことをおっしゃる」

　肩かたを竦すくめる。倉科康一も俺の薄うすっぺらい演えん技ぎは見み抜ぬいたようで、テカテカと艶つやのある顔をほころばせる。太ってもいないのに、随ずい分ぶんと血色のいいオッサンだ。

「おとぼけは結けつ構こうです。あなたもお察しの通りでしょうが、賭かけオセロの相手は明らかに、なにかしらの超ちよう能のう力りよくを用いています。そして、あなたも」

「まぁね」

　やっぱりそういう期待と、誤ご解かいをされているわけだよな。

「だからこそ普ふ通つうでは勝てない、あり得ないオセロを打つ方を調達屋に依い頼らいして探さがさせたわけです。そして今、その逸いつ材ざいにこうして出会うことができた」

　恐おそらく今までの全員に同じことを言ってきたのであろう、倉くら科しな康こう一いちの賞しよう賛さんには淀よどみがない。宗しゆう教きよう活かつ動どうなんて人を褒ほめてナンボだからな、お上手。「だが」と言葉が続くことも含ふくめて。

「勝負の場に出ていただくわけですから、やはり、その前に信しん頼らいが欲ほしい」

「はぁ」

　敢あえてとぼけた態たい度どを取る。やっぱり、こういう流れになるよなぁ。

「あなたの能力をこの場で証しよう明めいして欲しいのです。私を安心させていただきたい」

「……ふむ」

　倉科康一の目が再ふたたび、焦しよう点てんの合わないものに切り替かわる。愛想も取り払はらい、真しん贋がんを見定めようとしている。ここでニセモノと判はん定ていされれば、まぁ、お察しだな。さっきの写真の女と同じ末路を辿たどるのだろう。あの女、まだ生きているのだろうか。

「どうせ明日になったら分かるだろ？　今日使うと、明日に支し障しようを来きたすかも知れないんでね」

　そう言って一いつ旦たん断ことわると、倉科康一の目配せが俺おれの背はい後ごへ飛ぶ。そして振ふり向く間もなく、俺の後頭部に押おしつけられる硬かたいものがあった。なにが当たっているか、考えるまでもない。

　ハヤブサの持つ拳けん銃じゆうの、銃口だ。

「お客さんじゃなかったのかい？」

　また両手を上げて降こう参さんの姿し勢せいを取りながら、倉科康一に軽口を叩たたく。頭は今にもぐるぐると暴ぼう走そうして、目玉と共に回ってしまいそうだ。だけど回りすぎて働かなくなったらお終しまいだ。ストレスで中身を戻もどしそうになる胃いを必死になだめていると、脂あぶら汗あせが止まらなくなる。

「だよなぁ。結局こうなるんだから、格かつ好こうつけなくていいんだよ」

　ハヤブサが背後で同意する。と言っても拳銃を引っこめてくれるわけじゃない。

　倉科康一は無言で俺を見み据すえている。ジッと、奇き跡せきを待っている。

　あと何秒黙だまっていれば、引き金が引かれるだろう。

「……ふぅ」

　仕方ない。取り敢あえず、軽い方から消費していくか。

「俺の能力を使うとですね、なんとあなたの悩なやみを当てることができます」

　路上の占うらない師しか易えき者しやでも気取るように、大げさに手を広げて、余よ裕ゆうぶる。

　頭を動かすと後頭部にごりごり、銃口がめり込こんで下半身が震ふるえた。漏もれそう。

「ほぅ、なんでしょうか」

　倉くら科しな康こう一いちのギョロ目を覗のぞきこみながら、精せい一いつ杯ぱい、強気に唇くちびるを歪ゆがめる。

「お嬢じようさんが夜遊びに忙いそがしいことですよね」

　倉科康一の目が見開かれた。ビンゴ！　表ひよう情じようを見て取り、畳たたみかける。

「お父さんとしては心配ですよね。それは父親としての面も含ふくめてですが、ニュートラル友の会の代表という立場においても、娘むすめが不良だと公になったら問題になっちゃいますからねぇ」

　ニヤニヤと、嫌いやらしく笑って言い当てる。気を抜ぬくと頰ほおが緩ゆるむどころか引きつってしまうので、そこにも細心の注意を払はらっている。

　むしろ表情や話し方といった演えん出しゆつが、俺おれにとって一番重要なのだ。

　倉科康一の目がハヤブサに向く。ハヤブサはその目線の意味を察して、否ひ定ていする。

「話してねぇよ、あんたの家族のことなんて。車内ではどうでもいい話で盛もり上がってたぜ」

「……朗ほがらかに談笑していた覚えはないぞ」

　ハヤブサの意い識しきしないアシストもあって、倉科康一の怪け訝げんさが増ます。倉科康一の表情の移うつり変わりは分かりやすい。シラサギと比くらべたら、温ぬるいな。

「面白いでしょう？　人の私し生せい活かつを暴あばくのに便利なんですよねぇ、この力」

　勿もち論ろん、俺の目にそんな力はない。全部、ここまでの観察の結果から推すい測そくしただけだ。

　ガレージに放置されて蜘く蛛もの糸だらけ、長い年月が経たっている子こ供ども用よう自転車。二階の部屋に夜にも拘かかわらず電気が点ついていないこと、そして年とし頃ごろの娘がいるということは玄げん関かんの靴くつの種類と数で確かく認にん済ずみ。女物の靴は年配の婦ふ人じん用ように加えて、十代の好みそうなものが揃そろっていた。

　しかしその靴は、大学生が履はくには少々子供っぽいデザインでもある。まぁそうしたものが趣しゆ味みの女性である可か能のう性せいは否ひ定ていしないが、そこまで疑うたがっていてはキリがない。最後は自信満々に言い切るために、勘かんを信じて、語ご尾びを濁にごらせない。なにより大事なのは自信であると、色いろ川かわ武ぶ大だいも本の中で言っていたではないか。

　だがしかし、倉科康一はさして動じない。微笑ほほえんですらいる。あ、やば。

　倉科康一が嫌らしさを倍返しするように、粘ねばっこく言う。

「そういうのは、私も得意ですから」

「……あは、やっぱり？」

　見抜かれたのを察して、早めにおどけておく。内心はどうあれ、外面の余よ裕ゆうは保たもたないと。

　そうだよなぁ。教きよう祖そ様はこれぐらいの洞どう察さつ力りよくを持って信者の悩なやみを見抜けなければ、話にならないし。類るい似じを感じて、俺の能力を紛まがいものと判はん断だんしたのだろう。

　やっぱりこれじゃあ納なつ得とくしないか。となるともう一つの方法で信用を得るしかないんだが。

　嫌だなぁ。できれば本当に、最後まで使いたくない手なんだよな。これをやってしまうと、確かく実じつに主人公失しつ格かくとなる。俺が主人公か、という疑ぎ問もんはさておき、他に手はないものか。

「……失礼します」

　応おう接せつ間まの扉とびらが、廊ろう下か側がわからノックされる。声の主は、あの中年の女性だった。倉くら科しな夫人（仮かり）の声を聞き、ハヤブサが何食わぬ顔で拳けん銃じゆうをしまう。倉科康こう一いちの方もギョロ目がきろきろ落ち着かない。恐おそらく、来客時に倉科夫人がこうして絡からんでくることは、まずないのだろう。

「どうした？　入ってきなさい」

　倉科康一が俺おれの顔色を窺うかがいながら夫人を招まねき寄よせる。夫人は控ひかえめ、というより臆おく病びようにも取れる態たい度どでおずおずと、扉を開く。倉科夫人の手もとには電話の子機があった。

　子機の下側を手のひらで覆おおいながら、夫人が俺に向いた。

「お電話です。その、そちらの方に」

　倉科康一が耳を疑うたがう顔つきになる。目玉が開きすぎて、ごろりとこぼれてしまいそうだ。振ふり向くと、ハヤブサの方は渋しぶい顔になっている。電話の相手に心当たりがあるようだった。

「彼に？」

「はい。とかげ様、というお客様に代わって欲ほしいと」

「あぁはいはい、石と竜か子げは俺ッスよ」

　子機を受け取るように手を伸のばす。よしよし、来た！　こんな状じよう況きようで倉科邸に俺宛あての電話をかけられるのは、家から車を尾び行こうしていたやつに違ちがいない。時間を稼かせいで正せい解かいだったな。

「分かった、ありがとう。下がってくれ」

　俺ではなく倉科康一が子機を受け取る。すぐに夫人は頭を下げて、廊下へ引っ込む。使用人みたいな扱あつかいで、もしかすると夫人ではないのかも知れない。倉科康一は子機をテーブルに静かに置いた後、俺とハヤブサの顔を見み比くらべた。

「どうしてここに電話がかかってくるのでしょう」

「追いかけてきているやつがいたからなぁ。そいつじゃね？」

　ハヤブサが見解を述のべる。倉科康一が「尾行、ですか」と渋い声と顔になる。ハヤブサの仕事の不ふ手て際ぎわを責せめているような調子だったが、当の本人は無む視ししている。

「出てみていいですか？　このまま切ると、相手が不ふ審しんがりそうだから」

　軽い脅おどしを含ふくめて、倉科康一へ手を差し出す。倉科康一は短くも熟じゆつ考こうに耽ふけり、身を固くする。その時間が過すぎて、やがて倉科康一はどんな判はん断だんを下したのか、小さく頷うなずいた。

「ただし、会話はこちらに聞こえるようにお願いします」

「了りよう解かい」

　甘あまいなぁ。シラサギだったら絶ぜつ対たいに許ゆるさないだろう。超ちよう能のう力りよく者しやの怖こわさをよく知ってるから。

　子機を取り、左手で持つ。顔の右側は包帯で覆おおわれているので、つい電話を添そえるのを敬けい遠えんしてしまう。包帯に触ふれることに怯おびえている自分がいて、不気味であり、不思議でもあった。

「はいお待たせしました、石竜子です」

　緊きん張ちようしながら電話に出る。さぁ誰だれだ、どんな態たい度どで出てくる？

『あ、石竜子？　やっと繫つながった、もう』

　中年の女性じみた声が、もの凄すごく馴なれ馴れしく、俺おれの名前を呼よんだ。

「ど、」

　どちら様ですかと言おうとした矢先、もう一つの声が頭の中に響ひびいた。

　そう。直ちよく接せつ、頭ず蓋がい骨こつを叩たたかれたような振しん動どうと共に。

【白シロヤギです。こっちの声も聞こえていますね、周りに人がいるようならキョロキョロしないようにお願いします】

　後半で指し示じされたとおり、振ふりかけていた首を急きゆう遽きよ、真っ直ぐに伸のばす。無理な動きで首の筋すじに負ふ担たんをかけながらも、頭は動き出す。疑ぎ問もん符ふを四方に飛ばしまくる。

　どうなっている？

　まさか、超ちよう能のう力りよく？

　直接、脳のうを揺ゆさぶるようにメッセージを伝える能力。テレパシー、か？

　しかも白ヤギさん。つまりやっぱり、尾び行こうは巣す鴨がも関係者だったのだ。

「母さん、どうしたの」

『どうしたのって、あんたが家から出て行くし、家の扉とびらはぶっ壊こわれているし、心配したんじゃない！』

【せめて姉さんと言って欲ほしかったです】

　再さい度ど、地声が脳に響ひびく。これは恐おそらく、テレパシーと考えて間ま違ちがいないだろう。倉くら科しな康こう一いちとハヤブサにはこの声が聞こえていないようだし。巣鴨のことだから、病院での手しゆ術じゆつのときに俺の頭になにか埋うめ込こんだ説も否ひ定ていしきれないが、そんな面おも白しろ大だい改かい造ぞうを施ほどこしたなら今まで使わないはずがない。これは白ヤギさんの超能力なのだろう。こりゃいい、運が回ってきた。

　それとその声で姉さんは無理がある。

「ご家族ですか？」

　倉科康一が口を挟はさむ。子機から顔を離はなして、「そうです」とうそぶく。

「母親ですね。まさか見かけたからって追ってくるとは凄すごいバイタリティだなぁ。さすがに不良息子でも夜間外出には身を案じてくれるみたいです。分かりますよねお父さん」

　話を合わせる。しかも相手の嫌いやがりそうな部分も踏ふまえて。

「追ってきたけど、警けい察さつには連れん絡らくしていないみたいですね。こいつは大助かりだ」

「なんだ。あれ、カーチャンが追っかけてきてたのか。へぇー」

　ハヤブサは棒ぼう読よみ気味だった。絶ぜつ対たい信用していないな、倉科康一も同様に。

「表に車が停まっているかの確かく認にんを」

「へいへい」

　ハヤブサが扉とびらの側から動く。窓まどへ近づき、塀へいの外を確たしかめるようだ。今なら反転して走り出せば部屋の外に出ることはできる。……けど、その後が問題だな。ハヤブサが即そく座ざに追ってきて、撃うちかねない。今度は足場も不安定ではないし、弾だん丸がんの外れる保ほ証しようがない。

　ここで逃にげるのは、愚ぐ策さくだな。

『ちょっと聞いてるの？　石と竜か子げ』

【私は一方的にしか声を送れません。そちらの心の声は聞き取れないので、あしからず】

「あぁはいはい、聞いてますよ」

　慌あわてた素そ振ぶりを見せて子機を戻もどす。母子の会話を演えんじながら、状じよう況きようを説明しろってことか。

　やってやろうじゃないか。この状況と白シロヤギさんを利用して、切り抜ぬけさせて貰もらう。

「あるね。あー確たしかに、追ってきた車だわ。途と中ちゆうで見失ったはずなのに、どうやってここが分かったんかね。ごくフツーのお母ちゃんには難むずかしいんじゃねえかな」

「母さん、ちょっと待ってて」

　振ふり向くハヤブサに答えるべく、受話器を離はなす。

「普ふ通つうじゃねぇのよ、お母ちゃん。具体的には、俺おれに発信器をつけてる」

　倉くら科しな康こう一いちの顔色が若じやつ干かん変わるが、こいつはあながち、噓うそとも言えない。

　恐おそらく、巣す鴨がもがお見み舞まいと称しようして渡わたした指輪だ。誘ゆう拐かいされる前に部屋から持ち出してきたが、きっとこれくらいの仕し掛かけはあるだろうと期待していた。肌はだ身み離はなさずと、妙みように強調していたからな。もしそうだとするなら、どういう意図で俺に発信器つきの指輪など渡したのか動機を想そう像ぞうするだけで寒気が伴ともなうが、まぁそういう問題は後回しにした方が胃に優やさしそうだ。

「はいどうもお母ちゃん、待たせたね」

『もぅ。あんたこんな遠くの家まで遊びに来てたの？　学校にも行かないで』

【追いかけるのに苦労しました。あぁ、お嬢じよう様さまの命令で助けに来ました。安心してください】

　巣鴨お嬢様の命令と明かす時点で、安心と信しん頼らいを得る気がないとしか思えない。

「うっせババァ。学校の話すんじゃねぇよ」

『ババァ呼よばわりとか、良い度ど胸きようしてるじゃないドラ息子』

【殺すぞ】

　すいません。

「それでさぁ。あー、なに？　あんまさぁ、恥はずかしいから電話しないで欲ほしいんだけど」

　倉科康一を気にするように、ちらちらと顔を窺うかがう。倉科康一は電話の向こうにいる相手を値ね踏ぶみするように、子機を睨にらんでいる。前まえ屈かがみは変わらず、テーブルの上の手がわきわきと指を重ねて蠢うごめいていた。

『あんた今、えー』

「倉科さん。表札あるだろ？」

『そうそう。その倉科さんいう方のお家おるんやろ？　どういうこと、あれ。誘拐みたいやったやないの。だから心配して追ってきたんやよ』

「あー、誘拐？　なに物ぶつ騒そうなこと言ってんの、違ちがう違う」

『ほんとぉ？　顔とか怪け我がしたばっかやし、心配してまうやないの』

「マジだよ。今回は大だい丈じよう夫ぶ」

『じゃあ晩ばんご飯どうするの？　今日はお父さん帰ってこないから、いらないなら私も簡かん単たんに済すませちゃうけど』

　声色を変えるのが上う手まいな、この人。感心しているとまた、地声が頭の中に響ひびく。

【そちらがどんな状じよう況きようか詳くわしく把は握あくできませんが、助けはいりますか？】

「いりますいります……ってちょっと待った。今日、帰してくれます？」

　子機を離はなして倉くら科しな康こう一いちに確かく認にんを取ると、横に首を振ふってきた。そりゃ、逃にがさないよな。

「あー、あのね。今日、泊とまってくから」

『泊まる？　あんたそんなこと勝手に決めて、えぇと思っとんの？』

【軟なん禁きんですか。難なん儀ぎですね】

「悪かったよ、はいはい。で、それだけ？　そんなんで電話されてもなぁ」

『なに言ってんの。倉科さんとこに遅くまでお世話になるのなら、挨拶あいさつしなあかんの。お母さん近くまで来てるんやから、今から伺うかがうでね』

【倉科康一という男が目の前にいるのですか？】

「いやいいって！　迷めい惑わくするから、ですよね倉科さん」

　電話の子機を離さず、倉科康一に声をかける。電話の向こうへ、側にいることを教えるように。倉科康一が曖あい昧まいながら頷うなずく。それを見て取ってから、白シロヤギさんの地声を待った。

【分かりました。倉科康一がいると】

　そうそう。さて、肝かん心じんなことをなんとか白ヤギさんに伝えないと。……んー。

「ところで手紙のことなんだけど、お偉えらいさんに届とどけてくれた？」
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　白ヤギ＝手紙。食ったのは黒ヤギだったか？　こんな遠回りで伝わるだろうか。きりきりと、こめかみが引き締しまるように痛いたむ。ストレスが頭の輪っかとして機き能のうしているようだった。

『手紙？　音楽の先生のやつ？』

【倉科康一になにかメッセージを送れと？】

　お、通じたみたいだ。白ヤギさんの察しの良さに感かん謝しやしながら、勢いきおいよく頷うなずく。

「そうそれ！　電話切ったらすぐ頼たのむよ、マジで」

『しょうがない子やねぇ、親を使うとはなんて子やろ』

【分かりました、電話を切ったらすぐ倉科康一に送ればいいと。あなたの能のう力りよくは把は握あくしているので、大体の事じ情じようは察します】

「そうそう。頼むわお母ちゃん」

『はいはい』

【では切ってから十秒後に始めます】

　ピ、と。こっちから、母親を疎うとましがるように通話を断たった。

「すいません、心しん配ぱい性しような親で。誘ゆう拐かいと間ま違ちがえて追っかけてきちゃったみたいです」

「間ま違ちがってねーけどな」

　ハヤブサの返しに二人でなはなはと笑う。ちなみにそのついでに、拳けん銃じゆうの銃口をまた後頭部にぐりぐりと押おしつけてきた。冗じよう談だんで弾たまが飛び出したら頭パーンで終わりなんだぞ。

　三ヶ月前のあの夜から、俺おれの周囲はあまりに、命が軽々しい。

「ほれ。出しな」

「なにを？」

「発信器。中学生がそんなもので管理されていたらストレス溜たまるだろ？　うわ優やさしい」

　ハヤブサの手が後ろから突つき出てくる。少し考えたが、時間がないことを思い出して指輪を渡わたした。巣す鴨がもから受け取ったものを手放すのは躊躇ためらいもあったが、拳銃が頭にくっついていることを忘わすれてはならない。

　指輪を受け取ったハヤブサの手が引っ込んでから、倉くら科しな康こう一いちに話を振ふった。

「で、能のう力りよくの証しよう明めいでしたね。見せたくないが、やむを得ないか」

　倉科康一の目が俺の全体を捉とらえる目つきに変わる。

　電話を切って十秒後だったな、急がないと。

　小さく息を吐はいた後、意い識しきして目つきを変化させる。

　意を決し、左目を指先で覆おおった。

　大げさな仕草、勿もつ体たいぶる間の置き方。すべて研究済ずみだ。目の色が変わるという共通点だけで、某ぼう人気アニメの主人公の真ま似ねを練習し続けた成果が、まさかこんなところで生きるとは。

　人生には無む駄だな時間なんて、本当にないのかも知れない。

　これまでの積み重ねを込こめて、左手を退のける。左側へと、めいっぱい伸のばして。

　倉くら科しな康こう一いちの両りよう眼めが俺おれの左目に注目する。いつか目の色を変えるときに、効こう果か音おんの一つでも演えん出しゆつするように進化しないだろうか。やっぱり音がないと、どうにも盛もり上がりが悪い。

「それが、能のう力りよくを使っている証あかしなのですか？　……分かりやすいですね」

　怪あやしくも煌こう々こうとしているであろう俺の左目に対し、倉科康一が言う。

　予告された十秒が間近に迫せまっているので、倉科康一を無む視しして一方的に言い放つ。

「こいつの一いつ端たんだけお見せしましょう。３、２、１……はい」

　ゼロを迎むかえると同時に指を構かまえる。

　頼たのむぞ、白シロヤギさん。

　他者に運命を委ねた指パッチンが、軽快に室内に響ひびいた。

　それと同時に、倉科康一の目の色が変わる。俺の噓うそが、やつの猜さい疑ぎ心しんを塗ぬり替かえる。

　突とつ如じよ、倉科康一が左右に激はげしく首を振ふった。なにかを探さがすように、確たしかめるように。先さき程ほど、白ヤギさんの声を直ちよく接せつ聞いたときに俺が行おうとした反はん応のうそのものだ。なにを送っているかまでは分からないが、ちゃんと、きっかり十秒に要求通りの仕事をこなしてくれたようだ。

　倉科康一が俺の左目に驚きよう愕がくを注ぐ。俺は思わせぶりに唇くちびるを歪ゆがめて、目を笑わせる。

　偶たまにはお前も、騙だまされてみろ。

　やがて、時間にして十秒ほどだろうか。倉科康一の中でその『音』が終わりを迎むかえたようで、思わず持ち上げていた腰こしを椅い子すに落とす。落ち着こうと努めているみたいだが、肩かたが微かすかに震ふるえていた。口もとに手をやり、もぞもぞと唇が動く。

「まさか……同じ力……」

　動どう揺ようを見せつつも倉科康一がなにごとか呟つぶやく。追つい及きゆうされると困るので、肩を竦すくめるに留とどめた。

「さてね。手品のタネは飯のタネ。自分から明かす手て品じな師しがいるかよ」

　倉科康一の求めているものは洞どう察さつ力りよくじゃない。超ちよう常じよう現げん象しようだ。

　それを演出するために今回、俺のリペイントは不ふ可か欠けつだった。初めてじゃないだろうか、こいつが完かん璧ぺきに活かされるのは。やっと、左目が産声をあげたような気さえする。

「……下がって」

　倉科康一が抑おさえた声でハヤブサに指し示じする。頭部に押おしつけられていた銃じゆう口こうが引き、ハヤブサ自身も壁かべ際ぎわに戻もどった。振ふり向くと、ハヤブサは興きよう味み深ぶかそうに俺の頭を見つめていた。

　なにをやったんだ、と尋たずねているような顔だった。

　……ふぅ。はぁ。許ゆるされるならソファに寝ね転ころんで、肩かたを抱だきしめて打ち震ふるえたい。

　どうにか、この場は乗り切ったみたいだ。次の検けん問もんまでは、生きていられる。

　生き延のびた感かん触しよくに感無量な俺の胸むねの内など知る由よしもなく、倉科康一が話しかけてくる。

「その調子で、明日もお願いします」

　明日？　勝負が明日ってこと？　思わず、声を裏うら返がえしてそう言いかけた。

　だけどせっかく切り抜ぬけたのに、そんな動どう揺よう見せてはマズイだろ。

　必死に吞のみこんで、目線を倉くら科しな康こう一いちに注ぐ。

「明日、ね」

「なにか？」

「学校の文化祭の準じゆん備びがあるからさ」

　冗じよう談だんと受け取ったのか、倉科康一が面白くもなさそうに形だけの笑顔で応こたえる。

　俺おれはその余よ裕ゆうを引っ剝ぺがそうと、このタイミングで左目の色を元に戻もどした。倉科康一がその変化を見て取り、微び妙みような顔つきになる。半はん信しん半はん疑ぎといったところか。そうした心理まで見み抜ぬいていることを強調するように、ニタニタと含ふくみを持たせて笑いかける。

　それを受けて、倉科康一は若じやつ干かん俯うつむいた。

「俺が勝ったら報ほう酬しゆうは？　現げん金きんで貰もらえるのかな」

　思いがけない大金を得る機会だ。これを逃のがしたら、シラサギに対たい抗こうなんかできない。

　こんな劇げき的てきな状じよう況きようを超こえなければ、俺の望む運命は始まらないのだ。

「勿もち論ろん。中学生に使い切れるか怪あやしいほどの額がくを用意します」

　中学生にはそうかも知れないが、俺にとってはそれでも足りるか疑うたがわしい。

「それともう一つ、欲ほしいものがある」

「なんでしょう」

「明日の勝負、俺が勝ったらこの女をくれ」

　先さき程ほど、ハヤブサに貰もらった写真を倉科康一に突つきつける。写真に遮さえぎられて倉科康一の表ひよう情じようは窺うかがえない。

「あ、生きていたらでいいから」

　そう付け足すと、写真の向こう側で笑い声があがった。どういう笑いなのやら。

「構かまいませんよ。今のところは一いち応おう、無事ですから」

「へぇ、生きてるのか」

　ちょっと安あん堵どした。

「当たり前でしょう、なにを物ぶつ騒そうな」

　どの面つらを下げて言うのか、倉科康一が白々しくとぼける。

「こちらも明日の勝負のために色々と有利に働くよう動いていますが、成果が上がるかは未知数なので」

「分かってる。そんなものなくても、なんとかなるさ」

　ソファから立ち上がる。明日か。それまでに、オセロの相手をどう『騙だます』か考えつかないといけないわけか。そんなぽんぽんと、詐さ欺ぎのアイデアが浮うかぶかよ。

　追いつめられている時間が終わらない。またストレスで吐はきそうだ。

　……いや、待てよ。

「今日はこの家に泊とまっていってください。部屋を用意しますので」

「それはどうも」

　逃にがさねーぞ、って感じ。俺おれも逃がさないけどな、金を搾しぼり取るまで。

　最初に騙だます相手が新しん興こう宗しゆう教きようの親玉とは、縁えん起ぎがいいねぇ。

　部屋を後にすると、ハヤブサも一いつ緒しよについてきた。そして、肘ひじで脇わきを突つついてくる。

「なに、冗じよう談だんじゃなくてあの女に惚ほれたわけ？」

　廊ろう下かでハヤブサが絡からんでくる。下世話な笑顔で肩かたに腕うでを回し、馴なれ馴れしく抱だきついてきた。

　緊きん張ちようも解とけて一息つきたいというのに、休ませてくれない。

　ハヤブサを肘で追い払はらいながら、疲ひ労ろうの溜ため息いきをつく。

　そういうのじゃねぇんだよ。説明も面めん倒どうなので、別の話題を振ふって流す。

「そんなことより、無茶苦茶だな。さらってきたやつを翌よく日じつにいきなり勝負させるかね」

　もう少し検けん討とうして、試験を設もうけて、と慎しん重ちようを期さないだろうか。そのお陰かげで助かるけど。

　閉とじた扉とびらの向こう側にぼやくと、ハヤブサがそれに答えてくれた。

「いいんだよ、別に。負けたら次のやつを捕つかまえてきて勝負するだけだから」

「次？　おいおい、何回勝負する気だよ」

「さっき名前の出た木き森もり高たか雄おってオッサンは、倉科康一の勝負を何度でも受けるんだよ。木森高雄にとって、出した景品はなんの価か値ちもねぇの。それなのに倉科康一が毎回大金はたいて勝負してくるから、止められない止まらない。というわけで、オメーも単なる鉄てつ砲ぽう玉だまだ」

　ハヤブサが肩を叩たたき、玄げん関かんの方へ歩き出す。俺と違ちがってこの家に部屋はないようだ。

「勝てば儲もうけ、負ければサヨウナラ。そんだけだよ。じゃ、おやすみー」

　手を振って廊下の曲がり角に消えていった。その途と中ちゆう、飾かざってある象ぞう牙げを小こ突づいて床ゆかに落としたのを慌あわてて戻もどしていたけど、見なかったことにした。

　勝てば儲けものは、こちらも同じ。

　金と、あの女。助ける強い動機なんてものはない、けど。

「見て見ぬフリも後味悪いだろ」

　俺はあの女が誰だれか知っているのだから。……さて。部屋はどこだろう。

「お部屋に案内いたします」

「うわっ」

　いきなり声をかけられて飛び退のく。廊下の暗がりに潜ひそんでいたように突とつ如じよ、倉くら科しな夫人（仮かり）が現あらわれた。しかも俺の側に立っている。影かげから生えてきたように気配のない夫人が、二階へ上がる階かい段だんに物音少なく歩いていく。ついてこいとも言わない。その生気のない背せ中なかに続いた。

　二階に上がってから、手前の部屋に案内される。倉科夫人は小さく一礼して、すぐに降おりていってしまう。常つねに部屋を用意してあるのだろうか、と首を傾かしげながら部屋に入った。

　部屋の中は電気が点つけっぱなしだった。十二畳じようほどの広さを有し、床ゆかはひんやりとした木目。窓まど際ぎわにベッドが用意されて、左手側にはクローゼット。扉とびら側がわの壁かべには木もく製せいの小さな階段があり、上ると屋や根ね裏うらへも行けるようになっていた。なんだか、その階かい段だんを見上げているとワクワクしてしまう。もっとガキの頃ころだったら、屋根裏に秘ひ密みつ基き地ちをこさえていただろう。

　ベッドと机つくえ以外の家具は用意されていない。だが、広さや雰ふん囲い気きは十分だった。

「さてと。……窓まどの前で手でも振ふってみるか」

　白シロヤギさんと接せつ触しよくを図りたいので、試してみる。あの人もこのまま帰ることはないだろうし、きっと外のどこかで倉科家を見み張はっているはず。ぶんすかと、アホみたいに手を振った。

　窓に目を凝こらすと鉄てつ格ごう子しがはめ込んであり、侵しん入にゅうに対たい策さくは取られている。しかし、なにかしらの方法で接触はしてくれるだろう。最悪、この鉄格子を吹ふっ飛ばしても驚おどろきはしない。

　十分に振った後、窓の前から離はなれる。これで通じなかったらどうするかな。俺おれがさっき思いついたオセロの必勝法は、白ヤギさんの協力がなければ成立しない。逆ぎやくに成立させればまず勝てる。どうにか説得しなければいけないが、動いてくれるかなと不安でいると、屋根になにかの登る音がした。

　そしていきなり浴衣ゆかたの女性が窓に張はりついてきた。

　ビタンと、跳はねたバッタかなにかのようにぶち当たってくる。

「うわぉあおああうあ、お、お、お？」

　それだけで飛び跳ねそうになるが、よく見ると、白ヤギさんだった。

　知り合いだと分かると余よ計けいに驚おどろき、腰こしを抜ぬかす。

　窓ガラスに張りついて顔面の変形した白ヤギさんが、窓を開けろと仕草で催さい促そくしてくる。その顔の愉ゆ快かいさに若じやつ干かん迷まよったものの、開けなければ殺されそうな雰囲気があったので大人おとなしく従したがった。鍵かぎを開けると、白ヤギさんが鉄格子の間に顔を突つっ込こむ。薄うすっぺらい熱帯魚みたいな顔つきとなった。

「こんばんは」

　そのまま淡たん々たんと白ヤギさんが挨拶あいさつしてくる。それから俺の反はん応のうを待つように、小首を傾かしげて黙だまっている。このまま会話する気なのだろうか。そうするしかないけど、なんかシュールだ。

　この人となにから話せばいいのか。悩なやんだ末、事じ情じようを説明しあうことにした。

「あの、ここには、巣す鴨がもに頼たのまれて？」

「命令されて来ました」

　その齟そ齬ごを強調する言い方には皮肉しか感じられなかった。

「宮仕えの辛つらいところです。それであなたはそもそも、どういう経けい緯いでここに？」

「えぇとですね……」

　言葉を選びながら、今日の夕方から今に至いたるまでを説明する。白ヤギさんは途と中ちゆうから溜ため息いきのようなものをこぼしていたが、その理由にはとんと、思い当たるものがない。

「あなたは呪のろわれていますね」

　説明を終えた後、白シロヤギさんはまずそう言い切ってきた。頰ほおをぐりぐり、鉄てつ格ごう子しに押おしつけながら。話が終わる頃ころには縦たて縞じまの模も様ようが顔に描えがかれているだろう。

「えぇと、巣す鴨がものことでしょうか？」

「まぁしかし考えようによっては逆ぎやく玉たまというやつかも知れませんね」

　会話は嚙かみ合わないが、やはり巣鴨のことのようだった。今の話に巣鴨関係あったか？

「ところで、倉くら科しな康こう一いちにはどんなメッセージを送ったんですか？」

「般はん若にや心しん経ぎようを流してみました。偶たま々たま入っていたカセットがそれだったので」

　そう言って得意げにラジカセを掲かかげる。実物のラジカセなんて、この人が持っているのを見たのが初めてだ。なんともクールな佇たたずまいである。角で殴なぐられたら頭の骨ほねが砕くだけそうだ。

「でも、最初はなにかと思いましたよ。あれ、白ヤギさんの超ちよう能のう力りよくなんですよね」

　虚こ空くうより来らい訪ほうする彼方かなたからのメッセージ。突とつ如じよとして訪おとずれる謎なぞの声に導みちびかれて、少年の運命は激げき変へんする……というのを夢ゆめ見みて日々、幻げん聴ちように取り憑つかれる青少年の清く正しい病気の一つでは断だんじてないだろう。以前の俺おれも、生あい憎にくとそっち系は患わずらっていない。

　自分を世界に選ばれた傑けつ物ぶつだとは思っていたが、救世の勇者とまで妄もう想そうしていなかった！

　ドングリコロコロである。

「ええまぁ。業界でも有名ですから、能力自体は明かしても問題ないかと」

　それ以上はなにも教えないと、言外に語っていた。射い竦すくめるような眼がん光こうを、纏まとうもので。

　この人の纏う空気は、どこかカワセミに似にている。

「さて。このままあなたを連れ帰ることは簡かん単たんですが」

　俺の顔を見つめる目は細めたままで、線のようだ。

「あなたの顔を見ているとどうも、それを望んでいないように感じます」

　しかし、心の奥おく底そこまで見み抜ぬくようにその目は機き能のうを発はつ揮きしている。俺は窓まど際ぎわで白ヤギさんを見つめ返す勇気がないまま、壁かべの方を向きつつも顎あごを動かす。

「さっき話した賭かけオセロに参加したいんです」

「大金を得たいからですか？」

　説明の際さい、金きん髪ぱつの女に関することは伏ふせておいた。ややこしくなるだけだ。

「金が必要なんです。ちょっと、大きいゲームを始めたくて」

　あいつの足もとにも及およんでいない現げん状じようを動かすために。流れに乗りたい、どうしても。

「お嬢じよう様さまに頼たのめば幾いくらでも貸かし与あたえてくれるでしょう」

「いやぁ、巣す鴨がもに頼たのむのはちょっと」

　利子が怖こわすぎるから。あいつの場合、金以外のもので返せと要求してきそうだし。

「そうでしょうね」

　付き合いも長いのか、思い当たるフシが幾いくらでもあるような白シロヤギさんだった。くすくす笑うような、或あるいは嘲ちよう笑しようのような声が外の風と共に入りこむ。綺き麗れいで、寒気も伴ともなう声色だった。

「だから賭かけオセロにどうしても勝ちたいんですよ」

「そのために、私に協力しろとでも言いたそうですね」

「……お察しの通りです」

　この人のテレパシー（仮かり）があれば、勝利は確かく実じつだ。

　最高の打ち手をその都つ度ど、頭の中に送ってもらえばいい。それがさっき閃ひらめいた必勝法だ。これ以上のイカサマは、オセロでは難むずかしいと思う。よって、拝おがみ倒たおしてでも協力を取りつけたい。床ゆかに膝ひざを突つき、縋すがるように頼たのみ込こむ。

「頼めま、せんか」

　白ヤギさんは俺おれの右側、包帯の巻まかれた部分を窮きゆう屈くつそうに見下ろした後、あっさりと頷うなずく。

「構かまいませんよ」

　実に小気味よく承しよう諾だくしてくれた。ありがたいが拍ひよう子し抜ぬけである。

　そして嫌いやな予感がした。

　だってあまりに協力的すぎるじゃないか。雇やとい主でも、お嬢じよう様さまでもない俺に対して。スーファミソフトの課長島○作でも言っていたぞ、おいしい話には裏うらがあると。

「後で、なんか協力しろ！　とか、返せ！　とか取り立てはありませんよね？」

「そんなものはありませんが。むしろ逆、ですね」

「逆？」

　白ヤギさんが遠い目になる。目を合わせないようにしているのが如によ実じつに感じられた。

「あなたには大きな、そう、とてつもない借りを作ってしまったので。喜んで協力しましょう」

「え？　借り、って」

　まったく身に覚えがない。首を傾かしげてその内ない容ようを問うが、白ヤギさんは無む視ししてきた。どうも追つい及きゆうされると立場に困こまるようである。この人と関係あるのは……まさか、巣す鴨がも絡がらみでは。

「あの、巣鴨関係あります？」

「かもかも」

　流は行やってんのか、それ。巣鴨家あたりで。

「まぁよくあることですから。もしかしたらすぐ飽あきるかも知れません」

「飽きる？　飽きるってなにが？　巣鴨が俺を人間ダルマ落としとかに使いませんよね」

「惜おしい」

「人間けん玉が来るー！」

　帰っても幸せは遠とお退のきそうだった。むしろ新たな災さい難なんの始まりを感じざるを得ない。

　しかし巣鴨が怖こわいのはいつものことだ。今いま更さら恐きよう怖ふしていてもどうしようもない。それより前に迫せまり来る、イカサマオセロについて考えよう。なにか不安材料はないだろうか。

「……あ」

　オセロに連勝する超ちよう能のう力りよく。それって、俺おれが今やろうとしていることかも。

　相手もテレパシーを利用しているかも知れない。漫まん画がだと演えん出しゆつやマンネリ防ぼう止しの都合上あまり見かけないが、同じ能のう力りよくの持ち主が複ふく数すういても不思議ではない。むしろいない方が不自然だ。

　もしそうなら、雲行きはまた怪あやしくなる。一いち日じつの長ちようという言葉がある。同じイカサマでも、相手の方が長たけているだろう。本当にこの作戦で大だい丈じよう夫ぶなのだろうか。ハヤブサがババジュクに負けたように、どこかに見落としや可か能のう性せいが潜ひそんでいそうで、不安が足の裏うらから浸しん透とうする。

「あなたの考える作戦だと、とても強い打ち手がいりますね。生あい憎にくと私はその手の遊ゆう戯ぎに向いていない性せい格かくですから、そちらの協力はお約束できません」

「あれ、作戦の説明しました？」

「いえ。でもなんとなく分かります」

　本当はこっちの心も読めるんじゃないだろうな、この人。聞いても『さて』とごまかすだけだろうが。超能力者はみんな、自分の能力を口頭で説明などしてくれない。当たり前だ。

　まぁ誰だれでも思いつくか、こんな方法。超能力がないと実行に移うつせないだけで。

「いっそのこと倉くら科しな康こう一いちに頼たのんでみるのもアリかと考えてます」

「その前に、私の知り合いにいるので協力を要よう請せいしてみましょう」

「え？　あぁ、名人とかとお知り合いなんですか？」

「まぁ。その人が協力するなら、まず勝てます」

「……相手が機械に打たせて同じ手を使ってきたら、負けますよね」

　俺の懸け念ねんに対し、白シロヤギさんは「さて」と思わせぶりに微笑ほほえむ。

　勝ちますよ、それでも。その目がそう語り、確かく信しんに溢あふれていた。

「万が一負けるようでしたら、あなたを担かついで逃にげますので」

　保ほ険けんまでかけてもらえるようだった。その全面協力にやはり裏があるのではと疑うたがい、素す直なおに受け入れることはできない。それとその細ほそ腕うでで俺担げますか、と聞きたかったが愚ぐ問もんな気もしたので口を噤つぐんだ。しかし囚とらわれのお姫ひめ様さまみたいになっているな、俺。いいのだろうか。

「分かりました。じゃあそっちもお任まかせします」

「はい。今回に限かぎり、なんでも申しつけて結けつ構こうです」

「……あの、ほんとになにしたんですか？」

　問いかけを無む視しして白ヤギさんが窓まどから顔を離はなす。振ふり返り、道路を見下ろして人ひと影かげがないことを確たしかめる。十一月の夜風は目め尻じりを凍こおらせるように、冬の装よそおいを持って部屋を訪おとずれる。

「夜の間にあなたがまた連れ去られると、追いかけるのが大変ですので外で見み張はっています。安心してお休みください。では明日」

　そう言い残して、白ヤギさんが屋根を進む。が、その途と中ちゆうで止まる。首だけ振り向いた。

「ああ、言い忘れていました」

「なんすか」

　おやすみの挨拶あいさつかな、と気楽に構かまえていると、白シロヤギさんの顔が急変する。

「ゴーメンナサイヨ」

「は？」

　カタコトに謝あやまられた。しかもそのまま跳ちよう躍やくし、夜の道路へ消えていった。

　去り際ぎわの、『謝りましたからね』と言いたげな、言い訳わけめいた顔つきを目に焼きつけさせて。

　窓まどに駆かけ寄より、白ヤギさんの姿すがたを探さがす。しかし、桜さくらの花びらめいた出で立ちの女性は既すでに闇やみ夜よの中へ溶とけこみ、入りこんでくる夜よ風かぜに寒気を煽あおられるだけだった。

　無事に帰る。そんなありふれた言葉が、風に運ばれて壁かべに叩たたきつけられ、淡あわく溶ける。

　俺おれの無事はどこだ。
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　夜も更ふけた頃ころ、巣す鴨がも家にやってくるものがあった。家の前に停まった車から、まず降おりてきたのは白はく髪はつの少年だった。正せい確かくには白髪のカツラを被かぶった少年で、左のこめかみに大きなガーゼが張はりついている。他の怪け我がは回かい復ふくしたらしく、元の整った顔が復ふつ帰きしていた。

　丈たけの余あまっている白しろ装しよう束ぞくに、呪じゆ術じゆつ師しの装そう飾しよく品ひんのようなリングが手足の首にぶら下がっている。夜の中、少年は浮うかぶ綿わた毛げのように純じゆん白ぱくだった。装束の帽ぼう子しの部分を外して、耳を露ろ出しゆつさせた。

　次ついで降りてくる少女も、また白一色だった。先に降りた少年、カワセミが賢けん者じやの様相なら、少女、シラサギは敬けい虔けんな信徒のようだった。真っ白のローブを羽は織おり、手は袖そでの中に隠かくされている。フードを深く被り、露出しているのは顔だけだった。先に門の前へ向かったカワセミは振り向いてシラサギの姿を一いち瞥べつし、白しろ魔ま導どう師しみたいだな、と感想を持つ。

「まぁ、本ほん質しつは腹はら黒ぐろ魔導師だけど」

　ぼそりと呟つぶやき、シラサギを待つ。シラサギは勿もつ体たいぶるように、歩くのが遅おそい。実じつ際さいのシラサギは健けん脚きやくで、運動不足に気を遣つかってあの部屋の中で毎日三時間は走っている。曰いわく、『立りつ派ぱな翼つばさを持つ女が外で一いつ生しよう懸けん命めいランニングするわけにもいかんでしょ』とのことだった。

　足もとまで隠かくすローブのために、シラサギは歩いている印象がない。浮ふ遊ゆうして移い動どうしているようだ。それも演えん出しゆつの一つか、とカワセミは肩かたを竦すくめた。そして長々と時間をかけて、シラサギとカワセミは巣鴨家の門を叩たたく。庭の脇わきには警けい備び員いんが控ひかえていて、すぐに飛んできた。

　巣鴨家の門は巨きよ大だいで、鍵かぎをどうやってかけるんだろうとカワセミはそんなことが気になった。見上げていると、やってきた偉い丈じよう夫ぶの警備員が顔色を変える。シラサギは微笑ほほえみと顎あご先さきを動かす仕草だけで『入れて』と命じる。警備員はすぐに門を開き、慌あわただしく中へと駆かけていった。

　シラサギの来らい訪ほうを、家の主人に知らせるためだろう。

　屋や敷しきの中に入り、入り口でシラサギが立ち止まる。カワセミはその後方に、距きよ離りを置いて控ひかえる。そして左側にある、赤いソファに寝ね転ころぶ巣す鴨がもを一いち瞥べつする。巣鴨の方もカワセミに気づき、無む表ひよう情じように見つめ返す。一向に視し線せんを外してくれないので、カワセミも顔を逸そらす機会を逃のがす。

　見つめ合う間、カワセミが思い返すのは自分を殴なぐり飛ばした少年のことだった。シラサギに喧けん嘩かを売った話を聞いて、カワセミは少年が『こちら側』を選んだことを知っている。

　その上で、あのちっぽけな能のう力りよくがなにを成すのか。

　毎週観ている自然番組の来週放送と同列ぐらいに、成り行きに期待していた。

　やがて中央に広がる幅はば広ひろい階かい段だんを大おお慌あわてで駆かけ下りてくる音が聞こえてくる。その中年が巣鴨の父親だった。低く少し丸い鼻に、目め尻じりは若じやつ干かん垂たれている。頰ほおには皺しわも覗のぞかせ、白髪しらがの目立つ壮そう年ねん男だん性せいだ。顔つき自体は娘むすめと似にていないが、自然に柔にゆう和わな印象を与あたえるところは同じだった。短く切り揃そろえられて整った髪かみが、走ってくる間に乱みだれてしまう。

「これは、これは。お知らせいただければお出で迎むかえに、いやこちらから参りましたが」

「いいのよ。私の方に用があって来たんだもの」

　息を切らしてやってきた巣鴨の父親に、シラサギが微笑ほほえむ。

　シラサギの訪ほう問もんは本当に唐とう突とつで、父親としても未だに気が動転していた。

　そしてそのシラサギの背はい景けいで、寝転んだままの巣鴨がぼんぼんと飛び跳はねている。

　退たい屈くつそうだった。

　父親がまず娘の姿すがたに気づき、固まる。その視線を受けてシラサギも振ふり向き、会話が途と切ぎれる。直後、前に向き直ったシラサギが思わせぶりなものを含ふくむ笑顔を浮うかべた。父親の方は萎い縮しゆくして、自然に頭が下がる。

「かわいい娘さんね」

　その言い方にも含みが感じられた。

「は、これはどうも……」

　巣鴨はまだぼんぼん跳ねている。今度は仰あお向むけに跳んでいた。

「それで、今日のご用よう件けんは……」

　巣鴨は跳ね続けている。首輪も一いつ緒しよに飛び跳ねていた。

　限げん界かいに来て、父親が「失礼します」と断ことわりを入れてから、娘に近ちか寄よる。

「涼りよう、自分の部屋に戻もどっていなさい」

「パパそんなこと言っちゃいやぁん」

「棒ぼう読よみ過よぎるよ、涼」

　父親は頰を搔かき、娘にはあくまで穏おん和わな態たい度どで接せつする。巣鴨はそこで飛び跳ねるのを止めた。

「リョウって呼よばれるとなんだかなー」

「ん、ん。いやでも、お父さんがいっぱい悩なやんでつけた名前だからね」

「お母さんは涼りよう子こにしたかったんでしょ？　そっちの方が女の子っぽいよね」

「ん、いや、まぁね。そういう意見は大事だが、語感がイマイチで」

　父親は話をはぐらかすように周囲を見回し、護ご衛えいの不ふ在ざいについてを娘むすめに問う。

「白シロヤギはどうしたんだい」

「んー、おつかい」

「あいつを小間使いにしなくとも、他にいくらでもいるだろう」

　白ヤギには極力、娘の側にいるよう言いつけてある。そのために雇やとったのだから。

「大だい丈じよう夫ぶだよー、うん」

　顎あごをソファに沈しずめて、くぐもった声で巣す鴨がもが答える。父親との会話も上の空で、他のことに気持ちがいっているようだった。

　父親はシラサギの方を気にかけて振ふり向く。シラサギは父子の方を向き、上品に微笑ほほえんでいた。その穏おだやかな威い圧あつ感かんに、胃の縮ちぢまる思いだった。

「とにかく部屋にいてくれないかな。今、お客様が来ているからね」

「知ってる。どっちも話したことあるし」

　巣鴨が顔を上げて、シラサギたちを見る。父親は巣鴨が動く気のないことを悟さとり、諦あきらめてシラサギたちのもとへ戻もどった。巣鴨の父親はシラサギを信望しているわけではない。大事な取引先といった扱あつかいだった。

「失礼しました」

「いいのよ。それで、お話に入っていい？」

「はい。いえ、立ち話もなんですので奥おくの部屋に、」

「いいのよ」

　同じ言葉を重ねる。父親の背せが引きつり、その舌したを痺しびれさせた。

　口くち端はしだけ笑ったままのシラサギが本題に入る。

「あなたの友人に木き森もり高たか雄おという男がいるわね」

「え？　あぁ、はい。高雄がなにか」

　意外な名前が出てきて、父親は面食らう。

　木森高雄は巣鴨の父親の同級生で、道楽者として一部に名高い男だ。賭かけ事をことのほか好み、夜な夜な没ぼつ頭とうしては銭ぜにを浴びるように使っていると評ひよう判ばんで、真っ当な人間とは言い難がたい。

　シラサギとはまったく無む縁えんに思えるその名前が、なぜここで浮ふ上じようしてきたのだろう。

「最近羽は振ぶりがいいそうね、ご友人」

「は、はぁ。そうらしいですね」

「賭け事に自分の命や、『人間』まで賭けると評判ね」

　褒ほめられた内ない容ようでないにも拘かかわらず、シラサギの口調は弾はずむ。黙だまって話を聞いているカワセミは、あまりいい顔をしていない。人身売買に近いそれに嫌けん悪おを抱いだいているようだった。

「是ぜ非ひ、その勝負を見学したいの。近いうちに連れていってくれない？」

　またも父親は息を吞のむ。シラサギを神などと捉とらえていないが、それでもその発言は意外なものだった。そもそもシラサギは自分から外を動き回る性せい格かくではない。人の前に不必要に出ることを嫌きらうのだ。巣す鴨がもの家へやってきたことだけで一年に一度、あるかないかの珍ちん事じだった。今日はその珍事が二つも続いているのだ。

　外は今、季節を先取りして雪でも降ふっていないだろうか。そんな心配までしてしまう。

　動どう揺ようしながらも、父親は承しよう諾だくする。

「構かまいませんが。えぇと、確たしか明日にその勝負があると聞きました」

「そう。じゃあ早さつ速そく、明日行きましょう」

「ねぇ私もついていっていい？」

　いつの間にか側までやって来ていた巣鴨が、シラサギの顔を覗のぞきこんだ。不意を突つかれたシラサギは目を丸くして、軽く後ずさる。巣鴨の父親は、娘むすめの奔ほん放ぽうな行動に血相を変える。

「涼りよう、ちょっと、ちょっと！」

　父親が必死に手て招まねきするものの、巣鴨は動かない。落ち着いたシラサギは巣鴨を正面から、思わせぶりな目つきで見下ろす。二人が直ちよく接せつ出会うのは、三ヶ月前の事じ件けんが起きる一週間前に一度きりだ。

「涼は駄だ目めだよ、大人おとなしく家にいてくれないか」

「なんで？」

「いや、なんでと言われても。そういうのはまだ早いというか」

　知らないのは父親ばかりだ。カワセミが肩かたを揺ゆらす。

「いいじゃない。一いつ緒しよに行きましょう」

　シラサギが助け船を出す。おかしそうにしていたカワセミが「うげ」と、誰だれにも聞こえない範はん囲いでぼやく。巣鴨涼という存そん在ざいは出会う人のほぼすべてに、苦手なものとして刻きざまれる。

　父親はシラサギの顔を窺うかがい、次ついで娘の反はん応のうを見る。どちらも満面の笑顔だった。

「……分かりました。でも涼、必ず白シロヤギを連れていくから」

「うん、いいよ」

　簡かん単たんに頷うなずく巣鴨よりも、白ヤギという名前に反はん応のうしたのはカワセミだった。同業者ではあるが、ほとんど面めん識しきはない。ただその名前と噂うわさを耳にする機会は多かった。巣鴨の家に雇やとわれているとまでは知らなかったので、手札が厚あついもんだな、と皮ひ肉にく混まじりに感心する。

　シラサギは巣鴨に思わせぶりな視し線せんを寄よ越こした後、背せを向ける。

「では明日、また。有ゆう意い義ぎな時間になるといいわね」

　話が済すむと、すぐに帰り始めるシラサギに父親が慌あわてる。

「あの。用よう件けんはそれだけでしょうか」

「それだけなの。ごめんなさいね、夜分」

　行き同様、シラサギの歩みは緩かん慢まんだ。カワセミは巣鴨の父親に会え釈しやくした後、早々に屋や敷しきから出る。父親はシラサギの後に続き、見送りに向かう。巣鴨だけがそのまま立っていた。

「あなたの娘むすめさん」

　屋や敷しきの外で、シラサギが思わせぶりに区切って父親を一いつ瞥べつする。父親は娘の無礼に文もん句くを言われるのかと身み構がまえたが、シラサギの言葉の続きは予想と大きく異ことなって庶しよ民みん的てきだった。

「今年受験なんでしょ？　大変ね」

「は？」

　近所の主しゆ婦ふに振ふられるような話題が飛び出して、父親の口がぽかりと開いた。

　その顔を、口もとを隠かくしながら笑ったシラサギが車に乗りこむ。狐きつねにつままれたような顔つきの父親を残し、シラサギたちを乗せた車が夜の向こうに走っていく。

　父親はその車のテールランプが見えなくなるまで、外に立って見送った。完全に去った後、一気に凝こった両肩を回して、尽つきない溜ため息いきをこぼしながら屋敷の中に戻もどった。

　巣す鴨がもは既すでにソファに寝ね転ころんでいた。また飛び跳はねている。父親は側まで寄より、そこで微び妙みような間と空気が漂ただよう。そう感じているのは父親の方だけで、巣鴨は跳ねているだけだが。

　それはまるで、いつかのナメクジを真ま似ねしているようでもあった。

　空気に耐たえきれず、適てき当とうな話題を父親が振ふる。

「遅おそいな、白シロヤギは」

「仕事熱心だから」

　要よう領りようを得ない巣鴨の返事に、父親は首を傾かしげるほかなかった。







[image: ４ぺーじ『けっかんからせつなくうまれるもの』]







　　[image: ]

　日差しが眩まぶしい。ナメクジは待つ間、額ひたいに手を当ててひさしを作っていた。

　猪い狩かり友ゆ梨り乃の誘ゆう拐かいの依い頼らいを請うけてから翌よく日じつ、土曜日。午前九時を回った頃ころに、ナメクジは昨日同様、猪狩友梨乃の家の側までやって来ていた。十一月の太陽は爽さわやかで、光が強い。家か屋おくの屋根に反はん射しやしたそれが丁度、ナメクジの鼻から上を焼いていた。

　煉れん瓦が造づくりの塀へいに背せ中なかを寄よせていると、家の入り口から話し声が聞こえてくる。

「分かりました。ご協力感かん謝しやします」

　警けい官かんの服を着た男が朗ほがらかな態たい度どで頭を下げる。猪狩友梨乃の家の、隣りん家かに住む主しゆ婦ふが頭を下げて家に引っ込む。

　玄げん関かん前まえから引き返してきた警官服の男が、塀に寄りかかっているナメクジを横目で見る。

「だ、そうだ」

　愛想のない乾かわいた声だった。男は本物の警官ではなく、なりきりが趣しゆ味みなだけだ。

　名を古こ葉ばといった。殺し屋が時折こうした手伝いを頼たのみ、その金で生活する男である。

「はいどうも」

　ナメクジが負けず劣おとらず、愛想なく顎あごを引く。今日のナメクジはフード付きの青い上着を着こんでいる。カエルのお気に入りで、三ヶ月前の事じ件けんにも同じ服を着ていた。カエルは性せい格かくこそ最悪だったものの仕事に関しては優ゆう秀しゆうだったので、ナメクジとしてはそれにあやかるゲン担かつぎのつもりだった。肩かたで塀を押おして、寄りかかっていた身体からだを真っ直ぐに伸のばす。

　仕事の現げん場ばを訪おとずれてナメクジが行ったのは、隣人への聞きこみだった。猪狩友梨乃が普ふ段だん、家にいるとしたらどういう生活をしているのか。何人で暮くらしているのか。そうしたことを先に調べておきたかったのだ。しかし夜間に警けい官かんが一人で聞きこみに訪れては必要以上に警けい戒かいされかねないので、翌日に持ち越こした。

「警官が何回来るんだって煙けむたがられて、話を聞くのは大変だったんだぜ」

「そういえば、警察に何人も突つき出したんだった。すっかり忘わすれてた」

　古葉の愚ぐ痴ちに、ナメクジは悪びれない。

「物ぶつ騒そうで騒々しくて嫌いやになる、か。近所付き合いもよくないしと来て」

　それが隣人の評ひよう価かだった。外に姿すがたを見せるのは猪狩友梨乃本人と、他に男が一人。しかしそれ以外にも何人もいるのだろう、というのがナメクジの予想だった。その人数で殺し屋を取り押さえるのはまず無理だ。殺すことより、捕つかまえる方がよっぽど難なん度どが高い。

　ナメクジはそこに重点を置いて、猪狩友梨乃の能のう力りよくの正体を考え続けていた。

「多分この家って撮さつ影えい所じよに使われていたとこだろうな」

「撮影？」

「ＡＶ。相手は元もと女じよ優ゆうなんだろ？」

　古こ葉ばが言うと、ナメクジは口ごもる。照れたのをごまかすように、空を見上げた。

　そうした反はん応のうを横で窺うかがって、古葉が相そう好ごうを崩くずす。

「あんたもかわいいところがあるんだな」

「ありがとう」

　ナメクジが鼻を鳴らす。最近、そんな風に言われてばかりだ。どういうことだろう。

「じゃあ俺おれの仕事は終わったな。帰るわ」

「待った。まだ頼たのむことがある」

　逃にげるように去ろうとする古葉をナメクジが引き留とめる。古葉は嫌いやそうに振ふり向いた。

　ナメクジはかけていた肩かた紐ひもを揺ゆらし、鞄かばんから瓶びんを取り出す。それを古葉に放った。

「三分経たって反応がなかったらこれを窓まどに投げて」

「なんだこりゃ」

「火か炎えん瓶びん」

　古葉の顔色が変わる。危うく瓶を取り落としそうになって、必死に空中で拾い直す。

「うわぉ、これ手作り？」

「今どき誰だれでも作れるよ、そんなの」

「誰もが作ろうとは思わないけどな。つうか投げろって？　やだよ。共きよう犯はんになるのなんか、」

　言葉の途と中ちゆうでも、ナメクジはナイフを突つき出していた。古葉の喉のどに突つき刺ささる寸すん前ぜん、その先せん端たんが停止する。古葉もさすがに息を吞のむが、腰こしを抜ぬかすことは堪こらえた。

「お前、ひでぇ性せい格かくしてるよ」

「殺し屋になに期待してんの？」

「気前のいい金かね払ばらい」

「よくできました」

　ナメクジがナイフを引っこめる。古葉は止めていた息を一気に吐はいて、膝ひざに手を突く。

「でもこんなもん投げたら火事になるぞ」

「そのために投げるんですけど」

「下へ手たしなくても俺は放火犯で、最悪人殺しだ。勘かん弁べんしてくれよ」

　古葉は殺し屋ではない。細々としたことに使われるだけの男だった。真しん剣けんに人を殴なぐったこともないという経けい歴れきの持ち主で、殺し屋に対しても常つねに及および腰ごしなところがあった。

「しかもこんな住じゆう宅たく地ちで堂々と、こういうのいいのかよ」

「相手もそういう躊ちゆう躇ちよを狙ねらってこんなところに住んでるの」

　諭さとすような口調でナメクジが語る。納なつ得とくのいっていない古葉を一いち瞥べつし、口くち端はしを緩ゆるめる。

「大だい丈じよう夫ぶ。多分、それを投げることはできないから」

　なにかを予期するようにナメクジがそう言って、猪い狩かり友ゆ梨り乃のの家を塀へいの外から覗のぞく。

「それって、三分以内にカタがつくってことか？」

　古こ葉ばの言葉にナメクジは応こたえず、石を投げる。緩ゆるい放物線を描えがいて庭に落ちた小石は、そのまま地面を転がってやがて止まる。しかけた罠わなでも探さぐっているようだった。場所を変え、淡たん々たんと石を放り続ける。その間、家の方にも注目を欠かしていないが人の出てくる様子はない。

「罠、でないとなるとやっぱり人じん海かい戦せん術じゆつ……となると……」

　目つきの据すわったナメクジが考えを纏まとめるように、独ひとり呟つぶやき続ける。

　古葉はそんなナメクジを気味悪そうに、距きよ離りを置いて眺ながめる。拘かかえている火か炎えん瓶びんを放り出してさっさと退たい散さんしたいのが正直な気持ちだったが、その姿し勢せいを見せたら今度は本当に喉のどをえぐられかねない。ナメクジの端たん整せいな横顔を、古葉は『顔以外が終わってるやつ』と評ひようした。

　殺し屋というものは、総そうじて『閉とじている』。他になんの可か能のう性せいもなく、人を殺すことしかできない。退たい路ろがなく、血路に立つ者。そして、どこへ行くこともできない。

　進化の見み込こみのない生き物という点で、古葉は殺し屋という存そん在ざいを軽けい蔑べつしていた。

「よし。じゃあ手て筈はず通どおりによろしく」

　冷めた目で古葉を一いち瞥べつした後、ナメクジが正面からは死角となる位置まで回りこんで、塀へいを乗り越こえる。古葉は肩かたを竦すくめて、火炎瓶に映うつる自身の顔がしかめ面であることを嘆なげいた。

　庭の端はしに下りたナメクジはまず遠回りでガレージに向かう。そして自動車のタンクに穴あなを開けた。こぼれ出すガソリンを放置して、家の裏うら側がわへ戻もどる。そこで家の壁かべを見上げて、暫しばし考え込む仕草を取る。昨日の夜に灯りがついていなかった二階の部屋を思い出し、そこから入りこむことにした。

「どこでも一いつ緒しよだけど」

　そう呟きながら、塀に足をかける。靴くつを脱ぬぎ、隣りん家かの庭にあった木をよじ登る。ナイフは口にくわえて、片かた手てと両足ながら身軽に登っていく。そして隣家の屋根から飛んで、猪い狩かり友ゆ梨り乃のの家の二階に着地した。その一部始終を陰かげで眺めていた古葉は、「忍にん者じやの方が向いてんじゃねぇの」とぼやいた。

　ナメクジは口からナイフを放し、左手で握にぎりしめる。それから気負わず、窓まどをかち割わって鍵かぎを開けた。中の人間に対しての気き遣づかいなどまったくない。忍びこむつもりなど毛頭ないようだった。窓を勢いきおいよく開けて、片側のカーテンを引き裂さきながらナメクジが部屋の中へ飛びこむ。

　直後、一いつ斉せいに刃は物ものが突つき出された。十畳じよう程てい度どの洋式の部屋に着地したナメクジはその場で固まり、周囲から向けられた刃の先せん端たんに目をやる。四人の男が、ナメクジの背はい後ご以外を囲んでいた。どれも筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうで、動きやすい軽けい装そうに身を包んでいる。ナメクジにとっては覚えのある雰ふん囲い気きの連中ばかりだった。

「ふぅん。金で雇やとわれた護ご衛えいか」

　中ちゆう腰ごしの姿勢から背せを伸のばしたナメクジが言う。

　それに応こたえたのは、扉とびらの向こうだった。

「それで正せい解かいです」

　女の声だった。声は若わかく、ナメクジの心当たりは一人しかいない。

　猪い狩かり友ゆ梨り乃の？

　そう口に出そうとしたところで、相手の方が先に答えた。

「そうです、猪狩友梨乃」

　ナメクジが目を見開き、訪おとずれた寒気に震ふるえる。

　まさかとは思っていたが、本物だったとは。

「あなたは分かっていて来たんですよね。あ、外にいる仲間はもう確かく保ほしています」

　まるでナメクジの心の内を読んでいるように、会話が先行していく。

　否いな。まるでじゃない。

　猪狩友梨乃の超ちよう能のう力りよくは、『心を読む』だ。

　外の男を確保したという点で、それを確信する。その確かく認にんのためにナメクジは、あの男に火か炎えん瓶びんを持たせて外に配置したのだった。

「そういうことです。色々考えていますけど、大人おとなしく捕つかまらないなら殺しますから」

　その上から目線にカエルを思い出し、ナメクジが目を細める。だが心が読めると分かっているのになにも考えずに来るバカがいるだろうか。大人しく捕まるやつがいるだろうか。

　バーカ。

「失礼な。あなた、なんにも作戦ないじゃないですか」

　猪狩友梨乃が反はん論ろんしてくる。その通り、とナメクジはまた胸むねの内で指し摘てきを肯こう定ていする。

　ここまで囲まれて、判はん断だん力りよくに優すぐれた殺し屋なら即そく、後こう退たいする。窓まどから飛び出して屋根を転がってでも逃にげ出すだろう。だがナメクジは引く気配がまったくない。他の殺し屋は反はん射しや的てきに危き険けんから身を引こうとして、そして詰つんで捕まったのだと予想していた。

　これは事前にいくら危機を想定し、覚かく悟ごしていてもどうしようもない、本ほん能のうに染しみついた防ぼう衛えい意い識しきだった。一流の殺し屋ほど、それには抗あらがえない。

　一流と呼よばれるほど長く生き残るには、それだけの臆おく病びようさが必要だった。

　だが。

　ナメクジの違ちがう点はその根底の部分だった。

　そんな価か値ち観かんと常じよう識しきを三ヶ月前、右みぎ腕うでと共に失っている故ゆえに。

「電気屋さんは、電でん化か製せい品ひんに詳くわしいんだろうね」

　やや斜ななめ、天てん井じようの方を向きながら、唐とう突とつにナメクジは脈みやく絡らくのないことを言う。

　男たちはその虚うつろな目つきに戸と惑まどいながらも、脅おどしのための刃は物ものは下げない。

　ナメクジは見向きもせず、にぃっと歪ゆがんだ笑いに染そまる。

「じゃあ殺し屋は、」

「殺してください！」

　扉とびらの向こうでその意い志しを『読んだ』猪い狩かり友ゆ梨り乃のが叫さけんだことで、ナメクジの言葉は遮さえぎられる。

　その続きは、口の中に吞のみこまれた。

　殺し屋は、殺すことに詳くわしくないと。

　命令通りに男たちが迫せまり、そしてナメクジは、倒たおれた。

　左側へと、一気に、傾かたむく。

　ナメクジの身体からだは、周囲が思っている以上に軽けい薄はくに『沈しずむ』。片かた腕うでを失ったことにより身体の重心が変化して、ナメクジ本人もまだそれに慣なれることがない。意い識しきした部分とそれ以上のものが加わって、その身体の動きは相手の予想をすり抜ぬける。倒れる際さい、ナメクジはナイフを上へと全力で振ふり上げる。それはナメクジに迫っていた男の喉のどと顎あごを引き裂さき、血けつ液えきを迸ほとばしらせた。

　喉を切り裂かれて悶もだえようとする男にナメクジのナイフが突つき出される。倒れこみそうになっていた男の肩かたにナイフを突き刺さし、自分の上へと引き寄よせた。その直後、囲んでいた男たちの小刀とナイフが、倒れた男の背せ中なかに突き刺さった。男を盾たてに用いたナメクジは無む傷きずだ。

　背中を滅めつ多た刺ざしにされた男の絶ぜつ叫きようが、周囲を一いつ瞬しゆん引かせる。その隙すきに背はい面めんの筋きん肉にくと足の動きだけで、仰あお向むけのままナメクジが男の下から這はい出る。家庭害虫の『アレ』のように俊しゆん敏びんに、カサカサと床ゆかを這ったナメクジは移い動どうの最中にもナイフを横に振り、左側の男の足を切る。

　そのまま壁かべ際ぎわまで移動した後、ナメクジがカーテンを摑つかんで一気に立ち上がろうとする。片腕しかないナメクジはそうした動作もナイフを持つ手で行わなければいけない。その瞬間を狙ねらって男の一人が飛びかかる。男は刃物の類たぐいを放り捨すてて、両腕でナメクジを押おさえつけるつもりだった。

　ナメクジは咄とつ嗟さにナイフを突き出すが立ち上がる途と中ちゆうだったので、行動に腰こしが入っていない。腕だけを突き出したそれは男の肩を浅あさく突き刺すものの致ち命めい傷しようとはならず、男に押し倒される。取り押さえた男はまずナメクジの頭部を全力で殴なぐった。側頭部を床に叩たたきつけられたことでナメクジの意い識しきが一瞬で朦もう朧ろうとなり、目がぐりんと回って白目を剝むきそうになる。男はナメクジの手からナイフを叩き落とす。

　その衝しよう撃げきを感じたナメクジは下した唇くちびるを嚙かみ潰つぶし、意識の回かい復ふくを図る。そして直後、返り血で滑すべる手で男の胸もとを摑み、その顔を引き寄せる。男が頭突きを警けい戒かいしたのを見て取り、ナメクジは笑う。

　ナメクジは、男の唇にキスした。

　まったくの予想外、場ば違ちがいの行動に、全員が凍こおりつく。

　キスされた男が取り分け固まり、無む防ぼう備びを晒さらす。

　ナメクジはそのまま更さらに深く、顔を近寄せて男の唇を割わり。

　嚙みついて、そのまま相手の舌したを食いちぎった。

　半分以上舌を持っていかれた男が声なき悲鳴を上げた直後、拘こう束そくの緩ゆるんだナメクジが落としたナイフを拾ってそのまま横に振る。ナイフは男の顔面を深く切り裂き、その動作が大きすぎて、ナメクジ自身も身体からだの重心を崩くずしながら吹ふっ飛ぶ。嚙かみちぎった舌したを吐はき捨すてながら、ナメクジがナイフを床ゆかに突つき立てて起き上がる。残っている二人の男がナメクジに『引いて』、襲おそいかかってこられないことを一いち瞥べつした後に、舌のない男へ飛びかかる。肩かたから体当たりするように、男の脇わき腹ばらにナイフを突き刺さした。

　ナメクジと男が一いつ緒しよに倒たおれこむ。二人とも壁かべに頭を打ち、もんどり打つ。頭部の出血が加速するものの、先に起き上がったのはナメクジだった。ナメクジは男をまたいで、突き刺す現場を残る男たちに見せつけるように陣じん取どる。

　そしてナメクジは故こ意いに、残ざん酷こくに男を突き刺す。何度も、何度もその胴どう体たいに刃を突き立てる。最後は切り取った指を囓かじるという凶きよう行こうまで見せつけた。指に歯を突き立てたまま、ナメクジが男たちを睨にらむ。

　その光景に怯おびえ上がり、残った男たちは部屋の入り口へ脱だつ兎との如ごとく逃にげ出す。それを見て取ったナメクジが唾つばと共に指を吐き捨てて、男の死体を飛び越こえる。恐きよう怖ふで身体の竦すくむ男たちにあっという間に追いつき、その首にナイフを突き立てた。二人とも、呆あつ気けなく床に沈しずむ。

　部屋内の四人を始末した直後、ナメクジはすぐに部屋の扉とびらに向き合う。滴したたる血で濡ぬれて、泳いだ直後のように重い衣服を鬱うつ陶とうしく感じながらナメクジは扉の向こうを睨む。

　猪い狩かり友ゆ梨り乃のは当然、扉の前から退たい避ひしたようだ。だが外へは逃げない。自動車を使し用よう不ふ能のうにしたことは読んでいるだろうし、なんの用意もない家の外へ出ることの愚おろかさは分かっているはずだ。誰だれにも鬼おにごっこで負けないようなやつなら、家の中へ籠こもったりはしない。

　ナメクジが血だまりから男の死体を拾い上げる。担かついで盾たてに利用しようとしたが、片かた腕うででは上う手まくいかない。舌打ちして死体を床に捨てて蹴けり飛ばした。

「さっきのがファースト、キス、だったかな」

　出血の酷ひどい傷きずを押おさえながら、ナメクジが力なく笑う。直後、気を切り替かえるように移い動どうを開始する。扉を一気に押して開き、そしてまたすぐ閉とじた。刃は物ものを握にぎった腕が扉の間に挟はさまる。

　分かりやすい。その単たん純じゆんな待ち伏ぶせにナメクジが嘲ちよう笑しようと凶相の表ひよう情じようを浮うかべる。扉を内側から全力で引いて、挟んでいる男の腕を潰つぶそうとする。廊ろう下かの男が悲鳴を上げるものの、ナメクジはまったく緩ゆるめない。やがて男が全力で腕を抜ぬこうと取りかかり、力で勝ろうとする瞬しゆん間かんを見計らって、ナメクジは扉を押した。後退しようと躍やつ起きになっていた男は唐とう突とつに解かい放ほうされたことで廊下に仰向けで倒れてしまう。男が慌あわてて身体を起こした直後、ナメクジのナイフが男の喉のどを突き飛ばした。男は血ち飛沫しぶきを跳はね上げながら廊下に再度、倒れこむ。

　ナメクジが扉の陰に隠れながら周囲を見回すと、廊下は無人だった。正せい確かくには生きている人間はナメクジ以外に見当たらない。

　待ち伏せていたのは一人だけらしい。残りは別の場所で待ち構かまえているのだろうか。

　全員見つけて殺す。

　今、血も抜けて冷えきったナメクジの頭にあるのはそれだけだった。

　この時点でナメクジは目的と殺意を混こん同どうしつつあった。腕うでを失ってからの三ヶ月、ナメクジは一人も殺さない生活が続いていた。殺し屋となって以来、それほどの長期間人を手にかけないのは初めてで、それ自体は悪いことではなかった。ただ、時期がまずかったというだけで。

　巣す鴨がもへの狂くるおしいほどの殺意が、その意い識しきを変へん質しつさせていた。

　解かい消しようされない憤ふん怒どをかりそめでも満たすもの。

　ナメクジは、人殺しに飢うえていた。

　その殺意が身体からだを振ふり回す。適てき切せつに、人を殺していく。

　ナメクジが廊下を行く。軌き跡せきに生まれるべっとりした血の線は、赤く巨きよ大だいな蛞蝓なめくじが這はいずっているようだった。二階の部屋を見回って誰だれもいないことを確かく認にんしてから、ナメクジは一階に向かう。自分が下りる前に廊下で血を噴ふき出している男の死体を階下へ蹴けり落とした。

　派は手でな音を立てて階かい段だんを転げ落ちた死体に対する反はん応のうを見み届とどけるものの、動くものはない。待ち伏ぶせがないことを確たしかめてから、ナメクジは一階に下りた。ひたひたと、自身の足音が化け物の歩く音にも聞こえる。乱みだれながら掠かすれた吐と息いきが亡ぼう霊れいのささやきのようだった。

　階段の脇わきに続く廊下を進んでいき、庭に面した大きめの部屋を発見する。そこに飛びこむと、柔やわらかい顔つきの女性と、それを守るように六人の男が待ち構かまえていた。

　女性の名は猪い狩かり友ゆ梨り乃の。以前に見かけた画が像ぞうそのままの顔つきだった。

　巣す鴨がもに似にた顔の女。

　直ちよく接せつに対面した瞬しゆん間かん、ナメクジの脳のう内ないに電流めいたものが走った。

　明るい。

　真っ白に染そまるほど、目の前が明るくなる。

　猪狩友梨乃の脇にいる男が警けい官かん服ふくの男、古こ葉ばを取り押おさえている。火か炎えん瓶びんは取り上げられたようで、押さえている男の方が持っていた。古葉は男たちよりむしろ、ナメクジの格かつ好こうに悲鳴を上げる。

「古典的ですけど、人ひと質じち……」

　猪狩友梨乃の言葉はそこで遮さえぎられる。その目の瞳どう孔こうが開き、ナメクジを見み据すえた。

　途と中ちゆうで、ナメクジの心しん境きようを読み取ってしまったのだ。

　自身の『顔』を前にした瞬しゆん間かん、目の前の殺し屋に溢あふれ出したそれに戦せん慄りつしながら。

　一瞬の躊ちゆう躇ちよもなくナメクジは前進した。そして手近な男の喉のどを狂くるいなく横に引き裂さいた。

　その死体が倒たおれるよりも早く、人質など一切眼がん中ちゆうにないナメクジが立ち回りを開始する。啞あ然ぜんとしていた男たちも武ぶ器きを構えて、応おう戦せんを始める。二人の振ふり回す刃は物ものを、ナメクジはまた急きゆう激げきな角度で『倒れる』ことにより回かい避ひする。そして、仰あお向むけに倒れていく身体と対照的に、バネ仕じ掛かけのように振ふり上がったナイフで男の指を三本ほど切せつ断だんした。

　片かた腕うでを失ったことで生まれた、回避と攻こう撃げきを束ねる独どく特とくの戦法に古葉は口の中でぼやく。

　ブライアン・ホークかよ、お前。

　古こ葉ばを押おさえつけている男だけが異い常じよう事じ態たいに身動きできず、顔を引きつらせていた。

　男と共に青ざめながらも、古葉が言う。

「だから言っただろ。人ひと質じちなんか無む駄だだって」

　男はまるで宝たから物ものでも抱かかえるように古葉を摑つかんで離はなさない。まるで縋すがるように。古葉はナメクジがまた一人、男の脇わきをえぐって始末したことに戦せん慄りつする。ナメクジが実じつ際さいに殺人を犯おかす瞬しゆん間かんを目もく撃げきするのは初めてだった。そしてその殺し方と身のこなしに、吐はき気と目め眩まいを感じた。

　脇わき腹ばらをえぐり抜ぬいた男を正面から蹴けり飛ばし、別の男に寄よりかからせる。男が咄とつ嗟さにそれを支ささえてしまった瞬間、脇をすり抜けたナメクジに逆さか手ての刃やいばで喉のどを裂さかれてしまう。そうしてナメクジは既すでに男を三人始末し、足もとがおぼつかなくなっていた。満まん身しん創そう痍いなのは見るも明らかで、返り血だけでなく自身の出血も酷ひどい。頭部からの出血が額ひたいと眉み間けん、鼻を裂くように流れている。それでも濁にごった目から溢あふれる眼がん光こうは猪い狩かり友ゆ梨り乃のを見み据すえて、倒たおれる気配はない。

　そもそも、たった一人で何人もの巨きよ漢かんを切り殺している時点で異い常じようだった。

　古葉が知るナメクジという殺し屋は、業界内で決して評ひよう価かが高い女ではない。

　むしろ低評価で、カエルがいなければ無む能のう。そんな扱あつかいだった。

　だが目の前で繰くり広げられる殺さつ戮りくを一度でも目にすれば、誰だれであってもそれが間ま違ちがいであると後こう悔かいせざるを得ない。

　こいつが役立たずの殺し屋だという風評は、どうして生まれてしまったんだろう？

　残る男は三人。しかも一人は先さき程ほど、ナメクジに切り飛ばされたことで利き手の指を三本失い、また一人は古葉を摑んでいる。恐きよう怖ふですくみ上がったのか、腕うでが強こわ張ばって古葉を離そうにも上う手まくいかないようだ。働きが期待できる男は一人だけだった。

　猪狩友梨乃の表ひよう情じようは石せき像ぞうのように固まり、惨さん劇げきに対して居い竦すくんでいる。二階で読まれたとおり、ナメクジに策さくはなかった。単たん純じゆんに、ただ、目の前の敵てきを殺して打開していくだけ。

　実行できる力さえあれば、もっとも有ゆう効こうな手ではあった。

　指を失った男は耐たえかねるように、切せつ断だん面めんを露あらわにしている手を抱だきながら前まえ屈かがみで窓まどへ向けて走り出す。武ぶ器きも拾わず、庭から逃とう亡ぼうするつもりのようだった。元々、金で雇やとわれているだけなので猪狩友梨乃へ忠ちゆう義ぎを尽つくす義ぎ理りなどない。命いのち惜おしさの行動で、しかしそれをナメクジが見み逃のがすはずはなかった。握にぎっていたナイフを咄とつ嗟さに男めがけて投げる。追いかけて直ちよく接せつ殺しに向かうと、別の男に背はい後ごを取られるのを懸け念ねんしてだった。

　投とう擲てきしたナイフは男の頰ほおを貫つらぬいた。障しよう子じでも破やぶるように滑なめらかに突つき刺ささり、肉を削そぐ。男は顔面を横からはり倒されたように床ゆかを滑すべり、部屋の隅すみで転げ回っている。残る男は汗あせにまみれながらも、手ぶらとなったナメクジとの距きよ離りを詰つめる。そして、意を決して踏ふみこむ。

　その踏ふみこみに合わせて、ナメクジが腕を思い切り横に振ふる。またなにかを投げるように。手ぶらであるはずのその手、正せい確かくには腕付近から小こ粒つぶのなにかが幾いくつも飛び出す。

　それは血けつ液えきだった。男の顔面めがけて飛ばしたそれが何滴か目に付着し、その視し界かいを曖あい昧まいにする。反はん射しや行こう動どうとして瞼まぶたを閉とじてしまう。突つき出すはずだった刃は物ものの軌き道どうも乱みだれて、速度も減げん退たいする。ナメクジは腕うでを振ふり回した反動で、重心の異い様ような身体からだが半なかば勝手に捻ひねられて、独こ楽まのように回転することで刃物を回かい避ひする。そして倒たおれ際ぎわ、男の足を摑つかんでひっくり返した。

　俯うつぶせに転てん倒とうした男が額ひたいを打って目の前を白黒させている隙すきに、のっそりと、ナメクジが起き上がる。死体の側に転がっていた刃物を拾い上げて、男の首に突つき刺さした。

　その刃物は引き抜ぬかず、もう一本、首の反対側に突き立ててからナメクジが部屋の隅すみに歩く。転げ回る気力も失って手足を痙けい攣れんさせて転がる男の顔面からナイフを引き抜くと、息の根をわざわざ止めるまでもなく絶ぜつ命めいした。用心のためにナメクジは男の顔を全力で蹴けり飛ばし、その首をへし折った。反動で転倒し、起き上がるのも億おつ劫くうそうだが、もう襲おそいかかる勇気を持つ者は現あらわれなかった。

　残る一人の男は今いま更さら、古こ葉ばを強調する。近づけば殺すぞと、脅おどしではなく懇こん願がんの類たぐいをナメクジに向ける。ナメクジは一切聞き入れない。猪い狩かり友ゆ梨り乃のの前を横切り、本来の目的を忘わすれているように古葉と男に近ちか寄よっていく。男が悲鳴を上げようと開いた口に、ナイフを差しこんだ。

　男は壁かべに頭部を縫ぬいつけられるように、打ちつけられてその命を絶たたれる。

　その衝しよう撃げきで放り出された火か炎えん瓶びんが遠くの壁に激げき突とつし、派は手でに炎ほのおを吹ふき上げた。

　古葉は死人から必死に逃のがれるように、男の腕から這はい出て、青あお息いき吐と息いきに四つん這ばいとなる。

　そうして古葉が助かった、と安あん堵どした瞬しゆん間かん。

　ナメクジのナイフが、古葉の視し界かいを覆おおった。悲鳴も、疑ぎ問もんの声も漏もらす暇ひまはなかった。デタラメに鈍にぶい音と共にそのナイフが古葉の顔面、鼻を貫つらぬく。そのナイフに捻ひねりを加えて、完全に顔面を粉ふん砕さいする。古葉は最初の一いち撃げきが鼻を貫かん通つうした時点でショック死して、声もあげなかった。

　そのとき、猪狩友梨乃の読み取ったナメクジに滾たぎる思いは、憎ぞう悪おに染そまっていた。

　ここにいない少女に向けて、その殺意は純じゆん度どを増ましていくばかりだった。

　都合十二人を切り捨すてたナメクジの全身は血に染そまっていない箇か所しよがなかった。

　髪かみの毛は完全に崩くずれて垂たれ下がり、表ひよう情じようを拝おがませない。

　顔面も、カエルの青い上着も。すべてが血に塗ぬり替かえられる。

　前髪から多量に滲にじむ血液が顔を伝い、それを舌したで舐なめ取ったことで、目に輝かがやきが戻もどる。

　その背はい景けいで、燃え上がった炎が次し第だいに部屋の中を侵しん食しよくしていく。

「やぁ私は王子様。テメェを拐かどわかしにやってきたよ」

　生気の感じられない声と共に、ナイフを握にぎりしめた手を上げる。

　猪狩友梨乃はその血ち塗まみれのナメクジのビジュアルと生なま臭ぐさい臭においを正面から受けて、昏こん倒とうした。
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「どうしてあいつは帰ってこないんだ」

　父親が苛いら立だって階かい段だんの前をうろつくのを、巣す鴨がもは寝ねぼけ眼まなこで眺ながめていた。寝起きらしく、巣鴨の目はしょぼくれている。目を擦こすってから、「遅おそいね」と適てき当とうに相づちを打った。

　その巣鴨は私し服ふくで、十一月半ばにも拘かかわらず露ろ出しゆつ過か多たを維い持じしている。趣しゆ味みのようだった。

　午前十時を過すぎ、シラサギとカワセミが巣鴨親子を迎むかえに来る時間が迫せまっていた。父親は歩き回り、セットした髪かみも乱みだれ気味となっている。それを手で直すものの、すぐ戻もどってしまう。

　そうこうしている間に昨夜同様、家の前に車が停まる。下りてきたのはカワセミ、そしてシラサギだった。二人ともまた真っ白で統とう一いつされた服ふく装そうに身を包み、朝日の中を向かってくる。

「おはよう。今日は早起きしすぎて、今いま頃ごろ眠ねむくなったわ」

　シラサギが挨拶あいさつついでにそんな冗じよう談だんを口にする。父親はおろおろ、萎い縮しゆく気ぎ味みに頭を下げた。

「あ、私も眠い」

　巣鴨が便乗して眠気を訴うつたえる。カワセミがその顔を一いち瞥べつし、どんな顔しても胡う散さん臭くさいと、聞こえない範はん囲いで評ひようした。

「それじゃあ、少し早いけれど会場に行きましょうか」

「あ、その。待ってください、実は白シロヤギ……使いの者がまだ、帰ってきてなくて」

　父親は娘むすめを心配そうな目で一瞥する。仮に白ヤギがいたとしても反対しそうな顔つきだ。

「じゃあ僕ぼくが守りますよ。それならいいでしょう？」

　カワセミが名乗り出た。巣鴨の父親は一歩前に出た純じゆん白ぱくの少年に目をやり、それからシラサギの顔色を窺うかがう。シラサギは微笑ほほえみ、カワセミを推おす。

「これも白ヤギと並んで業ぎよう界かい最さい高こう峰ほうよ。頼たよりにしていいわ」

「これって酷ひどいな……ま、いいけどさ」

　カワセミは、三ヶ月前の事じ件けんでの戯たわむれ以来、自身の能のう力りよくの使し用よう頻ひん度どに制せい限げんがかかったことをシラサギに報ほう告こくしていなかった。言えば信用に関わる。もっと端たん的てきに言えば切り捨すてられる。使い捨ての精せい神しんで契けい約やくを結ぶ業界だった。

「どうかしら？　私のこと、信用できない？」

　シラサギが笑顔で迫せまると、巣鴨の父親としても反対はできなかった。娘の方は元から白ヤギなどいなくても行く気十分で、事前に用意していた紫むらさき色いろのリュックサックを背せ負おっている。

「遠足気分かしら。微笑ましいわね」

　シラサギがその様子を微笑ましそうに見ている。だが、言葉の終わりには『見かけだけは』とくっついていそうな、含ふくむものが感じられた。巣鴨は先に屋や敷しきの出入り口へと向かい、そこで、ソファの方に目をやった。近ちか寄よって、目に留とまったそれを拾い上げる。

「これ持ってこうっと」

　そう言って巣鴨が手にしたのは、昨日弄いじっていた首輪だった。

　　[image: ]

　そういえば、小学校の修しゆう学がく旅りよ行こうのときも寝ねられなかったな。

　寝つけなくて軋きしむ身体からだを解ほぐしながら、そんなことを思い出していた。枕まくらが変わると寝られないタチのようだ。家があれだけ嫌きらいなのにおかしなもので、窓まどに映うつる寝不足面を嘲あざ笑わらった。

　今日は単に緊きん張ちようしているだけかも知れない。

　窓まど際ぎわから覗のぞける景色には朝日が満ちている。周囲の住じゆう宅たくはこぢんまりとして、高級住宅街の一角、といった様子ではない。倉くら科しな康こう一いちの家だけが、空気を読まずに大きいようだ。

　部屋の壁かべにかかった時計を見上げると午前十時に差しかかったところだった。勝負の開始が十二時からと聞いている。十時すぎには出発すると朝食の席で倉科康一が言っていた。そろそろだ。だけど顔を洗あらってから、出しゆつ発ぱつ寸すん前ぜんまでに考えることはまだ山ほどあった。

　ベッドに大の字に寝転ぶ。氷が少しずつ溶とけていくように、疲つかれが身体とベッドの間から染しみ出てくる。瞼まぶたを開けていられなくなって、動けなくなって。それでも、眠ねむることはできない。

　必勝のオセロ。それを成立させる超ちよう能のう力りよく。昨さく晩ばんから考えるのはそのことばかりだ。

　たとえば、オセロでできるイカサマとはなんだろう。

　偶ぐう然ぜんの存在しないゲームで、イカサマを混こん入にゆうすることは存ぞん外がいに難むずかしい。

　パッと思いつくのは石のすり替かえ、返し忘わすれ、後はカンニングぐらいか。

　カンニングはハヤブサと勝負したときに俺おれが使った手だ。優すぐれた打ち手、それこそ機械の判はん断だんを伝えて貰もらい、その通りに打つ。俺がイカサマを行うとすれば、それを選ぶだろう。

　絶ぜつ対たいに発覚しないように行うとするなら、どんな能力があればいいのかな。テレパシーとか使えるやつなら、協力者がいれば簡かん単たんだな。時間を自じ在ざいに行き来できるやつでも可か能のうだ。もっとも、時間旅行なんかできるやつならもっと有ゆう意い義ぎな使い道に走るだろう。

　そうなると、俺の考える方法が一番簡単で、効こう果か的てきだ。

　だってなぁ、と思う。仮かりに心を読めても、オセロに有利になるとは思いがたいんだよね。

　俺が世界チャンピオンの心理を覗いても、その打ち手が分かっても。絶対に勝てない。カードゲームで手札を知るのとはわけが違ちがうのだ。数学のテストの問題を事前にすべて知っていても、公式を知らない者は百点を取るのは困こん難なんのはずだ。暗記と計算は意味が違いすぎる。

「よろしいですか」

　扉とびらをノックされる。身体を起こして、「はい」と返事した。

「そろそろ会場へ向かいますので、玄げん関かんまでお願いします」

「了りよう解かいッス」

　もう行くのか。会場っていうのがどこにあるのか知らないが、忙せわしないな。

　ベッドから滑すべり落ちて少しの間、床ゆかに頰ほおをつける。その冷たさに、鼓こ動どうの激はげしい心しん臓ぞうを少しでも諫いさめてもらおうと試みる。気負っても、あがっても、緊きん張ちようしてもいい。

　けれどそれを表に出すな。誰だれにも気づかれず、演えんじたものを俺おれのすべてとしろ。

　白シロヤギさんの声が頭に響ひびく。

【私は既すでに車内に潜もぐりこんでいます。ご安心を】

「オー、ニンジャ」

　おどけながら、立ち上がる。

　そして王への道を踏ふみ出したことを強調するように、一歩、床ゆかを強く踏ふみしめた。
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「血は苦手なんです」

　目覚めた猪い狩かり友ゆ梨り乃のは額ひたいを押おさえながら、まずそう言った。

　抵てい抗こうはせず、怯おびえもしない。ただ自分の置かれた状じよう況きようを把は握あくしようと、周囲を見み渡わたす。外の景色が刻々と移うつり変わる、少々の騒そう音おんを伴ともなう車内。気づけば電車の中だった。

　ナメクジは猪狩友梨乃の隣となりの席に座すわりこんだまま、無言だった。

　横目でその顔を一いち瞥べつする度、殺意が大波のようにやってくる。

　気き絶ぜつしてしまった猪狩友梨乃を連れて、ナメクジはあの家から脱だつ出しゆつした。燃もえ上がる火の消火活動が間に合わないと踏ふんで、後始末も放り出してきたのだ。脱出の際さい、服だけは猪狩友梨乃のものを勝手に選んで着き替がえてきた。だが猪狩友梨乃の所有する服は酷ひどく偏かたよっていて、女子校の制せい服ふくや、水着といった類たぐいしか出てこない。体たい操そう着ぎもあった。途と中ちゆうから頭ず痛つうがしてきた。

「あなたの探さがした棚たなは撮さつ影えい用ようの衣い装しようを入れてあるところですから。わたしの服は二階です」

　ナメクジの心中を読んだ猪狩友梨乃が補ほ足そくしてくる。ナメクジは外に目をやり、歯は軋ぎしりした。

　マシな服を必死に探したが、男物のワイシャツや部屋着のようなものしか出てこなかった。火が回ってきて選ぶ余よ裕ゆうのなかったナメクジは、多少なりともマシなそれを着るほかなかった。着ていた服はすべて置いてきたので、今いま頃ごろ焼けてしまっているはずだ。カエルの上着に対する未練や思い入れは、ナメクジには一切なかった。

　外へ出た後は途中で寄った公園で頭と顔の血を洗い落とした。そのため髪かみは下ろしっぱなしとなっている。そして少しでも現げん場ばから離はなれたかったので、電車に乗った次第だった。

「あの、異い様ようにお酒さけ臭くさいんですけど。……ああ、わたしを運ぶときに酔よっぱらい風にしたかったんですね、気絶していることをごまかすために。だからお酒を大量にかけたと」

　一人で勝手に納なつ得とくして喋しやべり続ける猪狩友梨乃を、ナメクジが睨にらむ。

　猪狩友梨乃が目覚めるのを待つ間、ナメクジは訪おとずれる睡すい魔まと必死に戦っていて、その影えい響きようで不ふ機き嫌げんな目つきとなっている。許ゆるされるのなら日付が変わるまで眠ねむりたい心しん境きようだった。

「それで、わたしをどうしようと言うんでしょう。……あ、目的は分かっています。わたしを誘ゆう拐かいしようとしているんですね。でも、あなたはそんな気ないと」

「あ、」

「迷まよっているんですね。この後どうしようって」

「な、」

「わたしは殺したい人に顔が似にている。困こまりましたね、殺されそうです。物ぶつ騒そうですね、さっきからこっちを見る度に殺したくなってるじゃないですか」

「だ、」

「心を読むな？　すいません、これどうしようもなくて。あ、喋しやべるのが好きなのも性せい格かく、」

　そこで限げん界かいが訪おとずれて、ナメクジが猪い狩かり友ゆ梨り乃のに封ふうをした。その唇くちびるの前に人差し指を立てる。猪狩友梨乃の饒じよう舌ぜつは鳴りを潜ひそめて、ナメクジを丸い瞳ひとみで見つめた。その表ひよう情じようが巣す鴨がもを強く想起させて、ナメクジの苛いらつきを助長する。

「心を読むのはいい。でもそれを次、口にしたら殺す。喋らせろ、私に」

　そのまま殺そうかと一いつ瞬しゆん衝しよう動どうに侵おかされそうになったが、堪こらえた。息も絶たえ絶だえに猪狩友梨乃を運ぶ羽目になった段だん階かいで、ナメクジの殺意はひとまず落ち着きを見せていた。自分の傷きずの止血を行っている間に、正気を取り戻もどしたと言ってもいい。指を引っこめて、息を吐はく。

「分かりました。でも先に知っていることをそのまま話されるわけですから、誰だれかと話すと結けつ構こう、ストレス溜たまるんですよ」

「そんな都合知るか」

「ワガママですね、あなた」

　言葉と裏うら腹はらに、猪狩友梨乃がナメクジに笑いかける。ナメクジは面めん倒どうなのでそれに答えず、前方の扉とびらに目をやる。駅に到とう着ちやくした電車が停止して、その扉を開いた。

　田舎いなかの駅で、乗りこんでくる者はいない。ベンチに座すわる男は上を向いて寝ね入いっていた。

「通帳とカード、燃もえちゃいましたよね。口こう座ざも他の方の名めい義ぎで作ったやつですし、どう下ろせばいいかよく分からないんです」

「そうね」

「生活どうしましょう。あなたがあんな瓶びんを持ちこむから」

　猪狩友梨乃に非ひ難なんされて、ナメクジが顔をしかめる。その不ふ快かいそうな表情は言動でなく、酒の臭においによるものだった。自分でやったこととはいえ、猛もう烈れつに酒の臭いが充じゆう満まんしている。

「酒さけ臭くさいからあっち行ってくれ……って、思ってません？」

　心を読んだことをごまかすように、猪狩友梨乃が慌あわてて付け足す。

「言わなくても分かるって便利ね」

「あなたがやったのに」

「誰がやったって臭いものは臭い」

「それもそうですけど」

　猪い狩かり友ゆ梨り乃のが服の袖そでを鼻に近づけて、顔をすぐに逸そらす。

「これからどうします？」

「考え中。あと、相談しないで」

　ナメクジとしても悩なやみ所だった。依い頼らい主ぬしに渡わたすのは『利用』という思想の面で折り合いがつかないが、かといって猪狩友梨乃を連れている理由もなかった。心を読む能のう力りよくは便利で、活用の方法は幾いくつも思いつくが、それを利用する気にもなれない。ナメクジは巣す鴨がもとの距きよ離りをどうにか埋うめようとしながら、その実、離はなれる道を歩いている。本人もその自覚はあった。

「いいですか？」

　窓まど際ぎわに頰ほお杖づえを突つくナメクジを、猪狩友梨乃が覗のぞきこむ。二人の歳としは近いが、纏まとうものや眉み間けんの皺しわの具合には大きな差があった。猪狩友梨乃には、世間ズレしたものが散見される。

「いいってなにが？」

「あなたに仕事を頼たのみたいんです」

　猪狩友梨乃がナメクジの手を取るために身を乗り出し、足の上に身体からだを乗のせてきた。両手で包むように握にぎりしめてくる。ナメクジとしては片手を塞ふさがれるうえに足まで動かせなくなり、咄とつ嗟さのときに不都合なのだが、猪狩友梨乃は頓とん着ちやくしない。

「わたしを守ってください」

　ナメクジが面食らう。正反対のことしか頼まれてこなかったために、それは不意打ちだった。

　一いつ拍ぱく置いて落ち着いてから、手を強引に振ふりほどいた。

「嫌いやだ」

「どうして？」

　心を読めるのに、どうしてというのも白々しい。そう思ったが話せと命じたのはナメクジなので、その疑ぎ問もんに答える義ぎ務むがあった。頰杖を突き直してから、端たん的てきに言う。

「専せん門もん外がいだから。私は殺し屋なの」

　そして顔が巣鴨に似にているから、というのが最たる理由だった。

「わたしを誘ゆう拐かいに来たのは殺し屋の仕事なんですか？」

「断ことわる理由はもう一つある。払はらう金もないやつがなに言ってんの」

　金きん銭せんの部分を口実にして断ろうとする。要よう人じん警けい護ごのような重要な仕事を請うけたことがないナメクジからすれば、そんな仕事の勝手は分からないものだった。それに守るというのは、性しように合っていないことを自覚している。だからナメクジは殺し屋をやっているのだ。

「待っていたんです。あの人たちを皆みな殺ごろしにできるほどの、強い人を」

　そこでナメクジが一いつ瞬しゆん、動きを止める。強い人という言葉の響ひびきに惑まどわされるように。

「強いんじゃなくて、殺し屋なだけ。人を殺すことしかできないの」

「じゃあ、倉くら科しな康こう一いちを殺してください」

「誰だれそれ？　ん、くらしな？」

　尋たずねた直後、この仕事が始まるずっと以前にもその名に聞き覚えがあって、ナメクジが眉まゆを寄よせる。だが思い出す前に、猪い狩かり友ゆ梨り乃のがその名の意味と立ち位置を答えた。

「あなたにわたしの誘ゆう拐かいを依い頼らいした人です」

「へぇ、そいつが依頼人の名前か。……カメレオンみたいな顔してる？」

「してます。目ぇギョロギョロ」

「なるほど」

「それで、殺してくれませんか」

　そちらの方がまだ自分向きだった。だがナメクジは首を横に振ふる。

「言ったでしょ。一文無しの依頼は請うけない」

「必ず支し払はらいますから」

　まるで借金取りになったようだった。ナメクジは髪かみを搔かき上げ、奥おく歯ばで歯は軋ぎしりを鳴らす。

「あなたしか頼たよれないんです。他の人はみんな殺されましたから」

「それ嫌いやみ？」

「はい」

　猪狩友梨乃は悪びれない。ナメクジも罪ざい悪あく感かんなど持ち合わせていないが、古こ葉ばを殺したことだけは、僅わずかにしこりを生んでいた。結果として、協力者の関係だった古葉を『利用』してしまったことには、強い嫌けん悪お感かんを抱いだいている。殺した瞬しゆん間かん、関係はそこに陥おちいってしまったのだ。

　どうして殺してしまったんだろう。いくら思いを巡めぐらせても、ナメクジの中にその答えはない。衝しよう動どうの中、自分の頭を巡っていたものは嵐あらしのように速く、それを読み取ることはできない。

「あの、請けてくれませんか？　どうしても駄だ目めですか？」

「………………………………………」

　また手を握にぎろうとする猪狩友梨乃の両手から逃のがれるように、左ひだり腕うでを大げさにあげる。

　それからナメクジは、その手をひらひらと避さけつつ言う。

「守って戦って、相手を殺すついでにあんたの息の根を止めるかも知れない」

　古葉の末路を踏ふまえて、ナメクジが可か能のう性せいを語る。自分は狂きよう人じんで、見み境さかいのない人殺しに変へん貌ぼうするのだと猪狩友梨乃に説明する。それに対して猪狩友梨乃の無言が続き、やがてナメクジの方が根負けするまで、数分の時間が必要だった。

「どんな死に方しようと化けて出ないなら、前向きに検けん討とうする」

「……っわぁ」

　猪狩友梨乃の表ひよう情じようが途と端たんに明るくなることが、面白くなかった。

　それでも、ナメクジは不ふ似に合あいな依頼を請けると決めてしまう。

　仲間からグズと呼よばれてきた。

　世間から無む能のうと蔑さげすまれてきた。

　仕事を依頼する連中もカエル目当てで、自分を高く評ひよう価かすることはなかった。

　ナメクジにとって、人に強く頼たよられるのは、これが初めてだった。

『強い人』と評ひよう価かされたことに、ほんの少し、心を動かされて。

「よろしくお願いします」

　素す直なおに頭を下げられた途と端たん、胸むねが天あまの邪鬼じやくにむかついた。ナメクジはそっぽを向き、景色に目をやる。依い頼らいも無む視しして、今度こそ殺し屋廃はい業ぎようかなと諦てい念ねんを抱いだく。

　殺し屋という名分がなくなった自分は単なる人殺しに堕だするのではないかと、心配しながら。

　車しや掌しようの声が車内に響ひびく。次の駅名を告げるそれを受けて、猪い狩かり友ゆ梨り乃のが宙ちゆうを指差した。

「次の駅で降おりていいですか？」

「勝手に降りれば」

「なんで降りるかというとですね」

「聞いてない」

　あなたの心が不思議がっていますから。猪狩友梨乃はそう言いたげで、事実、ナメクジの胸の内を見み透すかしている。不ふ快かい感かんに塗まみれながら猪狩友梨乃を見ても、微笑ほほえむばかりだった。

　糠ぬかに釘くぎを打つような手て応ごたえで怒いかりを流されて、ナメクジも毒気を抜ぬかれてしまう。

　それさえも見み抜ぬいているような間かん隔かくの測はかり方を持って、猪狩友梨乃が窺うかがってくる。

「話していいですか？」

「勝手に話せば」

「ちょっとしたバイトがあるんです。それに出ないと生活費稼かせげなくて」

「へぇそりゃ大変だ。私もバイトがあるから」

「そのバイトが終わったらお金が頂いただけるので、それで依頼料を支し払はらいます」

　軽けい率そつとしか感じられないその発言に、無愛想を決め込こんでいたナメクジも思わず反はん応のうしてしまう。猪狩友梨乃は電車の走行のように、平へい常じような顔つきを維い持じしていた。

「あんた、私への依頼料って幾いくらか分かってる？」

　最上級の殺し屋と比くらべれば微び々びたるものではあるが、バイトの日給で支払える額がくではない。月給でも払うのは難むずかしい。もっとも以前はその依頼料の大半は、カエルの取り分となっていた。

　猪狩友梨乃は全部承しよう知ちという顔で、大きく頷うなずく。

「大だい丈じよう夫ぶです。一度やれば数百万ぐらいは入ります、勝てばですけど」

「はぁ？」

「バイトってオセロの代打ちなんです。今日はちょっと、大きな勝負ですから」
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　賭かけオセロの会場に使われるホールは、大学の入学式、卒業式にも使われるごく一いつ般ぱん的てきな場所だった。表向きは単なるオセロの達人の催もよおしにすぎないが、会場の中に入ってくるのは身なりのいい大人おとなばかりだった。外見は大きな体育館のようで、屋根がどら焼きの皮に似にている。

　丸型のドームを模もしたような作りの前には立りつ体たい駐ちゆう車しや場じようがあり、そこの三階から降おりてきたのが巣す鴨がも一向だった。十一月にしては温おん暖だんで、日差しも強い日だった。シラサギは日ひ傘がさを差し、巣鴨は先頭を歩いている。はしゃぐ娘むすめを父親は心配しているが、娘は意に介かいさない。

　会場に入るとき、巣鴨たちはほとんど顔パスだった。巣鴨の父親だけでなく、シラサギの顔の存そん在ざいも大きい。煩わずらわしい確かく認にんもなく、会場内へ案内された。

　会場は大きな宴えん会かい場じようのようだった。天てん井じようには荘そう厳ごんなシャンデリアが四つ飾かざられて、電灯の光を複ふく雑ざつに反はん射しやさせて雰ふん囲い気き作りに徹てつしている。床ゆかは絨じゆう毯たんが敷しかれて、壁かべはベージュの温あたたかみに満ちていた。冬場にはありがたいかも知れないが、今日みたいに温度の高い日には似合わない。

　巣鴨たちより先にやってきている野次馬共がドーナツ状じようの輪を作り、中央に用意されたテーブルに注目している。そこが対戦の場らしく、二つの椅い子すと、オセロ盤ばんが並ならべられている。

「あそこに立って話している男が、木き森もり高たか雄おです」

　巣鴨の父親がシラサギに耳打ちする。テーブルの側に立っている四十代の中年は、無ぶ精しようヒゲを撫なでながら隣となりの『少年』を紹しよう介かいしていた。そのマイクを通した内ない容ようによると、そのおどおどとした少年こそが今回の賭けオセロの『景品』とのことだった。

　少年、と言っても十代の後半だろうか。撫なで肩がたに加えて俯うつむきがちなためか、気弱な印象が強い。癖くせ毛げなのか、前まえ髪がみの一部が捻ひねられて小さな渦うずを描えがいていた。顔つきは、どこかちぐはぐで整形でも施ほどこされたようだった。少年は会場の盛もり上がりに怯おびえるように、肩身を狭せばめる。

　その少年を、シラサギが険けわしく見つめていた。

　まるで視し線せんだけで、射い抜ぬいて殺してしまうように。
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「会場？　ここが？」

「はい。いつものところです」

　駅前からバスに揺ゆられること数十分、ナメクジと猪い狩かり友ゆ梨り乃のが会場の駐車場に姿すがたを現あらわしていた。駐車場脇の階段に足をかけたまま、ナメクジが会場を見上げる。

「どら焼きな感じ」

「似てますよね。なんとかホールって言うそうです」

「そう。どうでもいい」

　ナメクジとしては会場に来るのも気が進まなかった。猪い狩かり友ゆ梨り乃のの話では、倉くら科しな康こう一いちも会場に顔を見せるという。まさか自分の顔を知ってはいないだろうが、出会うと厄やつ介かいなことを招まねきそうな気がする。ナメクジはそう懸け念ねんして、嫌いやな気分が拭ぬぐえない。

「あっ」

「なに」

　急に猪狩友梨乃があらぬ方向を睨にらむ。ホールへと至いたる入り口の、橋の方角だった。

　そこを強く一いち瞥べつした後、ナメクジの手を取る。

　不意打ちで、ナメクジもそれを避さけられなかった。

「行きましょう」

「なっ、ちょっと」

　猪狩友梨乃がナメクジの手を引いて、早足で歩き出す。一直線に会場へ向かっていく。

「倉科康一の車が入って来ました。顔を合わせるのが嫌だから逃にげます」

「あぁ、そう」

　大立ち回りの疲ひ労ろうのためか、ナメクジの返事は鈍にぶい。早歩きさえ億おつ劫くうだった。

　猪狩友梨乃に引っ張ぱられたまま、ナメクジが会場入りする。猪狩友梨乃の顔は知れ渡わたっているためか、入場者のチェックにも引っかからなかった。ナメクジの方は「友人です」と猪狩友梨乃が紹しよう介かいしたことで、事なきを得た。友達じゃない、と口の中でだけナメクジが反はん論ろんする。

　そうして二人で長い廊ろう下かを抜ぬけて、会場内への扉とびらを開いた直後、野次馬の雑ざつ音おんがナメクジたちを出で迎むかえた。そこでナメクジはようやく猪狩友梨乃の手を振ふりほどく。

　猪狩友梨乃はそのぶっきらぼうな仕草に、苦笑のようなもので応こたえた。
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「わっとっと」

　正面の扉が開いた直後、唐突に巣す鴨がもが屈かがむ。「ぴょこぴょこ」となにが可お笑かしいのか、両手でウサギの前まえ脚あしの真ま似ねをして肩かたを揺ゆすっている。巣鴨の父親も、シラサギもその行動に首を傾かしげる。ややあってカワセミはその意図に気づき、巣鴨に続いて屈んだ。こちらは「ゲロゲロ」と蛙かえるの鳴き真似をする。

　カワセミと巣鴨が顔を合わせて、でへへと棒ぼう読よみに笑う。

　向かい側から、代打ちである猪狩友梨乃と共にやって来たのはナメクジだった。

　巣鴨とカワセミ。共に、因いん縁ねんのある相手だと自覚している。

　だからその目に自分たちを晒さらすのは不都合がありすぎた。特に巣鴨を見かけた瞬しゆん間かん、ナメクジは一いち意い専せん心しん、暴ぼう走そう気ぎ味みに向かってくるだろう。それを考こう慮りよして、二人は客の足で身を隠かくす。

「なんでこんなところにいるんだろ」

「さぁてね」

　またでへへ笑いだった。反省の色など微み塵じんもない。そもそも、そんな意い識しきがなかった。

「恨うらんでいるだろうなぁ」

「私なんてしょっちゅう追い回されてる」

　秘ひ密みつを共有した楽しみを満まん喫きつするように三度、でへへと笑った。
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　会場は車でいっぱいだった。黒くろ塗ぬりが多くて、美意識のようなものを感じてしまう。

「すいません、遅おくれました。時間がギリギリですので、急いでいただけますか」

　駐ちゆう車しや後ご、倉くら科しな康こう一いちに急せかされる。車内で聞いた話では、木き森もり高たか雄おというオッサンは時間にうるさいようだ。追い立てられるように助手席から降おりる。白シロヤギさんは本当に車に乗りこんでいるのだろうか。確かく認にんする暇ひまもないまま倉科邸ていから来てしまったので、少々不安だった。

　車内では使えないのだろうか、テレパシー。あのあと、まったく飛んでこなかった。携けい帯たい電でん話わの電でん波ぱ状じよう況きようでもあるまいに。なにかルールがあるんだろうな。車の中はそれに不ふ適てき当とう、と。

「こちらです」

　立体駐車場から、倉科康一の案内に導みちびかれて会場へ向かう。会場となるホールの入り口で俺おれの顔は胡う散さん臭くさがられたが、倉科康一の顔もあってか放ほう免めんとなった。そんなに酷ひどいかな、この顔。

　最近は見み慣なれてしまったからか、洗せん顔がんのときも意識しなくなってしまった。

　人間、どんなことでも慣れるもんだなぁ。っと。このまま向かってはマズイな。

「すいません、先に行っててもらえますか」

　廊ろう下かの途と中ちゆうで倉科康一に声をかける。早歩きだった倉科康一が立ち止まり、訝いぶかしむ。

「どうかしましたか？」

「あの、トイレッス」

　標識案内があったので、それを指差す。自じ販はん機きも側にあったが、ジュースを飲んでいたいですは通らないだろう。倉科康一は渋しぶい顔となったが、「急いでください」と言い残して独ひとり、奥おくの扉とびらへ歩いていく。あの奥で、対戦相手が待ち受けているようだ。うぅ、胃がいてぇ。

　新しん鮮せんな緊きん張ちようだった。部活の県大会におもむくときは、こういう類たぐいのものに苛さいなまれるのかな。

　万まん年ねん帰き宅たく部ぶの俺には、これまでずっと無む縁えんだった。

　自分を本当に試し、人と競う機会なんて。

　倉科康一も扉の向こうに消えて、一人になる。これで恐おそらく、白ヤギさんが接せつ触しよくしてくるだろう。自販機の横で待っていると、なぜか女子トイレの中から浴衣ゆかたの女性が飛び出してきた。

「なんでそんなに神しん出しゆつ鬼き没ぼつなんですか」

「クールだからとしか言いようがありません」

　わけの分からん問答である。でもなんだか納なつ得とくできる、不思議。

「先に会場へ入り、準じゆん備びを整えておきます」

「お願いします」

　白シロヤギさんが「では手て筈はず通りに」とトイレに消える。どういう経けい路ろで会場へ入るつもりなんだろうと、俺おれはそれを疑ぎ問もんいっぱいに見送る。俺もそろそろ向かわなくてはいけない時間だ。対戦相手はもう中で待っているのだろうか。

「手筈通り、つってもな……」

　肝きもに当たる部分を白ヤギさんに任まかせているので、不安は残る。明めい確かくに語っていないけど、接せつした雰ふん囲い気きで分かる。あの人は、殺し屋だ。

　信用できるのだろうか。物もの腰ごし柔やわらかくて、言こと葉ば遣づかいも年下にまで丁てい寧ねいで……だけど、人当たりが良いというのなら、カワセミだって当てはまる。そしてカワセミは微び妙みように信用ならない。

　廊ろう下かで頭を抱かかえても、他に俺にできることは思いつかない。逃にげるも今いま更さらなしだろう。俺は自分の目的のために、ここへ来た。逃げたらシラサギが遠とお退のく。

　遠回りなんか、している場合じゃない。
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　会場入りした猪い狩かり友ゆ梨り乃のは拍はく手しゆのようなもので出で迎むかえられる。側を歩くナメクジは、そうした上うわっ面つらの祝福に冷めたものを覚えて、広がる顔という顔をすべて切り裂さきたくなる。

　猪狩友梨乃が振ふり向き、「ダメですよ」とナメクジを諭さとす。心中を読まれて、ナメクジは余よ計けいに気分を害した。しかし無差別な殺意を見み抜ぬかれたことはバツが悪く、そちらは引っ込こむ。

　野次馬の一部が大きく開けて、猪狩友梨乃に中央への道を譲ゆずる。猪狩友梨乃は俯うつむき、頭を下げている佇たたずまいを保たもちながら前に進む。ナメクジも数歩遅おくれてそれに続くが、その途と中ちゆうで知っている顔を発見した。正面に、新しん興こう宗しゆう教きようの親玉たるシラサギが立っていた。

　他の野次馬に紛まぎれることなく異い彩さいを放つ白しろ装しよう束ぞくに、ナメクジはカワセミを想起する。

　奥おく歯ばに溢あふれた苦いものを唾だ棄きするわけにもいかず、苦々しくも吞のみこんだ。

　中央テーブルの脇わきには木き森もり高たか雄おと、『景品』の少年がいた。少年の方が誰だれかの視し線せんから逃にげるように振り向き、ナメクジと目が合う。不ふ機き嫌げんの募つのっていたナメクジが睨にらむと、少年は途と端たんに俯いてしまう。俯きながらも、少年の目はナメクジの右みぎ腕うで付近に注がれていた。

　それは野次馬たちも、木森高雄も同様に注ぐものだった。

　いつまでも慣なれないその物もの珍めずらしさと嘲あざけり、同どう情じようの混こん在ざいした視線にナメクジが辟へき易えきする。

　猪い狩かり友ゆ梨り乃のがテーブルの前の椅い子すに座すわる。その側に立っていたナメクジはそれを見み届とどけた後、すぐに会場入り口に引き返そうと背せを向けた。

「あれ、あの」

　猪狩友梨乃が身を乗り出して、ナメクジの背中に手を伸のばす。すかすかと空を切った。

「人が側にいたら不正を疑うたがわれるでしょ。終わるまで外で待ってるから」

「いてほしいんですけど、できれば」

　猪狩友梨乃が視し線せんで訴うつたえる。その視線の先からは、カメレオン面づらの男が慌あわてたようにやってくる。野次馬ではないようで、中央テーブルの側までやってきて、木き森もり高たか雄おに挨拶あいさつしている。

　猪狩友梨乃の表ひよう情じようから、ナメクジもそれが誰だれかを察した。

　あれが倉くら科しな康こう一いちか。

「なるほど、カメレオン」

　情報の正確さに笑いながら、ナメクジは会場を後にした。
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　ポケットに入っていた小こ銭ぜにを自じ販はん機きに押おし込こむ。銀色の缶かんならなんでもよかった。ロクに飲めもしない炭たん酸さんのジュースを買って、その水すい滴てきだらけの表面に俺おれを映うつす。

　一度瞼まぶたを下ろした後、力強く開いて眼がん球きゆうの色を変えた。

　オセロの石のように、俺の意い識しきを切り替かえる。その金色の瞳ひとみと見つめ合って、ふと感じる。

　人間は複ふく雑ざつだな。関係がオセロみたいに白黒ハッキリしていればいいのに、グレーが存そん在ざいする。そこに悩なやみがあり、葛かつ藤とうがあり、喜びがあり、噓うそがある。複雑だけど、面白い。

　そして俺の付けいる余よ地ちがある。このリペイントが、その隙すき間まを見み逃のがさない。

「うーっし。うぅぅし」

　なんか胃腸が震ふるえて変な声が出たが、気合いを入れる。炭酸の缶を握にぎりしめて、その冷たさに自分以外を強く感じながら、会場へ続く扉とびらを睨にらむ。距きよ離りはそこまでないはずなのに、いやに遠く感じられた。野球で、外野席から観戦している気分だ。

　廊ろう下かの中央に立って深しん呼こ吸きゆう。何度も繰くり返してから、歩き出す。

　恐おそれるな、恐れるな、怯えるな。

　一歩進む度に足が痺しびれる。爪つま先さきに軸じくを置いた足取りは頼たよりない。紙人形を歩かせているように、へなへなと芯しんがなかった。今にも崩くずれ落ちて廊下でへたり込こみそう。一級のヘタレだ。

　最近、人のいるところを出歩いてないからな。

　そんなことを苦笑しながら、ふと、顔を上げる。

　会場の方向からやってきた女に目が釘くぎ付づけとなった。

　その女は隻せき腕わんだった。ワイシャツの右の袖そでがぶらんぶらんと、蓑みの虫むしみたいに揺ゆれている。俺に咎とがめるような視線を向けてきて、気まずく顔を逸そらす。注目されて良い気分ではないだろうな、不ぶ躾しつけに見すぎたか。でも、その右みぎ腕うで以外も変わった女だった。

　髪かみが濡ぬれたままで、風ふ呂ろ上あがりにそのまま出てきたような雰ふん囲い気きだった。頭に包帯を巻まいているのは共感できるけど、金持ちにはおかしなやつもいるもんだな。風呂でもあんのか、ここ。その妙みような女と途と中ちゆうですれ違ちがい、「あれっ」と大げさに振ふり向かれてしまった。

　まるで知り合いを見つけたような反はん応のうに、こちらも立ち止まってしまう。

　女は俺おれの顔を間近で見つめてくる。どう見ても年上で、しかもなんだかんだで美人とあって、恐きよう縮しゆくしてしまう。俺の方は少なくとも、こんな女は知らない。

「きみ、いそがわとかげくん？」

　なんで名前知ってんの？

「へ？　いや、俺は五十川いかがわ、」

　咄とつ嗟さに訂てい正せいしようとした瞬しゆん間かん、顔の前にこぶしが飛んできた。鼻血が溢あふれない程てい度どに軽く鼻を小こ突づかれて、その不意打ちに目が回る。目が四方に泳いでしまっている間に隻せき腕わんの女が俺の背はい後ごに回り、ナイフを首に添そえてきた。殴なぐられた鼻の痛いたみが一瞬で散って、背中が恐きよう怖ふに溶とけるように熱くなる。ナイフと水平の位置まで、喉のどの中で胃い液えきが迫せり上がってくるようだった。

　女の前髪から垂れる冷たい水すい滴てきが俺の首くび筋すじを撫なでて、足の裏うらまでぞわりと来た。

「知らない人が名前知ってるだけで用心しろよ、中学生」

　いや、ちゃんと警けい戒かいはしたんだよ。行動に出なかっただけで。そう言いたいが、喉は鳴るばかりで明めい瞭りような声を出すことができない。そのままトイレの方へと連れこまれる。

　あの、ここ、女子トイレなんですけど。入っていいのかよ、俺。

「さて、なぜお前はこうして危き険けんな目に遭あっているでしょう？」

　なぞなぞ形式の割わりに、声がまったく愉ゆ快かいじゃない。ドス利ききすぎて背筋が震ふるえてきた。

　こいつの雰ふん囲い気きと、臭においを俺は知っている。恐きよう怖ふしている。

「あんたが、殺し屋だからだ」

　経けい験けんからの確かく信しんを持って指し摘てきしてやる。女は多少感心したように、声が高くなる。

「なんで分かった？　それとも巣す鴨がもに話を聞いていた？」

　巣鴨？　あいつ絡がらみなのか。というか、また、あいつが絡んでいるのか。

「殺し屋に会ったことがあるし、殺されかけたこともある」

「へぇ。伊だ達てにブサイクじゃないね」

「おぅ。ブサイク舐なめんなよ」

　どうする傷きずついている場合じゃない。白シロヤギさんに助けを求めたいが、あの人の力は一方通行だ。こっちからＳＯＳを訴うつたえることはできない。大声で喚わめくか？　それより早く喉を引き裂さかれるだろうな。だけどこちらも多少は図太くなり、まだ余よ裕ゆうがある。

　それは、すぐに殺されないという自信がもたらすものだった。

　殺し屋とは会話が成立する時点で、殺すことは念頭にない。

　こいつらが本気で殺しにかかったら、無言に徹てつしてくる。しかもナイフを喉のど元もとに突つきつけるなんて意味のないことはしない。隙すきをついて喉をえぐり、即そく死しさせるのだ。だから怖こわすぎる。

　それにこの女、最初から俺おれの左目に一切注目していなかった。今は金色なのに。俺の能のう力りよくを知っているのか、或あるいはまったく眼がん中ちゆうにないのか。どちらにしても、左目には頼たよれそうもない。

「積もる話があるのは分かったけど、後にしてくんねぇ？　そろそろ勝負が始まるからさ」

　余よ裕ゆうぶるが、膝ひざ裏うらが震ふるえていることは隠かくしようがない。多分、気づかれている。

「お前が対戦相手なのか」

「ん？　あんたこそ、まさか今日の相手？」

「まさか」

　そこで会話が途と切ぎれる。なにかを思案しているようでもある。考え事は刃は物ものをしまってからゆっくりやってほしい。「ふんふん」となにごとか頷うなずいている様子があって、そして。

「じゃあおねえさんと一、二時間はこうしていようか」

「はぁ？　ちょ、ちょっと、待った！」

　一時間も遅ち刻こくしたら、確かく実じつに勝負は無む効こうになる。それだけならまだいいが終しゆう了りよう後ご、倉くら科しな康こう一いちに殺されかねない。いやそもそも今殺されそうだ。殺されそうじゃない時期がない！

「あんたが勝つと私の依い頼らい料りようがなくなる。よって、勝負には行かせない」

「……マジッスか」

　対戦相手に勝つ方にでも賭かけているのか。どうする、いや、どうする。

「あの、一いち応おう聞いてみますけど終わった後は無事に解かい放ほうしてくれます？」

「なんで？」

　なんで来ちゃったよ、おい。どうしてこう障しよう害がい物ぶつだらけなんだ、俺の毎日。

　やっぱり外になんか出ないで引き籠こもっていた方が世のためかも知れない。

「外に出るより、トイレの個こ室しつにいる方が安全か」

　女が呟つぶやき、俺ごと奥の個室に引っ込こむ。便器の上に座すわらされて、ナイフはそのまま首もとに添そえられている。こんなのばっかりだ。殺されないだけマシだっていうのが酷ひどすぎる。

　涙なみだ目めになりそうなのを、鼻を啜すすって堪こらえた。

「それと、さっきの質しつ問もんの答えは不ふ正せい解かい」

「は？」

「正解は、巣す鴨がも涼りようの知り合いだから」

　首元のナイフの刃はが立てられて、その腹はらに、背はい後ごの女の『キレ』た目が浮うかび上がった。
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　会場のざわつきは興こう奮ふんから訪おとずれる高こう揚ようでなく、淀よどみに近いものがあった。中心に用意された席とオセロ盤ばんを前にして、座りこんでいるのが未だ一人だけだったからだ。木き森もり高たか雄お側の代打ちである猪い狩かり友ゆ梨り乃のは既すでに姿すがたを見せていたが、倉くら科しな康こう一いち側の席は空いたままとなっている。

　独ひとり、ぽつんと立つ倉科康一は気が気ではない。木き森もり高たか雄おの方はその場にしゃがんで、待ち疲つかれた子こ供どものように唇くちびるを尖とがらせている。まだかよ、とその目が倉科康一を非ひ難なんしていた。

　無ぶ精しようヒゲだらけでやせっぽちの四十代の中年が子供じみた顔つきをしているのは若じやつ干かん不気味だったが、倉科康一は申し訳わけなさそうに頭を下げる。石と竜か子げを探さがしに、早足で廊ろう下かへ出ていく。

　木森高雄は短気な男で、他人の遅ち刻こくが許ゆるせない。そのくせ、自分は平気で遅おくれてやってくる。勝負の開かい始し予よ定てい時じ刻こくから十五分が経けい過かしていて、不ふ機き嫌げんさを隠かくすこともなくなっていた。会場全体が、木森高雄の空気に引きずられて不ふ穏おんな傾けい向こうを強めてきている。

　その観かん衆しゆうの間を軽やかにすり抜ける和わ装そうの女子が、途と中ちゆうで足を止めた。足もとを見下ろし、隠かくれんぼでもしているようにしゃがんでいた少女に小さく頭を下げる。

　少女の方も人ひと影かげが頭にかかり、顔を上げたところで口をぽっかり開ける。

「あっ」

「随ずい分ぶんと探さがしました。しゃがんでいると気づけませんね」

　人ひと混ごみを縫ぬってやってきた白シロヤギが、巣す鴨がもをようやく発見する。巣鴨は屈かがんだままで、まだウサギの前まえ脚あしを真ま似ねしていた。その瞳ひとみと口が白ヤギに対し、疑ぎ問もんを発する。

「石竜子くんは？」

　おつかれの一言ぐらい言えよ。白ヤギが奥おく歯ばを軋きしませる。

　しかし第一声がそれは、巣鴨らしいとも言える。白ヤギとしては安心する部分でもあった。

　側に立っている巣鴨の父親からの強い視し線せんは無視した。

「まだ姿すがたを見せていませんね。逃にげたのかも知れません」

「あの人は？　右みぎ腕うでない人」

　巣鴨はナメクジという名前も覚えていないようだった。

「先さき程ほど、会場を出て行きました」

　その報ほう告こくを受けて巣鴨が立ち上がり、会場の入り口を背せ伸のびして確たしかめるが、扉とびらが開く気配はない。ぷぅっと膨ふくれる。この少女にしては斬ざん新しんな反はん応のうで、白ヤギも目を惹ひきつけられた。

「昨日の晩ばんにお伝えした件けんですが」

「うん、石竜子くんがオセロの代打ちするんだよね。でもどうなったらそうなるのかな」

「それは帰り次第説明します」

「ん、分かった。私が石竜子くんを勝たせてあげるから」

　リュックサックを思わせぶりに揺ゆらす。またろくでもないことだろうな、と白シロヤギが呆あきれる。

「ところで、なんで登録名がババジュクなんですか？」

　以前から気になっていたことをこの機会に質しつ問もんしてみる。巣す鴨がもはすぐに答えた。

「巣鴨はおばあちゃんの原はら宿じゆくだから」

「なるほど」

　安直だった。そしてさりげなく無礼な命名でもある。

　白ヤギたちがそうした打ち合わせをしている側で、ぼそぼそと会話する者たちがいた。

「カワセミ」

「大だい丈じよう夫ぶ、準じゆん備びはしてあるから」

　シラサギの鋭するどい声に、カワセミが軽く手を振ふって応こたえる。カワセミの方は中ちゆう腰ごしを維い持じしながら、会場内を見回している。ナメクジを探さがしているようだった。

　シラサギは天てん井じようと、次いで木き森もり高たか雄おの側で不安げに立っている、弱々しい少年を睨にらんだ。少年はその視し線せんに気づいて、露ろ骨こつに怯おびえる。その反はん応のうを見たシラサギは口もとを歪ゆがませるものの、目もとはまったく笑わない。

「あれ、そっちにいるのが例の『白ヤギ』さん？」

　見回していたカワセミが和わ装そうの少女を発見する。白ヤギが名前を呼よばれて、振ふり向く。

　公こう衆しゆうの面前で堂々と呼ばれすぎて、警けい戒かいする気も起きなかった。

「そういうあなたは？」

「カワセミです、よろしく」

　白しろ装しよう束ぞくの少年が近ちか寄より、握あく手しゆを求めるように手を差し出す。こいつが例の、と白ヤギの緊きん張ちようが微かすかに高まる。青白い手を握にぎり、握手を交わしながら、二人は牽けん制せいし合うように微笑ほほえむ。

「ご高名はかねがね」

「そちらこそ」

　互たがいに、相手を殺そうと思えば一いつ瞬しゆんで実行できる。

　お互いの手のひらは汗あせばむものの、離はなす機会に恵めぐまれない。

　やがて、更さらに五分が経けい過かした頃ころに倉くら科しな康こう一いちが戻もどってきた。連れている人間はいない。一人、俯うつむきがちに中央のテーブルへ戻ってくる。木森高雄は無ぶ精しようヒゲを一本抜ぬき、倉科康一のスーツにくっつけた。倉科康一はそれに気づきながらも払はらうことなく受け入れる。

　それから、ずっと誰だれかを待っているように落ち着きのなかった猪い狩かり友ゆ梨り乃のが木森高雄に言う。

「ちょっと散歩してきます。勝負する人が来たら呼んでください」

　倉科康一から逃にげるように、猪狩友梨乃が席を立った。入れ違ちがうように廊ろう下かへと出ていく。

　会場からは対戦者が二人ともが消えて、空気は一層淀よどんでいく。
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　巣す鴨がもの近辺を調べた際さい、石と竜か子げという少年の名前が上がってくるのはごく自然だった。巣鴨涼りようの人間味を感じさせる部分の大半は、その同級生に注がれているとナメクジは判はん断だんしていた。

　そしてその五十川いかがわ石竜子が会場の廊下を歩いてくるので、ナメクジとしては見み逃のがす理由がなかった。なぜ、ここにいるのか。その理由をナメクジは追つい及きゆうしない。偶ぐう然ぜんでも、必然でも結果さえあるのならなにも問わない。目の前にそびえる、大きな運命を見上げない。ナメクジが、ヘビやカエルと行動を共にすることで感化された価か値ち観かんの一つだった。

　石竜子をトイレに連れこんでから二十分弱、ナメクジとしても、この少年を単たん純じゆんに殺せばいいのか思い悩なやんでいた。

　そんなことで、巣鴨への復ふく讐しゆうになるのだろうか。もっと効こう果か的てきなやつはないだろうか。

　そうした葛かつ藤とうがあった。仮かりに石竜子の四し肢しを切せつ断だんして廊ろう下かに転がしておいても、巣鴨が衝しよう撃げきを受ける姿すがたは想そう像ぞうがつかなかった。

「なぁ、取引しよう」

「取引？」

　黙だまっていた石竜子が、決心したように口を開く。

「情じよう報ほうを提てい供きようするからこの場は見み逃のがしてくれ」

　降こう参さんのポーズを取りながら話を持ちかけてくる。ナメクジはどう殺すべきかで頭がいっぱいで、その声もあまり耳に入っていない。返事も上の空に近かった。

「取引？」

「白シロヤギの能のう力りよくを教える。巣鴨を殺すなら大事なことだろ？」

　ナメクジの右の眉まゆが上がる。一いつ瞬しゆん反はん応のうしたが、すぐに沈ちん静せい化かした。

「能力自体は知ってる」

「もっと詳しよう細さいを教えるよ。あの能力、ちゃんとルールがあるみたいでね」

「なんでお前がそんなこと知ってるの？」

「友達だからな」

「今のは噓うそですね」

　否ひ定ていは扉とびらの外からの声だった。石竜子だけでなく、ナメクジも身み構がまえる。身体からだが上下に揺ゆれて、ナイフも動いたことに石竜子が息を吞のんだ。悲鳴も上げられない。

「友達ではないし、能力というものの詳細も知らないんですよね。適てき当とうな噓うそを並ならべてどうにか切り抜ぬけられたら儲もうけものと。そんなことばかりしてきたみたいですね、そこの人」

　内心をすべて言い当てられて石竜子が驚きよう愕がくする。だがそれも数瞬、「やはり」と自分の想そう像ぞうが現げん実じつとして存そん在ざいしたことを理り解かいして、険けわしい目つきとなる。

　その柔やわらかい断だん定てい口く調ちようで石と竜か子げの『噓うそ』を言い当てていく人物に、ナメクジも思い当たった。

　ナメクジが扉とびらを蹴けり飛ばす。その衝しよう撃げきの反動を受けて扉が内側に開かれると、猪い狩かり友ゆ梨り乃のが顔を覗のぞかせる。猪狩友梨乃が緩ゆるく手を振ふると、ナメクジは伸のばしていた足をぶらぶら振ふって返した。

　石竜子の方は、別の意味で顎あごの骨が外れそうなほど、大口で驚おどろいている。

「い、猪狩友梨乃……さん？」

　その場ば違ちがいな登場に驚愕する石竜子に、猪狩友梨乃が目を丸くする。
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「なんで？　いや、マジなんで？」

「あぁファンなんですか。ありがとう。好きな女の子と顔が似にているから？　ふんふん、あ、ひょっとすると麻ま衣いさんの殺そうとしている人と同一人物ですか？　人気者なんですね」

　次々に胸むねの内を暴ばく露ろされて、石竜子があっという間に赤面する。ファンであることは否ひ定ていしないが、本人にいきなりそう言われて、中学生としては平静でいられない。

　動どう揺ようと羞しゆう恥ちに身み悶もだえる石竜子を足で押おさえつけながら、ナメクジが訝いぶかしむ。

「あんた、なんで戻もどってきたの」

「倉くら科しな康こう一いちがいたので逃にげてきました。あの、守ってくれる約束ですよね」

「……約束はしてない。契けい約やくは一いち応おうした」

　訂てい正せいを求めるような言い回しに、猪狩友梨乃は口もとを手で覆おおいながら笑う。

　その気安い空気を払ふつ拭しよくするように、ナメクジが睨にらみつけた。

「それと名乗っていない名前を口にされるのは、気に入らない」

「すいません。他になんて呼よべばいいか分からなかったから」

「噓うそつけ。ナメクジでいい」

「ナメクジさん？」

「さんもいらない」

　もう三人組ではないのだから、ナメクジを名乗る理由はない。そこに気づきながらも、ナメクジは本名で呼ばれることなど真まっ平ぴらご免めんとばかりに否ひ定ていする。猪い狩かり友ゆ梨り乃のはその思考をどこまで読んだのか、憐あわれむような目となる。ナメクジはそれを無む視しして話題を変えた。

「なんでここにいると分かった？　あの力？」

「ええ、散歩に来ただけなんですけど通りかかったとき、麻ま衣いさんの心の声が聞こえてきたので。あの、いいですか？」

　猪狩友梨乃が独どく特とくのテンポと前まえ振ふりで、ナメクジを窺うかがってくる。また名前を呼んだことに目くじらを立てようとしたが、口に出さなくとも伝わることを思い出し、睨むに留とどめた。

「その人を離はなしてあげてほしいんです」

「ふざけろ」

　猪狩友梨乃の頼たのみを一いつ蹴しゆうする。猪狩友梨乃は困こん惑わく顔がおながらも、その理由を述のべた。

「だってその人が来ないと勝負が無む効こうになるんです。勝たないとお金が貰もらえないので」

　ナメクジが硬こう直ちよくする。どうやら、そこまで考えが至っていなかったらしい。

　石と竜か子げの方も、今いま頃ごろになって『そりゃそうだ』という顔つきになる。こちらは、ナイフが首もとにあってそれどころではなかったという点も含ふくんでの愚ぐ鈍どんさだろう。

「不戦勝は？」

「ないです、そんなの」

「早く言えそんなこと」

「言いましたけど」

　ナメクジが照れ隠かくしのように石竜子の背せ中なかを蹴ける。蹴られながらも解かい放ほうされた石竜子はトイレの床ゆかに膝ひざを突つき、首を手で押おさえる。繫つながっていることを確たしかめるように、手のひらで何度も撫なでつけて、息を吐はく。その丸まった背中の上下を、ナメクジは光のない目で見み据すえる。

「お前を殺しても巣す鴨がもは泣くようなやつじゃない」

「いやまったく、その通り」

　石竜子が床を手で押して立ち上がる。中ちゆう腰ごしでナメクジと距きよ離りを取り、左目を指で覆おおう。

　思わせぶりなその仕草に、しかしナメクジは無関心を貫つらぬく。

「だから見み逃のがしてくれるのか？」

「それに泣くだけじゃあ意味がない。ぶち殺さないと」

　微び妙みようにかみ合わない会話で、しかも言葉を重ねる度に凶きよう悪あくな顔つきへ変へん貌ぼうしていくナメクジに、石と竜か子げが引く。最後に浮うかべたものが笑顔というのも、背せ筋すじを凍こおりつかせる要よう因いんだった。

「急ぎませんか。みんな、待ちくたびれていますから」

　猪い狩かり友ゆ梨り乃のが石竜子の肩かたを叩たたく。女子トイレに長々居い座すわることに抵てい抗こうがあった石竜子としては、反対する理由がなかった。次ついで猪狩友梨乃は、ナメクジの肩かたを揺ゆする。暗くも恍こう惚こつの表ひよう情じように浸ひたっていたナメクジはすぐに元の気き難むずかしい顔つきに戻もどり、ナイフを服の内側にしまった。

　こんな狂きよう人じんにちょっかいをかけて、巣す鴨がもは長生きする気がないとしか思えない。或あるいは巣鴨のせいで精せい神しんを病んだのか。石竜子には、ナメクジという人間の造ぞう形けいが理り解かいできない。

　女子トイレから出て、廊ろう下かを歩く最中、猪狩友梨乃が石竜子に話しかける。

「今日はあなたが相手なんですね。でもわたし、負けませんから」

「俺おれこそ、必勝の……って、ひょっとして筒つつ抜ぬけ？」

　おどけたように石竜子が仰のけ反ぞるが、内心、それは笑い話では済すまない。

「はい。作戦は全部分かってます。わたしと同じようなことができる人もいるんですね」

　猪狩友梨乃は感心するような調子だった。その言動の余よ裕ゆうに、石竜子はたじろぐ。

「どうでもいいからさっさと終わらせて来て」

　後ろに続くナメクジが淡たん泊ぱくな態たい度どで言うと、「任まかせてください」と猪狩友梨乃が振ふり向く。

　腕うでまくりをして、薄うすっぺらい上じよう腕わん二に頭とう筋きんを誇こ示じするように腕を曲げた。

　策さくの露ろ見けんした石竜子は廊下を歩いている途と中ちゆう、ずっと別の策を考え続けていたが、それさえも筒抜けになることを理り解かいして、イカサマによる抜ぬけ道探さがしを諦あきらめた。

　廊下の最さい奥おう、正面の扉とびらから、ようやく二人揃そろって会場入りを果たす。

　猪狩友梨乃が石竜子を連れて戻もどってきたことで、否いや応おうにも注目が高まる。木き森もり高たか雄おは尖とがらせていた唇くちびるから口笛のようなものを吹ふき、倉くら科しな康こう一いちも脂あぶら汗あせに滲にじむ額ひたいを拭ふく余裕が生まれた。

　観客のざわめきに包まれ、彼らが自然に空けた中央への道をモーゼのように進む。石竜子としては敗北した瞬しゆん間かんに白シロヤギに泣きついて逃にげ出すぐらいは決めていたが、他は白紙となってしまい、意い気き消しよう沈ちんしている。このざわめきが敗者への嘲ちよう笑しように切り替かわるのも遠くない。

　すぐに白ヤギのもとへ向かえるよう、その場所を把は握あくしておこうと観客に目を向ける。そして石竜子がそこで見たものは、白ヤギの隣となりに、当然のように立つ同級生だった。

「巣鴨」

　その不用意な一言が、背はい後ごでなにを引き起こしているのか。石竜子はまだ知らない。

　巣鴨の方も石竜子に気づいたらしく、大きく手を振ふってきた。表ひよう情じようも急に明るくなったように映うつる。どこにでも現あらわれるなと、その神しん出しゆつ鬼き没ぼつさに畏い怖ふする反はん面めん、感心も抱いだいていた。

　石竜子としては巣鴨の横にいる、白しろ装しよう束ぞくの二人組も見み逃のがせない。

　両者とも、石竜子の登場は予期していなかったのか普ふ通つうに驚おどろきの顔となっている。

「カワセミと、しらさぎま、」

「いひぃいぃふあははひあいはははいぃいあはああぁぁぁぁすぅぅぅうぇぇぇえがぁぁぁぁぁもぉぉおおおおぉおぉぉぉおおお！」

　唐とう突とつに。

　いきなり。

　口の端はしから泡あわを吹ふき出すような狂きよう騒そうと共に、ナメクジが身を乗り出す。前に立っていた中年の肩かたを殴なぐり飛ばすように除よけて、中央のテーブルと、その周囲にある空間へ躍おどり出る。

　石と竜か子げはその急変に怯おびえ上がり、シラサギへ燃もやすはずだった怒いかりも不ふ燃ねん物ぶつとなってしまう。

　観かん衆しゆうは突とつ如じよとして狂きよう犬けん病びようのように吠ほえ、会場を荒あらすかの如ごとく現あらわれた隻せき腕わんの女に困こん惑わくと、恐きよう怖ふをもたらされる。木き森もり高たか雄お、並ならびに倉くら科しな康こう一いちも、異い様ような乱らん入にゆう者しやには度ど肝ぎもを抜ぬかれていた。

　巣す鴨がもは微笑ほほえんだまま、ナメクジと待ち合わせでもしているように動かない。オセロ盤ばんの置かれたテーブルを飛び越こえて、ナメクジは一直線に距きよ離りを詰つめていく。側に立つ白シロヤギも、カワセミも一切が眼がん中ちゆうに入らない。もう巣鴨しか見えなかった。ナメクジの頰ほおと唇くちぴるの形は醜しゆう悪あくに変形し、喜き怒ど哀あい楽らくの範はん疇ちゆうからも外れた、人間に『あり得ない感情』を宿しているようだった。

　殺す殺す、巣鴨殺す。

　野性に帰ることで言葉を失った蛮ばん族ぞくのように、ナメクジの思考はその二つに固定される。

　そうして、誰だれもが見つめて白ヤギも返り討うちにする準じゆん備びが整った中、ナメクジは会場の中央をひた走る。最前列の観かん客きやくの肩を切り裂さきながら、遂ついに巣鴨に肉にく迫はくして。

　空へ向けた一いち条じようの悲鳴が、会場の空気を引き裂いた。

　天てん井じようのシャンデリアが、床ゆかへ落下してきた。

　大きな雨あま粒つぶのように、或あるいは、隕いん石せきのように。

　精せい巧こうな細工と美び麗れいな装そう飾しよくで、魅み力りよく溢あふれる光こう源げんの塊かたまりとして作られた巨きよ大だいシャンデリアが床と衝しよう突とつした。破は片へんがデタラメな勢いきおいで飛び散り、衣服を貫つらぬいて肌はだを切り裂く。シャンデリアの落下地点にいた数人は逃にげきれず、下した敷じきとなって血けつ液えきを絞しぼり出されてしまう。

　その衝しよう撃げきにナメクジの足も止まり、周囲を見回す。そして二つめ、別の豪ごう奢しやなシャンデリアも、一つめに続く流りゆう星せい群ぐんの如ごとく落下を果たした。二つめの落下地点は中央テーブルの周辺であり、ナメクジは咄とつ嗟さに横っ飛びを図る。落下の衝しよう撃げきと破は片へんに巻まき込こまれながら、ナメクジが床を転げ回る。即そく座ざに身体からだを起こして膝ひざを突つき、巣鴨を睨にらむ。

　巣鴨は変わらない。微笑ほほえんだまま、単たん純じゆんに、ナメクジを見下ろす。

　そしてナメクジと巣鴨の間で三つめのシャンデリアが落下し、超こえられない隔へだたりのように立ち塞ふさがった。
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　四つのシャンデリアすべてが落下して、破片と共に悲鳴が散らばった。

　訪おとずれる暗くら闇やみの中、雑ざつ踏とうに放りこまれたように人の行き交いに翻ほん弄ろうされる。肩かたを押おされて、弾はじかれて。足もともおぼつかないまま走って、転てん倒とうするやつも何人もいるようだ。

　俺おれはその場から極力動かず、自分がどう行動すればいいかの考えを必死に巡らせていた。

　暗闇の恐きよう怖ふがそれを拒こばもうとしても、必死に振ふり払はらって。

　誰だれかが手を加えたわけでもなく落下したシャンデリア。それを行える人間の顔が、人ひと混ごみの中に確かく認にんできた。カワセミの仕業だ。あいつがあの超ちよう能のう力りよくでシャンデリアを落下させたのだ。

　なんのために？　疑ぎ問もんではあるが、それは今優ゆう先せんすることじゃない。

　大事なことは、逃にげること。

　今度は無事に逃げられるだろうか。カワセミと出で会くわしたら卒そつ倒とうする自信さえあるが。

　俺は振り向くことなく、真っ直ぐ、後こう退たいする。方ほう向こう転てん換かんを図ると方角が分からなくなる。だから前を向いたまま、丁度後ろにあった扉とびらを目指す。その途と中ちゆうで、悲鳴の質しつが変わる。

　落下の混こん乱らんによって広まっていたざわめきの延えん長ちようは、突とつ如じよとして階かい段だんを上り、甲かん高だかい声の訴うつたえとなる。肉を切り裂さかれたときの俺のような声が次々に、直線上に上がる。

　そいつによって切られて飛び散ったと思おぼしき血けつ液えきが俺の額ひたいを濡ぬらす。最初は分からなかったが一いつ拍ぱく置いて鼻を包むその臭においで理り解かいする。信じられねぇ。通り魔まらしき者まで現あらわれたらしい。

　便乗か計画かは分からない。なんにせよ、この場から無事に脱だつ出しゆつしなければまた危あやうい目に遭あいかねないようだった。早歩きで、転ぶことを覚かく悟ごしながら俺は背はい走そうの速度を速めた。

　誰かが賭かけオセロの横側で並へい走そうしてなにかを企たくらみ、実行に移うつしている。

　そして恐おそらくはその誰かであろう人物と、偶ぐう然ぜんの遭そう遇ぐうを果たした。
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「死ね邪じや魔ま！」

　暗中を遮しや二に無む二に突とつ撃げきし、ナイフを振り回して前進を続けるナメクジが叫さけぶ。巣す鴨がもへの行く手を阻はばむものは、テーブルだろうと人間だろうと関せず切りつける。肉を切った感かん触しよくと共に血ち飛沫しぶきと悲鳴が沸わきあがるのを直に感じたが、感かん情じようの暴ぼう発はつの前ではなんの抑よく止しにもならない。

　シャンデリアの破は片へんを踏ふみ潰つぶし、肉を裂さき、裂き、切り開き。正に血路を切り開くと語るに相応ふさわしい。今のナメクジに直線以外の道はない。包帯で覆おおっていた頭部の傷きずが、ぷつん、ぷつんと開いて出血を再さい開かいしていく。それどころか怪け我がの直後より流血が酷ひどくなっていた。

　前進が順調ではないことにナメクジの焦あせりが募つのる。なにかしら、意図的な人の流れがナメクジの進む方向と逆ぎやくへ向かっている。この暗くら闇やみで迷めい走そうすることなく、その集団は目的に沿そって行動しているのが伝わってきた。その流れにナイフを突つっ込こみ、引き裂くように進んでいるが効こう率りつは決して良くない。群ぐん体たいの厄やつ介かいさに翻ほん弄ろうされて、ナメクジは思わず目の前の肩かたに嚙かみつく。

　食いちぎるように歯を突き立てて、肉を毟むしる。犠ぎ牲せいになった人間を踏み潰して、前へ、前へとあがく。人の流れに生まれた微かすかな隙すき間まをくぐり、一気に正面へと突き抜ぬける。

　デタラメにナイフを振ふりながら、イノシシのように突とつ撃げきを果たした。

　その結果、会場の壁かべにナイフが衝しよう突とつする。腕うでを弾はじかれて簡かん単たんに尻しり餅もちを突いたナメクジは、自身のバランスの悪さに憤いきどおり、そして巣す鴨がもを見失っていることに嚙かみつく。世界に吠ほえたてる。

「どこだすがもぉぉぉおおおぉおおおおお！」
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　女の絶ぜつ叫きようが会場内に響ひびき渡わたる。咆ほう吼こうと呼よぶのに相応しい怒ど鳴なり声で巣鴨を求めている。

　それを右側の方向に聞きながら、白シロヤギは巨きよ大だいラジカセで周囲を振ふり払はらう。区別がつかないまま周りの人間を薙なぎ倒たおし、契けい約やく相あい手てである巣鴨の父親の保ほ護ごに努つとめていた。

　白ヤギとしてもこの騒さわぎには不意を突かれたが、取り乱みだすようなことはない。粛しゆく々しゆくと、守るものを選んで行動している。シャンデリアの破片で腕うでを切った巣鴨の父親が、白ヤギの背せ中なかに向けて声を張はり上げる。騒ぎの中では大きな声を出さなければ、とても会話にならなかった。

「涼りようは見つからないのか！」

「呼よびかけてはいますが」

　白ヤギが淡たん々たんと答えた直後、また押おし寄よせる人の流れをラジカセで払い除のける。白ヤギの足もとには倒たおれ伏ふして動かない人ひと影かげが数人、小さな山を作り上げていた。加か減げんをせずに頭部を狙ねらっているので生死はあやふやだが、白ヤギには他人の死など関係のないことだった。

　父親の叫さけぶとおり、白ヤギは巣鴨涼を見失っていた。隣となりに立っていたはずの巣鴨はいつの間にか移い動どうしてしまったらしく、周辺から消えていた。遠くで隻せき腕わんの女、ナメクジが喚わめいているのでまだ殺されてはいないだろう。白ヤギはそんな風に楽観的に、無関心に捉とらえていた。

　白ヤギには、巣鴨がどこへ行ったかも想そう像ぞうがついていた。

　あの少年を確かく保ほするために、動いたのだ。
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「あらカス野や郎ろう、ごきげんよう」

「ごきげんようなんて挨拶あいさつ、本当に口にするやつがいるんだな」

　背はい走そうの途と中ちゆうで横よこ並ならびになった白い影かげが、口もとだけを微笑ほほえませるのが見えた。

「やぁ。暗くら闇やみの中で出会うと、懐なつかしい感じだね」

　更さらに隣となりを行く影かげも蠢うごめく白色であり、こちらとしては釣つられて顔面が蒼そう白はくに陥おちいってしまいそうである。だが、カワセミは既すでに四度、能のう力りよくを使った。以前の本人の弁べんが正しければ、今日はもう使えないはずだ。そのうえ、この暗闇。怯おびえるな、怯えるな、胸むねを張はれ。

「あんたの翼つばさを広げてやれば、非ひ常じよう灯とうぐらいには使えるんじゃないのか？」

「あぁ。今のあなたの目玉みたいにね、はいはい」

「ん？」

　そういえば目の色を変えていたが、どんな色にしていたのか咄とつ嗟さに思い出せない。

「それよりこの騒さわぎはどういうことだ」

「なんのこと？　会場の整せい備びが不全だっただけなのに」

「その割わりに随ずい分ぶん急ぎ足で、なにかを目指して動いているな」

　会場を真っ暗にすることが、事前に分かっていたとしか思えない。

「悪いけど。あなたと話している暇ひまないの」

「お前から話しかけてきたんだろ。都合が悪くなると忙いそがしいの一点張りとか。大人おとなかよ」

「少なくともあんたよりは大人よ、クソガキ」

　最後に中指を立ててから、シラサギが走り出す。やはりなにか、この会場に目当てのものでもあるらしいな。先に俺おれが確かく保ほすれば高たか値ねで売りつけられるんだが、個こ人じんでは敵かなわないか。

「よかったらこれからもあの子の友達でいてやってくれ、うぉっほん」

　なんか残っていたカワセミが作った中年風の声でタワゴトをほざいてきた。

　久ひさしぶりに会ったわけだが、なんも変わってないなこいつ。

「なんでお父さん気取り？」

「あの子は村一番の器量よしなのじゃ」

「いや、ジジイになってふざけてる場合かよ」

　早く逃にげないと、遠くで騒いでいるあの女がこっちに来たらどうするんだ。

　今も、すがもすがもと叫さけび続ける女の声が、左右から頭を打ちつけるようだった。

　巣す鴨がも狙ねらわれすぎ。他ひ人と事ごととはいかなくて、肝きもが冷える。

　あいつのことだからこの暗くら闇やみに乗じて上う手まく逃げていそうだが、もし捕つかまったら。想そう像ぞうして、助けに行きそうになっている自分がいた。だけど俺が行って、なにができる？

　むしろ巣鴨に助けられるのが、俺らしいのに。

「まぁ大だい丈じよう夫ぶ。きみの王子様がもうすぐ来るから」

「は？」

「きみがオセロ勝負の代打ちだと知っていたら、終わるまで騒さわぎを起こすのを待っていたかったんだけどね。いやぁ残念。それじゃぁ、またね。あー忙いそがしい、何人切るつもりだよ……」

　一方的に見けん解かいを語った後、カワセミがシラサギの後を追って場を離はなれる。

　またねって。やだよ、あいつと明るいところで待ち合わせなんて。

　……おっと。俺おれも、逃にげないと。王子様っていうのは少々気になるけど。

　葛かつ藤とうはありながらも移い動どうを再さい開かいして、やがて扉とびらに手がつこうとする瞬しゆん間かん。

　真横から、誰だれかに抱だきつかれた。

　それに追つい随ずいするはずの悲鳴は、柔やわらかいものに押おし潰つぶされた。

「きゃっち」

　この状じよう況きように相応ふさわしくない暢のん気きな女の子の声が、頭の上から聞こえてくる。

　その声と、俺おれの顔が埋うまっている胸むなもとの香かおりには覚えがあった。

　柔らかさは未知のものだったけど。

　巣す鴨がもだった。

「はい石と竜か子げくんげっと」

「ひぃぃぃぃぃぃぃ！」

「なんで叫さけぶの？」

　安定感はこの上なくあるのに、安心感は信じられないほどないからだ！

「よしよしだよ石竜子くん」
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　巣鴨がなにを勘かん違ちがいしたのか、頭を撫なでてくる。それよりおっぱい柔らかい。違うだろ。

　……あーでも。巣鴨といると、怖こわいのは薄うすれるな。頼たよりになりすぎだよ。

　王子様こいつかぁ。うん。俺お姫ひめ様さまでいいや、そっちの方が自然だ。

「よく、こんな暗い中で俺が分かったな」

「目がきらきらしてたから」

「ん、あ、そうか」

　さっきも指し摘てきされていたな。毒々しい金色とか格かつ好こうつけていたが、功を奏そうしたのか。

　頭を撫なでるのが終わったので顔を上げる。巣す鴨がもだった。久ひさしぶりに会った気さえする。

　俺おれを助けに来た勇者は、間近で見ると相も変わらず肌はだ色いろだらけだった。

　肌露ろ出しゆつしすぎ。ドラクエの踊おどり子みたいだ。

「無事だったんだな」

「石竜子くんも。よかったね」

「あぁ。お前の方は、怖い人に狙ねらわれているみたいだな」

　そいつが暴あばれている音なのか、シャンデリアを砕くだくような騒そう音おんが聞こえてくる。もう解かい体たいできるならなんでもいいという気き概がいまで感じられる、芯しんのある暴ぼう走そうの音色だった。ヤバイって。

「なんか私、結けつ構こう恨うらまれてるみたい」

　以前に病院でも聞いたが、なるほど、護ご衛えいの白シロヤギさんが必要なようだ。

　その白ヤギさんは側にいないみたいだが。大だい丈じよう夫ぶなのか。

「でもこんなところで偶ぐう然ぜん会えるなんて運命的だね。あはは」

「ソーネ」

　こいつの偶然という言葉は、疑うたがわしいにも程ほどがあって逆ぎやくに突つき抜ぬけて笑えてくる。

「……ところで、この騒さわぎにはどれくらい絡からんでるの？」

「ん、全然」

　噓うそでー。
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　巨きよ大だいな氷でも削けずるように、正気を失ったナメクジが没ぼつ頭とうしているのはシャンデリアの解体だった。「どこだどこだどこだ」と同じ言葉を繰くり返しながら、自身の腕うでが傷きずつくのも構かまわずにナイフを突つき立てている。その音色が周囲の不安を煽あおり、ざわめきは際さい限げんなく増ましていく。

　異い常じよう下かでそもそも誰だれが誰か分からず、どこに人がいるかも不ふ鮮せん明めいな状じよう況きようだった。

　そんな中、ナメクジを止める者がやってくる。人ひと混ごみに吐はき出されるように、転がってやってきたその人ひと影かげがナメクジの肩かたに触ふれる。ナメクジは反はん射しや的てきにナイフを振ふり抜ぬきかけたが、辛かろうじて寸すん止どめで済すんだ。その独どく特とくの空気に感化された腕が、自然に止まったという感じだった。

「麻ま衣いさん、やっと見つけた」

「あんた、」

　猪い狩かり友ゆ梨り乃のが横の髪かみを搔かき上げながら、ナメクジの隣となりに屈かがむ。ナメクジは正気を取り戻もどすと同時に、左腕に激げき痛つうが走った。

　走る男たちが「いたか！　急げ！」と叫さけんでいずこかへ走り去っていく。

　その喧けん噪そうから、一本の線が引かれた場所にいるように、ナメクジの周囲は静せい寂じやくとなる。

「守って、くれますよね」

　猪い狩かり友ゆ梨り乃のがまた、ナメクジの左ひだり腕うでを取って手のひらで包む。血ち糊のりでぬかるむ手に不ふ快かい感かんを訴うつたえることもなく、猪狩友梨乃の指先の力が強まる。ナメクジは、その血糊以外の生なま温ぬるさに不ふ愉ゆ快かいなものと、同時に落ち着かないものを嚥えん下かする。胃の底に、生温さが染しみた。

　ナメクジは周囲を見回す。他の人間より早く、暗くら闇やみに順じゆん応のうしてきていた。うっすらと、人相は分からないが人影の動きぐらいは鮮明に見える。大おう勢ぜいの人間がそれぞれの判はん断だんで動いている。野次馬だらけのこの空間に、何人いるのだろう。巣す鴨がもはナメクジのことを分からないかも知れないが、逆ぎやくも然しかりだった。横を通った男が、ナメクジの背せ中なかを蹴けって身体からだがぐらつく。

　その背中の痛いたみに背を丸めて、ナメクジは目を瞑つぶる。

　数十秒の葛かつ藤とうの末にナメクジは巣鴨をこの場では諦あきらめることを、選せん択たくした。

　受け入れたわけでも、決意もそこにはない。

「走るから、ついてこい」

「はいっ、お供ともします」

　ナメクジと猪狩友梨乃が一いつ緒しよに立ち上がる。それから猪狩友梨乃がナメクジの手を離はなす。ナメクジはシャンデリアの残ざん骸がいを「ちくしょう！」と蹴り飛ばした後、「こっちの方角に走る」と猪狩友梨乃の背中を押おして、向きを調節した。

　そして、ナメクジが走り出す。猪狩友梨乃も追い縋すがろうと、必死に足を動かした。ナメクジは一直線に会場の入り口の一つに走る。人混みはナイフで切り裂さいて散らし、猪狩友梨乃が通れる程てい度どには気を遣つかう。途と中ちゆうで誰だれかと肩かたをぶつけて簡かん単たんによろめき、倒たおれそうになったものの持ち直した。五人ほど切りつけた頃ころ、南の扉とびらに到とう着ちやくする。

　扉は封ふう鎖さされているのか、押しても引いても動こうとしない。更さらにその行こう為いを咎とがめるように、脇わきから現あらわれた男がナメクジの腕を払はらう。まるで騒さわぎの混こん乱らんで偶ぐう然ぜん、腕を払ったように。

　だがナメクジにとって、その男が誰であろうと、一般人だったとしても関係なかった。

　ナメクジの左腕がひるがえり、ナイフが闇やみの中を一いつ閃せんする。

　人ひと影かげもおぼろでありながら、振るったナイフは男の急所を正せい確かくに引き裂いた。

　　[image: ]

　今、巣鴨と肩かたをぶつけたのは、隻せき腕わんのあの女だった。

　思わず身を固くして息を吞のんだが、どうやら顔までは気づかなかったようだ。俺おれの左目の輝かがやきが、巣鴨の身体で半なかば覆おおわれていることも幸運だったのだろう。

　巣鴨の方もその相手には気づいているようで、微び妙みように横歩きで移い動どうし、距きよ離りを置く。

　体格で劣おとる巣鴨にぶつかっただけで転てん倒とうしかけていた女は、俺が先さき程ほどまで目指していた入り口に向けて走っていったようだ。巣鴨に抱だきすくめられていなかったら、扉の周辺で俺も切り殺されていたかも知れない。巣す鴨がもの強運は、側にいると恩おん恵けいに与あずかれるのだろうか。

　……でも、そうだ。おかしい、どうして未だに誰だれも会場の扉とびらを開けていないんだ。

　開ければ廊ろう下かの光が中へ飛びこんでくるはずなのに。

「じゃあ帰ろっか。私の家に行こうよ」

　巣鴨が遊びにおいでよという感覚で、気軽に提てい案あんしてくる。俺おれの頭や肩かたは、未だ巣鴨が抱かかえたままだった。ぬいぐるみみたいに扱あつかわれている俺がいる。

「お前ん家？　なんで？」

　この状じよう況きようで、なんて唐とう突とつなやつだ。

「理由はないけど。今日はお父さんいるよ」

「紹しよう介かいされたくないんですけどー……お？」

　ぴかっと、頭の中でそれが光って、接せつ続ぞくされる。危き機き感かん知ちの部分に。

「ちょ、ちょっと待て。そういえば、そうだった」

「なにが？」

　失念していた白シロヤギさんの言葉を思い出す。借りがあると、言っていた。しかも巣鴨絡がらみで。

　こいつの家に一いつ緒しよに向かうのは、その危き険けんに飛びこむだけではないだろうか。

「なにか言いたいことある？」

「いやその、なんだ。カモカモが最近流は行やってる遊びとかあるのかなって」

　もの凄すごく遠回りに尋たずねてみる。変化球すぎて、単に趣しゆ味み聞いているだけにしか思えない。

「んー、育成ゲームとかはまってる」

「育成？」

「ゲームでペット育てるの。楽しいよ。あと、オセロも好き」

「へぇ、おっ？　う、おぉっと！」

　突とつ然ぜん、腕うでを引っ張ぱられた。強引に、縋すがるようにその細い腕にしがみつかれて、引っ張られる。

　不意を突つかれて足が浮ういた俺は、半なかば転びながらその腕に連れ去られていく。

　また誘ゆう拐かいかよ！

　巣鴨の伸のばした右手を必死に摑つかもうとするが、空から振ぶり、空気を摑むばかりだった。

　そうして俺たちはまるで、悲ひ劇げきのヒロインや恋こい人びとのように別れて、互たがいが暗くら闇やみに吞のみこまれていく。目を凝こらして連れ去る腕の正体を見極めようとしても、深しん淵えんにはなにも及およばない。
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「大だい丈じよう夫ぶ、生きてはいますし、この会場にもいます。音が送れていますから」

　汗かん顔がんを押おしつけんばかりに迫せまる巣鴨の父親をあしらいながら、白ヤギが冷めた声で娘むすめの生せい存ぞんを報ほう告こくする。暗闇が訪おとずれた直後から、白シロヤギは巣鴨に『側でお控ひかえください』と送り続けている。気を抜ぬくとその中に本音が混まじりそうなので、白シロヤギとしても油ゆ断だんはできなかった。

　もっとも白ヤギが本音を暴ばく露ろしたところで、巣す鴨がもは笑うだけである。

　その巣鴨が戻もどってくる気配のないまま、会場内に変化の兆きざしが訪おとずれる。絶ぜつ叫きようを上げる女は唐とう突とつに鳴りを潜ひそめ、代わりとして人間と壁かべのぶつかる音が聞こえてくる。白ヤギは目を凝こらし、入り口の扉とびらに体当たりしていることを察した。ようやくこの騒そう動どうの空気を抜ぬく、穴あなが生まれようとしている。白ヤギは息を吐はきつつ、ふと、その方向からやってくるものに目がいく。

　扉から正反対の方角へ走る影かげが二つある。その内一つには金色の光が、目もとに宿っていた。金色の線が横に引かれて軌き跡せきを描えがく。あれは石と竜か子げ少年ではないか、と白ヤギが訝いぶかしむ。ということは腕うでを引っ張ぱって走っているのは巣鴨だろうかと、動かずに目で追う。

　白ヤギの超ちよう能のう力りよくには幾いくつかの制せい約やくがあり、この状じよう況きょう下かでは機能を万全に発はつ揮きできない。確かく認にんも肉にく眼がんで行う必要があり、思わず舌した打うちが混まじる。

　だがそこに不ふ可か解かいなことが重なった。その二人を更さらに引っ張り、連れていく第三の影が現あらわれたのだ。二人とは身のこなしが明らかに異ことなり、白ヤギは同業者の類たぐいだと察する。手早く二人の身み柄がらを確かく保ほした後、複ふく数すう人にんが二つの人影を囲んで、別の入り口へと連れ去ってしまう。

　その影たちを追いかけようと白ヤギが動きかけると、巣鴨の父親に「早く涼りようを連れてきてくれ！」と金切り声で腕を摑つかまれる。出鼻を挫くじかれた白ヤギは依い頼らい主ぬしを強く睨にらみつけながらも振ふりほどくのを留とどまり、その影たちが会場の外へ速やかに、密ひそやかに消えていくのを見送るしかなかった。
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　入り口の封ふう鎖さ作さ業ぎように関かん与よしていた男を殺害した後、封じられた扉をナメクジが蹴ける。体当たりでは単たん純じゆんに体重の軽い自分では成果が得られない。蹴った反動で倒たおれそうになる。

「手伝え！　守ってやるんだから！」

　ナメクジが叫さけぶ。腕を失って以来、他人に助けを求めたのはこれが初めてだった。

　その呼よびかけに応こたえるように、人影が肩かたから扉にぶつかる。足あし並なみが揃そろわず、大した衝しよう撃げきにはならない。ナメクジは人影の動きに合わせて、再さい度ど、扉をヤクザキックで蹴けり飛ばす。

　その一撃で扉の留とめ具ぐが軋きしむ。またよろめきながらも、ナメクジは踏ふん張ばって今度は体当たりする。人影と丁度合わさり、二人分の体重を受けた扉が歪ゆがんだ。斜ななめに傾かたむき、そのまま固定されてしまう。ナメクジは迷まよわず、下側にできた隙すき間まに身体からだをねじ込んですり抜ぬける。

　外に飛び出してからも振ふり返かえらず、廊ろう下かをひた走る。自じ販はん機きの前を通りすぎたところでナメクジの息が上がり、片かた膝ひざを突ついて止まる。背はい後ごをついてきた人影も、そこで同じく息を荒あらげて立ち止まった。

　停電ではないため、廊下の方は先さき程ほどと変わらず明るいままだった。ナメクジが服と身体に浴びた返り血を見下ろし、息を枯からしながらも笑う。笑い声を上げようとして呼こ吸きゆうがおかしくなり、何度も噎むせた。酒の臭においがする女に、血の臭においがする女か。どっちが臭くさいのやら。

　皮肉な心しん境きようを読み取られることを照れつつも、ナメクジが振ふり向く。

「……は？」

　ナメクジの目が点になる。珍めずらしく、冗じよう談だん調のリアクションに陥おちいるほどの衝しよう撃げきだった。

「誰だれ、あんた」

　振り返ると、そこで床ゆかにひざまずいて息を荒げているのは猪い狩かり友ゆ梨り乃のではなく、木き森もり高たか雄おに『景品』として紹しよう介かいされた少年だった。
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　シャンデリア調の電灯そのものが落下しては灯りが復ふつ旧きゆうする見み込こみもあるはずがなく、本来は演えん出しゆつ用ようの照明をすべて用いて、一時的に会場を照らしていた。そのためか蛍けい光こう色しよくの灯りに会場内が包まれ、目が痛いたい。落ち着かない気分にもなる。その雰ふん囲い気きに後あと押おしされてざわめきの止まない室内に戻もどってきた浴衣ゆかた姿すがたの女が、露ろ出しゆつ過か多たな服ふく装そうの少女に報ほう告こくする。

「猪い狩かり友ゆ梨り乃のはもう会場にいないみたいですね。あと、石と竜か子げ少年も」

「順番逆ぎやく」

　首輪の紐ひもを寄よせながら、面白くなさそうな巣す鴨がもが言う。なんで持ち歩いてるんだよ。白シロヤギはまずそこに呆あきれる。しかし根本を正せば、その首輪をここに招まねいたのは白ヤギである。

「会場内には？」

「もういないみたい。誰だれが持ち逃にげしたのやら」

　巣鴨たちの側でも同じような会話が交わされていた。シラサギとカワセミだ。カワセミの方は普ふ段だん通どおりだが、シラサギには珍めずらしく余よ裕ゆうを感じられない。焦あせっている様子が唇くちびると鼻の尖とがりに表れている。

「あんなものに興きよう味みを持つのが、私と倉くら科しな康こう一いち以外にいるなんて」

「西側の廊ろう下かで死体が見つかったらしいよ。殺して突とつ破ぱしたのなら、ひょっとして……」

　カワセミが若じやつ干かん声を潜ひそめながら、物ぶつ騒そうな報告を続けている。

　会場の中でも何人か、暗中で切りつけられて負ふ傷しようしていた。死人は出なかったものの傷きずが深い者もいて、その血けつ痕こんが床ゆかに散っていた。犯はん人にんは既すでに会場から逃とう亡ぼうしたと見られている。

「ナメクジでしょうね。お嬢じよう様さまのもとへ向かうのに邪じや魔まだから切ったのでしょう」

　先さき程ほどのカワセミたちの報告を盗ぬすみ聞きすると、ナメクジが無差別に切り続けたことにより、シラサギたちの計画にも狂くるいが生じたらしい。何人も手て駒ごまを切られて滞とどこおった旨むねを、カワセミが楽しそうに語っていた。それを踏ふまえて白ヤギが見けん解かいを述のべるが、巣鴨は右手を見つめて、むぅむぅ唸うなっている。手から離はなれたものを惜おしむようだった。白ヤギもそれを無む視しして、淡たん々たんと喋しやべり続ける。

「なぜ殺さずに逃げたのかは分かりませんが。まぁ、鳥目だったというオチかも知れませんね」

　側では腕うでに軽い切り傷を負って負傷した巣鴨の父親が小言を口にしているが、白ヤギはヘッドホンの音量を上げて聞こえないフリをしている。両方無事だったし十分ではないか、と言いたいがそちらの愚ぐ痴ちもまた、音楽によってかき消していた。

「取り敢あえず帰ろっか」

　不ふ機き嫌げん顔だった巣鴨が急に、明るくそんなことを言い出す。白ヤギだけでなく、父親の方も面食らっていた。立ち直った父親はすぐに「そうしよう」と、娘むすめが危き険けんから遠ざかることに喜んで同意する。一方、白シロヤギは「怪あやしい」と、巣す鴨がもの頭部を睨にらむ。

　あの中で着々と、悪だくみが渦うずを巻まいていそうだった。

　巣鴨涼りようは大人しく引き下がるような性せい格かくでは、断だんじてない。

「じゃあ帰ろう。そうだ、お昼ご飯はお肉が食べたいな」

　首輪を宙ちゆうにお手玉しながら、巣鴨が会場の入り口へ歩き出す。人ひと混ごみを縫ぬって、父親もその後ろを追っていった。「早く来てくれ」と催さい促そくされて、白ヤギもその場を離はなれる。

「倉くら科しな康こう一いちに連れ去られたわけじゃないのなら、いいわ。手て遅おくれにはならない」

「だといいけどね」

「調達屋というのに連れん絡らく取ってくれる？　早急に探さがさないと」

「はいはい、やっておくよ」

　シラサギとカワセミの会話が、その横をすれ違ちがう際さいに耳に入る。白ヤギからすれば興きよう味みのない話題で、注目はむしろカワセミの横顔だった。同業者の平へい穏おんな顔つきを見る機会は少ない。

　それは殺し屋という業種だからではなく、単に白ヤギが直ちよく接せつ出向かなくとも、人を殺せる超ちよう能のう力りよくを持つ故ゆえに現場に出ないからだった。

「そうだ、ちょっといい？　白ヤギさん」

　童話の登場人物にでも呼よびかけるような調子で、名前を呼ばれる。白ヤギの振ふり向いた先にはシラサギが手て招まねきしていた。その背はい景けいにうっすら、光の粒りゆう子しが舞まっている。

「なにか？」

　場ば違ちがいな白しろ装しよう束ぞくだ。自分の和装を棚たなに上げて、白ヤギがそんな感想を持つ。

　そしてシラサギがにこやかに言う。

「実はあなたの力を借りたいの。代わりにカワセミを貸かし出すからしばらくレンタルしたいと、雇やとい主に伝えてくれない？」
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　会場から離れたバス停のベンチに、足を伸のばして座すわりこんでいる女がいた。

　ナメクジである。背せもたれに肘ひじをかけて、虚きよ脱だつしたように口が半開きで上を向いている。家族サービスに疲つかれてベンチで寝ねてしまう父親のようだった。そのまま地面へ滑すべり落ちていきそうなナメクジの側には、会場から一いつ緒しよに逃にげてきた少年の姿すがたがあった。その少年は自分を雉きじ間ま光ひかると名乗った。

「遂ついに逃げてしまった。ぼくはどうなるんだろう」

「知るか」

　会場の方角を向いて不安げに眉まゆを寄よせる雉間を、ナメクジが辛しん辣らつに突つき放す。

　雉間は慌あわてて、ナメクジに向いて両りよう腕うでを広げる。

「ちょ、ちょっと待ってくれ。きみが守るというからついてきたんだぞ」

「だから人ひと違ちがい。その違ってない方はどこいったんだよ」

　雉きじ間まの話をほとんど無む視しして、ナメクジが舌した打うちする。話を聞き入れて引いてやったのに、ついてこないとは何事だ。まだ会場にいるのだろうか。だが、戻もどる気力はなかった。

「おーいたいいたい」

　傷きずだらけの左ひだり腕うでをぶらぶらと振ふって、空くう虚きよに痛いたがった。

　ナメクジの胸きよう中ちゆうを占しめるのは、巣す鴨がもを討うち漏もらしたことへの後こう悔かいだった。側には白シロヤギだけでなく、カワセミまでいた。実じつ際さいには到とう底てい、無理だったかも知れない。それでも、巣鴨を正面に見み据すえながら殺せなかったという事実が、ナメクジには重い。

　復ふく讐しゆう以外に目的などないのだ。それが成せないことはナメクジにとって、恐きよう怖ふさえ覚える。

「じゃあ守ってくれ。きみは、なんだ、裏うら世せ界かいの人間みたいなやつなんだろ？」

　また守ってくれか。どうかしている。

「あんた、超ちよう能のう力りよく者？」

　言葉を選ぶような問いかけに、ナメクジが無愛想に尋たずね返す。その横目は雉間ではなく、道路の自分たちがやってきた方向に向いていた。目は相変わらず光なく死んでいる。

「まさか。そんな力があるなら、ぼくは大人おとなしく景品になっていないよ」

　雉間が寂さびしげに笑う。ナメクジの目つきが切り替かわって、険けわしいものとなった。

「じゃあなんで狙ねらわれるわけ？　ほら、もう来た」

「えっ？」

　ナメクジが指差す方向からやってくるのは、変へん哲てつのない乗用車だった。雉間が首を傾かしげている間に、舌打ちしたナメクジが身体からだを起こす。億おつ劫くうそうにベンチから立ち上がる。

「私は付け狙われるほど名が知れてない。あんた絡がらみに決まってる」

「追っ手、というやつなのか？」

「そういうやつ」

　ナメクジはバス停の横に立ち、時じ刻こく表ひようを眺ながめる。「長々と待ったのに」とぼやいた。

「確たしかにこっちへやってくるけど、ただの車にしか見えないぞ。どうして分かるんだ？」

「雰ふん囲い気きと、追っ手が来るとした場合の時間の空き具合、それと」

「それと？」

「勘かん」

　そう言いきった後、ナメクジがナイフを取り出す。そしてそれを雉間に投げ渡わたした。

「わっ、わ、っとっと、な、なんい、これ」

　受け取ったものの、舌を嚙かみ、雉間の顔が怯おびえに染そまる。ナメクジは冷めた声で言った。

「無一文の依い頼らいは請うけない。だから自分で守れば？」

「守る、って。まさか、これで？」

「隠かくし持っていた方がいいと思う」

　無愛想ながらの忠ちゆう告こくに、雉きじ間まは深く考えないまま従したがう。服の内側に挟はさんでしまう。

　そしてやって来た乗用車がバス停付近で停車する。雉間の顔色が変わった。

　ナメクジの予想の正しさを認みとめて、目に宿っていた不安が燃もえたぎるように強まる。

「木き森もりはぼくに執しゆう着ちやくしない、とするなら……宇う白しろ、なのか」

　宇白？　聞き慣なれない名字に引かれるものはあったが、それを置いてナメクジが乗用車の方へ向かう。車からはすぐに二人の男が出てきた。温い、とナメクジは笑う。

　反対の立場だったら、ナメクジはまず自動車で相手を轢ひく。動けなくなってから話し合いだ。

　温ぬるいと称しようされる男たちだったが、ナメクジの纏まとう雰ふん囲い気きは悟さとったようで、警けい戒かいを露あらわにする。その中でも雉間光ひかるの方に注目して、目的は明めい確かくだった。ナメクジが近ちか寄よると、男たちは懐ふところに手をやる。ナメクジは先さき程ほどまでと打って変わって愛想良く、笑顔で男に話しかけた。

「こっちのやつを保ほ護ごしておいたけど、あんたたちが引き取ってくれるの？」

　後方の雉間を一いち瞥べつし、ナメクジが問う。雉間は耳を疑うたがったが、ナメクジは笑ったままだ。

　男たちは顔を見合わせた後、助手席から出てきた方が頷うなずく。

「助かった。こんなの背せ負おって帰るなんて面めん倒どうだし」

　そう言って、ナメクジは雉間の背後に回りこむ。背中を押おして、男たちの方へ向かわせた。会ったばかりで助ける義ぎ理りなどあるはずもない。それは分かっていても、雉間は暗く俯うつむく。

　男たちは雉間を囲むように確かく保ほして、車の後こう部ぶ座ざ席せきへ乗せようとする。男たちはナメクジの動向に注意を払うことと、雉間を確保したことへの安あん堵ど感かんがない交ぜとなっているようだ。

　そして、そこで雉間は悟さとる。

　そういうことか。

　脇わきを押さえる男は完全に無警戒だ。雉間がナイフを持っているなど想そう像ぞうもしていないようだった。だから今、急所を刺さすことは素人しろうとであっても容よう易いだ。ナメクジは、雉間の動向を見守るように目を離はなさない。雉間は唇くちびるの端はしがひくつき、震ふるえる。機会は秒びよう刻きざみで失われていく。

　後部座席の扉とびらが開いた直後、雉間は隠し持っていたナイフを振ふりかぶり、手近な方の男に突つき立てた。雄お叫たけびを上げていた気もするし、悲鳴のようだった気もする。無む我が夢む中ちゆうだった。

　雉間の振り下ろしたナイフは男の首の裏うら側がわに当たった。骨にぶつかったらしく鈍にぶい音がして、ナイフが途と中ちゆうで弾はじかれる。しかし男はまったく予想外の襲しゆう撃げきに目を白黒とさせ、首の裏を押さえて喚わめく。頭が真っ白になった雉間は雑ざつ念ねんを挟むことなく、もう一度、ナイフを突き出す。

　更さらに雉間が刺した直後、ナメクジが動いた。残る一人の方の整せい髪はつされた前まえ髪がみを摑つかみ、顔面を地面に叩たたきつける。更に後頭部を何度も踏ふみ潰つぶし、男が頭の潰れたゴキブリのように胴どう体たいをばたつかせている間に、雉間へと手を伸のばす。雉間はびくりと上半身を震わせた。

「ナイフ返して」

　言われるままに、雉間がナイフを差し出す。それからナメクジは躊ちゆう躇ちよなく男を刺し殺さつする。肉を食用に加工する工こう程ていを見学しているようだった。その慣なれきった手つきに、雉きじ間まは恐きよう怖ふしながらも見入る。震ふるえる手のひらは自然、爪つめが食い込むほど、握にぎりしめていた。

　ナメクジは、雉間が刺さしたもう一方の男にもナイフを突つき立てる。それから二つの死体を左ひだり腕うでだけで苦労しながら車の中に放りこんだ後、遠くからやって来るバスを一いち瞥べつして言う。

「急ぐよ。早く歩かないと夕方までに帰れない」

「は？」

　ナメクジはバス停から離はなれて、徒歩で道路を行き始めた。雉間は困こん惑わくしながらも、後に続く。

「バスは？」

「バス停にいたことは報ほう告こくされてる。暢のん気きに乗っていたら爆ばく破はしてでも止めかねない」

　だから追いかけられないよう無茶苦茶な行こう程ていで帰るためにいきなり、道路から逸それる。畑を斜ななめに進む。農作物からちぎれて腐くさった葉を踏ふみつけて、ナメクジは不ふ機き嫌げんを隠かくさない。

　雉間はその背せ中なかを追いかけるか悩なやみながらも畑の中を歩き、やがて決心する。無愛想で突き放すような言動もありながら、ついてこいと態たい度どで示しめしている。雉間はそう感じた。ほぼ思い込こみだった、雉間にとって他になんのアテもないのだから、選せん択たくの余よ地ちはなかった。

　ぼくだけは、殺されてたまるか。

　そう口の中でだけ、決意を固めて。

「どこか行くアテはあるの？」

「ある」

　即そく座ざに肯こう定ていした後、「どこ？」と重ねて尋たずねられたので、ナメクジは正直に答えた。

「バイト先。それからのことは、それからの私が考える」

　　[image: ]

　暗中、俺おれたちの手は交差して。オセロのように立場がひっくり返った。

　俺が摑つかまれた手の先にあったのは、液えき晶しようの向こう側にあったはずの柔やわらかい手だった。

「すいません。相手を間ま違ちがえてしまって。連れ去られかけて必死だったので」

　隣となりで一いつ緒しよに揺ゆられている猪い狩かり友ゆ梨り乃のが申し訳わけなさそうにしている。「いやいや」と手を横に振ふるものの、内心がこの人には筒つつ抜ぬけなんだから意味ないのかな。難むずかしい人だ、って思うのも伝わるわけか。怖こわい人、も伝わる……意い識しきしすぎて頭おかしくなりそうだ。

「麻ま衣いさんはナイフを握にぎりしめていたから、手を摑むのは無理なんですね」

　悔くやむようにそう言って、猪狩友梨乃のシルエットが膝ひざを抱かかえるように体たい育いく座ずわりした。

　あの会場で猪狩友梨乃に間違えて手を引っ張ぱられて、巣す鴨がもと離はなればなれになった。そして気づけば二人で倉くら科しな康こう一いちに捕つかまり、ここに連れこまれていた。事じ情じようを聞く限かぎりでは倉科康一の本命は猪狩友梨乃で、俺は手を握られていたからそのままついでのようだった。

　不運もいいところだな。

　俺おれたちは恐おそらく、トラックの荷台にでも放りこまれて運ばれている。ほとんど真っ暗で、乗り心地は最悪だ。長時間座すわっていると尻しりが痛いたいし、上下左右に揺ゆれるから酔よいそうにもなる。

「あまり喋しやべってくれませんね。緊きん張ちようしているみたいです」

　みたいどころか、その緊張を直ちよく接せつ覗のぞいているだろうに。持って回った言い方だ。

「やっぱり、その、意い識しきするというか」

　俺は猪い狩かり友ゆ梨り乃のの好きな音楽も知らない。なのに、その裸はだかを直接ではないけど見たことがあるという、情じよう報ほうの偏かたよりがある。それを意識するなというのは、中学生にとって酷こくだ。

　だって俺、この人の裸を見てあれやこれやが全部、本人に知れ渡わたっているわけだろ？　もう死んじゃいたいよ。

　それと、なぜか異い様ように酒さけ臭くさいのも気になっていた。酒を浴びるように飲むというけれど、この人、本当に浴びたのだろうか。吐と息いきじゃなくて、肌はだや服からアルコールの香かおりがするのだ。

「そうですよね、気を遣つかわせてすみません。でもこのお酒の臭においはわたしのせいじゃないです」

「いや、まぁ、うん……俺たち、どこ連れていかれるんでしょうね」

「ニュートラル友の会の総そう本ほん山ざんだと思います」

　どこよそれ。猪狩友梨乃も知らないらしく、声なき問いに緩ゆるく首を振ふった。

「オセロができなくて残念なんですね」

「え？　ああ、勝てなかったことがね。大金を得られる良い機会だったから」

　これでまた、シラサギが遠とお退のく。あいつ、最初はなにを足がかりにしたんだろう。

「それだけじゃないみたいですけど」

「……うん、そういえばそんなのもあったなぁ程てい度どで」

　写真のあの女もかかっていたんだった。どうなるんだろうな、あいつ。

　このまま殺されてしまうなら、後味悪いなぁ。

「しかしどうなってんだか。最近、誘ゆう拐かいされっぱなしだ」

　ぼやいて指折り数える。それに加えて、人ひと質じちにされる回数の多いこと。

「麻ま衣いさんが助けに来てくれますよ」

「それって、あの隻せき腕わんの人のこと？」

「ええ。めちゃんこ強いですから、あの人」

　猪狩友梨乃は友人を誇ほこるように自じ慢まんげだった。そんなに仲が良い印象なかったんだけど。

「今日会ったばかりですからね。でも依い頼らいしましたから、守ってくれるのを期待しましょう」

　また心を読まれた。厄やつ介かいだな、この人。噓うそが通じないって、俺、無力じゃん。

「来たら困こまるんですけど。多分、巣す鴨がもも俺を助け？　に来るから」

　鉢はち合あわせて巣鴨のオマケで殺されかねない。そんな理由で殺されるのも釈しやく然ぜんとしない。いやいや、どんな理由でも納なつ得とくしないし、嫌いやなのは変わらないぞ。

「大だい丈じよう夫ぶ、誘ゆう拐かいするぐらいだから倉くら科しな康こう一いちは殺しませんよ」

「能のう力りよくがないってバレなきゃね」

　どうせこの人の前では隠かくし通せない。あっさり白はく状じようすると、猪い狩かり友ゆ梨り乃のの影かげが曖あい昧まいに笑う。

「あ……一ついいですか？」

　なにかに気づいたような素そ振ぶりを見せて、俺おれの顔を窺うかがってくる。

「なんですか」

「もう引いん退たいしてしまったので、芸名で呼よぶのは遠えん慮りよして欲ほしいなと」

「あ、すいません」

　直ちよく接せつ呼んだことはほとんどないのに。

「………………………………………」

「………………………………………」

「………………………………………」

「なにか言わないんですか？　そういう雰ふん囲い気きですけど」

「いや、心が読めるんなら、一々言わなくてもいいかなーと思って」

「そんな無ぶ粋すいなことを仰おつしやらないで。一方的に話すと嫌いやがるみたいなので、できる限かぎり会話になるよう心がけることにしたんです。ついさっきからですけど」

　三みつ日か坊ぼう主ずに終わりそうな心がけだな。そう思って、伝わったのか困こまったような顔になる。

　しかし、こうした超ちよう常じよう現げん象しようにもすっかり慣なれて驚おどろかなくなってしまった。奇き跡せきも、知りすぎれば味気なくなっていくものだな。嚙かみすぎたガムみたいだ。シラサギが様々な超能力者を利用して、集会で多様なパフォーマンスを見せつける理由が身に染しみて分かった。

「じゃあ。なんて呼んだらいいですか」

　猪狩友梨乃にとっては既すでに分かりきっている質しつ問もんを、わざわざ口にする。

　これをもどかしいと感じるような人は、独ひとりでも生きていけるんだろう。

　それを拒こばむように会話を求めた猪狩友梨乃が、くすぐったそうに微笑ほほえむ。笑い顔になると巣す鴨がもとの相そう似じが薄うすれて、別の魅み力りよくが表を彩いろどる。鼻の周りが熱くなって、目を伏ふせてしまう。

　が、しかし。その後に猪狩友梨乃がその名前を口にしたことで、気持ち悪く照れている余よ裕ゆうなど完全に吹ふっ飛んでしまった。もしこの世界に運命があるのなら、俺と『あいつ』にも、因いん果がのようなものが出会いを演えん出しゆつしたのかも知れない。

　猪狩友梨乃が、本名を名乗る。

「鹿しか川がわ遊ゆう里りです。……あれ？　妹の名前、なんで知ってるんですか？」







　　あとがき




　二人の傷きずついた者がいた。一人は右目を失い、またもう一人は右みぎ腕うでを失って。

　一人は残る目で未来を見た。一人は残る腕を過か去こへ伸のばす。

　これは超ちよう能のう力りよくを巡めぐり、数すう奇きな運命を辿たどる二人の主人公の物語である。

　……みたいな感じでどうだろう。なにが？




　ぼく、アフレコ現げん場ばで声せい優ゆうさんに会ったことあるんやぞー。（話したのは挨拶あいさつしたときの二秒くらい。それ以外の時間はみーまーＤＶＤのパッケージにひたすらサインし続けていた）

　ぼく、俳はい優ゆうさんに会ったことあるんやぞー。（トイレの場所聞いただけ）

　ぼく、カリスマ編へん集しゆう者しやに会ったことあるんやぞー。（一年に二回ぐらいしか会ってない）

　十五年ぐらい前なら友達に自じ慢まんできたのに。

　こんにちは、入間人間です。今年（このあとがき書いている年。だから正せい確かくには去年）のサイン会の控ひかえ室しつではブリキさんと真ま島じまくんの話題で盛り上がっていました。うーん、同年代。

　タイトルはトカゲの王だけど、某ぼう有名歌手は関係ありません。い○らの王もし○んの王も○の王も特に関係ありません。だからなんだと聞かれても困こまるので、あまり聞かないでください。

　というわけで２巻かんでした。前巻よりラブコメ度を当とう社しや比ひ２倍でお送りしたつもりです。

　あと主人公がピーチ姫ひめ化しているのは仕様です。助けに来るヒロインがクッパなのも仕様です。

　この巻は上巻の範はん囲いに当たります。３巻はまぁそれなりに出すと思います。多分。

　それとホームページ（入間人間公式サイト：http://irumahitoma.jp）に遂ついにメールのコーナー？　みたいなのができました。これで仕事が引く手あまただぜやっほいと喜び勇んでみたら、小説以外の仕し事ごと募ぼ集しゆう中ちゆうって書いてあった。

　なんだあれは。







『じゃあ印いん税ぜい０％で書くということで』と驚きよう愕がくのブラック提てい案あんをするカリスマ編集者とか、『岐阜の空気は馴な染じまん』なんてすっかり鎌かま倉くら県民気取り（誤ご植しよく違ちがうよ）の父に、『美うつくしヶが原はらって私のためにある言葉やな』などとわけの分からんこと言っている母親にも感かん謝しやしているような気はしないでもないです。

　最後に遅おそくなりましたが、今年もよろしくお願いします。








入いる間ま人ひと間ま
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入いる間ま人ひと間ま

どもども、入間父です。上の絵がトカゲのアイコンの原画です。本になったらアイコンが真っ黒になっていたので、いるクまに「おかしいよね」って言ったら「印刷ミスだろ」って言ってニカニカしていました。

[image: ]




ブリキ

関西在住。去年は頑張りました！　これからも頑張ります！
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トカゲの王おうⅡ




─復ふく讐しゅうのパーソナリティ〈上〉─
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